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　　Opening　　台樹にて







　暫ざん定てい夏季が、終わらない。

「やれやれ……」

　作業の手を止めたイナオ＝ガーシュイン駅長は、心底恨めしげな嘆息と共に天を仰いだ。

　顔を上げた途端とめどなく首筋を伝い始めた汗が、作業用のシャツをじっとりと肌に張りつかせる。いいようのない不快感は、その嘆息をぶつぶつと念仏じみた呪じゆ詛そへと変えた。それでも救いを求めるように、駅長は腰に手を当てて「うーむ……」一つ伸び──

　腰が、ぐきり、と不吉な軋きしみをあげた。

「むぉおぉ……！」

　しばし呻うめく。

　大きく背を反らせようとした中途半端な姿勢のまま、イナオ駅長はじっと耐えた。

　否応なしに見上げた空は、腹立たしいほど澄すみ渡っている。

　ひとひらの雲くも霞がすみすら掃かれぬ蒼そう天てんにあって、大きく傾いた陽ひが未いまだぎんぎんと滾たぎっていた。言い訳がましく色づき始めながらも、その灼しやく熱ねつの度合いは弛ゆるむそぶりすらない。吹けば舞うまでに乾ききった赤茶けた大地が、彼方かなたに揺らめく偽の水み鏡かがみをたたえていた。稜りよう線せんが遙はるかにかすんだ青と赤の地平までをただ一本、ぎらついて貫くレール。背の低い草むらがちらりほらり、じりじり照りつける熱波の下では、そんなささやかな緑さえもが目にしみた。

「ふぅ……」

　痛みが去るにつれ、呻うめきはまた、嘆息へと変わる。

　イナオ駅長は、暑さにからきし弱い。

「かなわんな、まったく……」

　とはいえ。

　空を見上げるばかりでは、呻いているばかりでは、いつまで経たっても作業は終わらない。仕方なしに再びかがんでみたものの、六十を超えてからこちら、具合の良くない腰がまたぞろうずいた。たかが髭ひげをいじられたぐらいで、元気盛りの孫娘を相手にムキになどなるものではない、と今さらながらに悔やまれる。

　火ばさみで『虫』の死し骸がいをつまみ上げ、背負い籠かごに放る──つまんで、ぽい──それを黙もく々もくと繰くり返す。熱気に草いきれが混じり、じりじりと作業を進めるイナオ駅長の鼻をくすぐった。草むらから響ひびく虫の音は「ぐぎ」静かに「ぐげ？」その心を──

「ぐげぎょ、ぐぎゃ」

　慰なぐさめられるはずもない。

　季節を経ず、未熟なまま這はい出る虫の奏でる声はその名の示す鈴の音からはほど遠く、踏んづけた蛙かえるが這いずり回るような代物だった。そして、不完全な共鳴板と羽を精一杯震ふるわせた後に、力尽きた骸なきがらはレールと駅舎を覆おおい尽くす。

　虫の除去には、心身共に多大な労力を費やさねばならなかった。放置すれば、次の日には鳴き声以上に耐えがたい悪臭とトロッコの故障が待っている。イナオ駅長にとってのこの半年とは、虫の除去に追われる日々だった。切符切りは──まあ、日に数度あるかないか。

　虫拾いも、夏も、彼の苦労も。それはすべからく半年続いて、しかも終わる気配はない。

　いわれのない、しかし受け止めねばならない災い──つまりは受難なのだと、駅長は考える。

「あれほどの大戦、仕方あるまいて……」

　暫ざん定てい夏季という季節が生まれて、半年が過ぎる。隣りん国ごくグランツァ、及びサルバーンの間で勃ぼつ発ぱつした二国間大戦について王都の見解は保留のまま、暫定夏季恒常化という気候の大変動は人々に受け入れられていた。

　魔ま導どうと魔術──一説には魔法すら──によって拡張され、肥大化した戦いの最終局面に何が起こったのか。その結末については未いまだ噂うわさは尽きないが、ともかくも──

　古来脆ぜい弱じやくでしかなかったはずの人間という種が、世界全すべてを道連れにしかねないほどの力を手に入れていた事実は、厳げん然ぜんとしてそこにあった。それは、蝸か牛ぎゆうの如ごとき歴史を積み重ねた末に彼らがようやく手に入れた繁はん栄えいのきざはしであり、同時に不可知に過ぎる領域でもあった。

　何より、当の人間達自身が行き場のない畏おそれを抱いていた。

　もはや時代は、生きるための争い一辺倒から変わろうとしているのかも知れなかった。

　そして半年を経た今、夏は暫ざん定てい夏季となり、未いまだに終わらないのである。

「終わることができぬのだろうな……実際の所」

　戦──この暫定夏季は、全すべての元凶は、そこから生まれた。

　ちっぽけな人の意志など、何一つ通じぬ災い。揺るがせぬ自然、そして戦。それは当たり前といえば当たり前な、しかし不吉に過ぎる繫つながりだ。

　詳しいことなどわかりはしない──だが、不吉。

　それだけは、誰だれにでもわかる。

「人の身にては及ばざる力、か……」

　創世紀の古い言葉であり、大陸から伝わる昔語りの冒頭だ。低い声に「ぐぎゃぎょ」虫の音が重なり、大きな風がそれらをはらみ、赤茶けた大地をゆらりと散り抜ける。

　ただ、『つまんでぽい』が止まることはない。早く終わらさねば、今日もまた孫にどやしつけられてしまうからだ。

　イナオ駅長は、孫娘にもしこたま弱い。

「ん……？」

　思い出そうとする必要もないほど歌い古された昔語りを、いつしか忌むべき虫と共に口ずさんでいた駅長だったが、ふと、機械的に繰くり返される『つまんでぽい』がその動きを止めた。

　火ばさみが、虫ではない物をつまみ上げる。

「これは……」

　小さな棒状のそれは、古びてはいるが木切れではない。硬そうな灰色ではあっても、石ではない。赤茶の土つち埃ぼこりに薄うすく汚れ、黄ばんだ丸みを帯びてなおもざらりとした質感。

　これは骨だと、幾多の戦乱を生き抜いた退役軍人である老駅長は、一目で見て取った。

　改めて顔を上げる。

　乗り合いトロッコのレールがどこまでも、草地もまばらな荒野の果てへ、わずかに赤みを帯び始めた空との境まで延びている。これまでも、そしてこれからも変わることのないであろう瘦やせ枯れた光景は、何ら変わることはない。

　ただ──

「指を、返してもらえるかね？」

　奇妙な錫しやく杖じようだ、とイナオ駅長は思う。じゃらり、連なる輪の鳴る杖頭には、絡み合った鳩はとと蛇へびが黒光りして、飾りの分際で彼を睨にらんでいた。

「急がねばヤツに追いつかれてしまう」

　言葉ほどせきたてているようではなかったが、駅長は差し出されたその手に骨片を載せた。それらは同質の枯れた灰褐色であり、紛れてしまってどちらがどちらかわからなくなる。

　ああ、と唐突に駅長は気付いた。本能ではない別の部分が、ようやくのろりと動き出す。

「ふむ、これで揃そろったか」

　かちり、小さな音を立ててくっついた小指を眺めて、頭ず蓋がい骨こつがその顎あごをかくかくと撫なでた。何もなくぽかりと開いた眼がん窩かには、底冷えのする光が炯けい々けいと怪しく、また愉快げに──厄やつ介かいなパズルでも解き終えたように──ぬめる。

　大柄な駅長よりもなお背の高いそれは、奇妙な錫しやく杖じようを携える古びた人骨だった。

「ここは危ない、退いておられた方がよかろう」

　のたまう骨に何を勝手なと憤いきどおりつつ、またも駅長は根本的な問題から意識を逸そらす。

　短い生の限りを鳴き続けるはずの虫の音が、いつの間にか止やんでいた。

　骨が、視界を巡らせている。

　そして──

「……ふむ？」

　ズン、と衝しよう撃げきが疾はしった。

　いぶかしむように見回していた骨の意表をついて、色彩を移ろわせ始めた空から、なにか乳白色をした塊が舞い降りたような──赤熱し、激しく叩たたきつけられるその質量に、錫杖をかざしてこらえる骨が全身から緑光を迸ほとばしらせたような──ビキビキと相打つその均きん衡こうを崩そうとしてか、塊からみゅるりと這はい伸びた触手が、わさりわさりと周囲を埋め尽くしたような──

　そして、首筋を這い上るなにやらナマ温かい塊に、もぞり、髭ひげを撫で上げられてしまったような──

「むううぅぅううん！」

　その唸うなりは雄々しく、力強くさえあり。

　整理すればそのような事どもを時ここにいたって把は握あくしてしまい、イナオ＝ガーシュイン駅長はついに昏こん倒とうした。




　後日これらの出来事は、あまりの暑さに倒れてしまった、彼の白昼夢ということになった。
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　ぽう、と、光が灯ともる。

「人柱を立てろと、そう言うんだね？」

　静かに、重く。

　小さなろうそくの炎がかろうじて輪郭を描く中、ぬるい茶をすすりながら女が問う。

「そうだ」

　女に放り出された書類を一枚ずつ拾い上げながら束ね、男は常の如ごとく、動じるそぶりすら見せない。

「暫ざん定てい夏季が続くならば──シェルの働きなくしては、この国は十年と保たん」

　忌いま々いましげに舌打つ女へと、男は試算報告を突きつける。このままでは国ごと食い詰める──さらなる気候変容の可能性はいうに及ばず、農鉱資源リソース、労働力レイバー、通運輸ライン、財政務リデユース、その他多岐にわたる角度から分析されたその結果を男からひったくり、女は吐き捨てた。

「わかってるよ、そんなことは」

「ならば受け入れろ」

　深い黒地に朱の燃えるその装いは、台たい樹じゆ国宮廷最奥にあって数十年、女のそばに公私を問わず常にあった。風雪に耐える岩のように、灯あかりの端から変わらぬ視線を投げかける。

「紛い物のこの立場なればこそ、為なすべき事があるはずだ」

「認めたくないね……」

　かちゃり、銀枠の陶皿が小さな音をたてた。その昔、老工が一つだけ残された窯かまで生み出した奇跡の縁を、女の指がなぞる。その指には細かい皺しわが刻まれ、動きにしなやかさはない。

　わずかに眉まゆ根ねを寄せた男の白髪を見やり、女はその老いた手を灯りにかざす。

「勘違いすんじゃない、私らの立場なんてどうだっていい。ただ、納得がいかないんだ」

　やがてその手は力を失い、うなだれそうになる顔を男へと向け、女は小さく微笑ほほえみかけた。

　男は女のその笑みを、華やかで激しく、生気あふれていた昔と変わらず美しいと思う。

　男も老い、昔ほどの力は既に失われて久しい。

「あれら大国の轍てつを踏むことはない、と？」

「違うね」

　女が、報告書の最後から紙質の違う一枚を抜き取り、光へとかざした。執政印代わりの透かしと共に、自身の書き連ねた硬い筆致の文字が浮かび上がる。

「私ゃ、できることなら、この国の全すべてを引っ被かぶってやりたいんだ……」

「龍りゆうならぬこの身では、全てを救うことなどできん──人は、その身をわきまえねばならん」

　台樹という国が生き残る道は他ほかになく、また、自らの負った名と役割がその身に過ぎたものであるがゆえに、男と女は耐えねばならなかった。

「胸を張れ」

　老いてなお浅黒い男の顔が、優しい皺を刻む。

「俺おれは、お前についていく」

　淡い炎が、じじ、と揺れる。

「……わかってるよ。だがね──」

　女はひとつ、息をついた。

　年を重ねた分だけ強くなるものは、どうやら、存在するらしかった。

「だがね、若い娘ってのはそれだけで世界中の何よりも偉いんだ。知ってたかい？　なにより私にゃ、それがたまらないのさ……」

　そして、女が条文を読み上げる。

　わずかな灯あかりに浮かび上がるその姿は誰だれよりも毅き然ぜんとし、男には、女がその座にふさわしいと思えた。何より、女がふさわしいのならば己もまたそうなのだと──

　数十年も前に、男はそう信じると決めた。




『シェルシステムの機構分析解禁、並びに下部組織としての人材集約機構の発足と統括──』




「第二百十八代、王器エリコ、ここに命ず……」

「同、天剣ドライオン、御意」

　炎がもう一度揺らめき、やがて闇やみが訪れる。




　そして、この時をもって台たい樹じゆ国最要件機関『天剣王器』が成立することとなった。
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　祖父に手を引かれてトロッコを降りた少年が、その地で初めて目にしたのは砂混じりの赤い土と、背の低い草地がぽつんと続く荒野、物置にしか見えないみすぼらしい駅。

　そして、少女だった。




　その日の朝早く、少年は住み慣れた街を離れ、会うのは生まれた直後以来という祖父と共にトロッコへと乗り込んだ。それは、設計士だった父と母、そして作業場でもあった家を一いつ瞬しゆんにして失った彼が、自分で選んだ道だった。

　たった独りになってしまった少年の前に現れた行軍仕様フオーマツトの祖父は、その屈強ないでたち、黙もく然ぜんとした振る舞いの何もかもが、繊せん細さいで陽気な父や母とは明らかに別次元の存在だった。それは数日前に目の前で起こった極微塵フイジクス性爆ばく発はつ事故ほどではないにせよ、少年にとっては確かに衝しよう撃げき的であり、『自分で決めろ』という端的に過ぎる祖父の言葉には、周囲の優しい大人おとなたちが牙きばを剝むいたほどだ。

　しかし、引き取ることを申し出た神父様にすら何も答えない、老兵の節くれだった手と薄うす茶ちや色の瞳ひとみは、修理好きでいつも図面を前に唸うなっていた父のそれと同じものだった。

　少年は旅支度を始め、祈りを捧げる神父様に向かって、大丈夫、と数日ぶりに笑った。

　道行き、王都を中心として整備された乗合トロッコの行く先は街を離れ、辺境へと向かった。ゴトゴトと始終揺れ続ける床板に尻しりは痛く、『友人に会う』と言ったきりの祖父は接合鋼クランクをこぎ続けていた。六人乗りのトロッコを一人で動かすその姿に圧倒され、何より他ほかに同乗者もないので、道中、彼はじっと黙だまっていた。黙りながら、それでも自分の判断が間違っていないのだと信じた。他にできる事など何もなかった。

　そんな彼に、祖父が小さなガラス玉をくれたのは、あるいは慰なぐさめだったのかも知れない。『龍りゆうの眼め』と彼の呼ぶその透明な球体はどこか輝かがやきの鈍い代物だったが、少年にとっては、赤く寂れゆく風景をそれ越しに眺める事が唯一の暇つぶしになった。

　その小さな駅にたどり着いたのは、そんな物言えぬ旅が一日中続いた夕暮れ前だった。




「ねぇ」

　だからこそ余計に、同じ年とし頃ごろのその少女に気を惹ひかれたのかも知れない。窮きゆう屈くつな長旅で痛む足腰をものともせず、駅員を探しているらしい祖父の事も忘れ、彼は少女に話しかけていた。

「誰だれかを待ってるの？」

　白のシャツにオーバーオール、麦わら帽子という典型的な農作業姿の少女は、茜あかね色いろに染まる停車場にしゃがみこんだまま、じっと動かない。麦わら帽子の両端を、ぎゅっと抱えていた。
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「あそこ、誰だれもいないよね？」

　少女の視線の先にあるのは、葺ふき屋根に農作業具が押し込められ、停車場と小さな改札がなければ誰も駅舎だとはわからないような建物だ。無人であることは一目でわかる。

　だが、なぜ気付かなかったのだろう、と少年は後に思う──そう、誰が見てもわかる。

「今日の便は僕ぼく達で最後だし……ねぇってば」

　立てた膝ひざに乗せられた頰ほおが、ぷっとふくれている。よくよく見れば、後ろにくくられた黄金色の髪はくすんでほつれ、木の葉やら枝やら埃ほこりやらが引っついていた。目の端がこすったように赤いような、細めの眉まゆはつりあがっているような、どうして丈夫な作業服がかぎざきに？

　結局、その時の彼は話せそうな相手ができた事に嬉うれしいあまり、そんな少女の様子には少しも気付かなかったのだろう。

　そして、それが命取りになった。

「あの、僕、こんな所まで来たことな──」

「うるっさいわね黙だまりなさいよバカ！」

　ずごん。

　確か、そんな鈍い音がした。何が起こったのかわからないままに、一いつ瞬しゆん、気絶さえしていたような気もする。

　ふと気付くと──というか意識を取り戻すと、立ち上がった少女に傲ごう然ぜんと睨にらみつけられ、呆ぼう然ぜんとした彼はといえば盛大な鼻血をぼたぼた垂れ流していた。

　腕を組んで彼を睨みつける少女は、意外にも彼より背が高い。ぽい、と放り投げた麦わら帽子がくりんくりんと夕焼けに舞い、赤光の中にあって、なおもケバ立った黄金色の髪がひるがえる。逆立ってさえいるようなその髪と同じ、黄金色をした大粒の瞳ひとみ。それは何に遮られることもなく、らんらんと怒りに燃えていた。

「あで？」

「あんた、おじぃちゃんがいないってのに、よくもそんな平気で話しかけてこられるわね！」

「べ？」

　祖父は、今にも崩れ落ちそうな無人改札の前で腕を組んだまま佇たたずんでいる。さすがに駅員を待っているわけではないだろうが──たとえ『友人』とやらを待つにしても、こんな辺へん鄙ぴな場所で待つ必要はないはずなのだが。

「ぼびーひゃん、ばぼぼび──」

「黙れって言ってんでしょバカⅡツー！」

　がん。

「ぐあうぅっ!?」

　その衝しよう撃げきが何なのか、今度こそは少年にもわかった。

　少女の頭が、彼の顔にぶつけられている。

　それも容赦なく、鼻っ柱に。

　少年は、ケンカなどその前に回かい避ひしてしまうのが常だった。初対面の少女から繰くり出される頭突きなど、想像の埒らち外がいもいいところである。

　彼は、正直な感想だけを口にした。

「い、いだいぃいい！」

「あたりまえじゃない、痛くしてるんだから」

「……だ、だんで？」

「おじぃちゃんがいないからに決まってるでしょ！　人の話聞きなさいよバカⅢスリー！」

　ごぎ。

「あぐぅぇええええええ！」

「それ以上声出したらフォーよ、フォー」

「ええうう!?　……う……ぅ……」

　事ここに至り、ようやく彼は少女を怒らせてしまっていたことに気付いた。それが何故なぜかはわからないが、とにかく声を出さないようにして耐える。幾度もむせそうになり、息苦しくなったが我慢した。なぜだかなんだかものすごく理不尽な気はするが、それすらも考えないようにした。

　だが、どうやったって痛いものは痛いのだ。

「ぅぇえ……ぶ」

　思わず声の漏れてしまった口元を押さえたが、少女にはしっかりと聞かれていたらしい。

　じぃ、と見つめる金の瞳ひとみが無遠えん慮りよにぐりぐり動き、ついに少年の我慢の堰せきは切れた。

「うああああああ！」

「あー！　泣かないでよ、もう！」

　苛いら立だたしげに、ばらけかけたポニーテールを引っかきながらずかずかと近づいてくる少女のその姿に恐怖を覚え、少年はその場にうずくまった。さすがに今度は顔と頭をガードして、つまりは亀かめのようになる。

「うええええええ！」

　そして、泣く。ここぞとばかりに泣きまくる。それは、顔さえ痛打されなければもういいや、という開き直りのようにも取れた。どうひいき目に見ても情けない姿ではあったが、とにかく彼はその態度を貫いた。

　その姿をしばしの間まじまじと見つめてから、ふんっ、と一つ息を抜いて、不機嫌な少女は情けない少年のそばにしゃがみこんだ。

「……あんたさ」

「うええええええ！」

「あんた、誰だれ？」

「うええええええ！」

「ねぇ」

「うええええええ！」

「ねぇってば」

「うええ……う？」

　少年の硬く強こわばらせた全身から、ふいに力が抜けた。ぐしゃぐしゃと、優しいと言い難い力ではあるが、頭を撫なでられている。

「ねぇってば」

「……ばばば」

「わかんないわよ」

「ばばば……ずび───……ばばば」

「わかんないってば──ほら、こっちむいて」

　半ばムリヤリに持ち上げられた少年の顔は、涙と鼻血と鼻水と石畳の埃ほこりにまみれ、ひどい有り様になっている。

「ひっどい顔」

　自分でやっておいて、と言い返そうとする彼の口をふさぐように、白い布が覆おおった。涙と鼻血と鼻水と埃を、少女が乱暴に拭ぬぐっていく。少し痛かったが、少女の表情が明るいものであることに気付いて、少年は抵抗することを忘れた。

「あとは、っと──」

　ぴ、と額ひたいに指が触れる感触。

「動かないでよ……」

　少女の指は少し冷たく、しかし日中の熱に未いまだぬくもりを残した石畳と同じく、ほのかな安らぎを呼ぶ。痛みが、強引に仰がされた目に映る紫し紺こんの空へと、溶けるように和らいでいく。

「ま、魔ま法ほう──？」

「んなわけないでしょ、魔ま導どうよ魔導。大サービスなんだからね」

『小さな力フイジツク』を御する力──魔導フイジクス。それが魔法とどう違うのかなど、少年は知らない。

　ただ、そう言った少女の指が離れるのを、少しだけ残念に思った。

「で、あんた誰だれ？」

　そう訊ききながら、オーバーオールにごそごそと押し込む少女のシャツは汚れている。自分の顔を拭ふいてくれた布が少女のシャツであったことにようやく気付き、少年は困ったように身を起こした。そして、少し迷った末に、レールを見つめながらぼそりと呟つぶやく。

「……わかば」

「ん？　なに？」

「若わか葉ば＝ユキムラ＝ペンドラゴン」

「……なにそれ？」

　服装を整えた少女が、動きを止めた。少年の表情が、さらに気まずいものになる。

「三つもあるの？　最初のが名前？」

　膝ひざ立ちになって詰め寄られながらも若わか葉ば少年はいちいち頷うなずき、少女が大きく断言した。

「へーんなの！」

「……うん、みんなそう言う」

　その名をからかわれることが多い若葉はぼそぼそと言いごもるが、少女は「あっそ若葉ねふーん若葉」何度も繰くり返し、彼を嫌がらせた。

「で、あれ誰だれ？」

　さらに返す刀で、未いまだ改札に立ちつくす祖父を指差され、若葉はまたも困った。

「ええと……おじいさん」

「そんで若葉じぃちゃん、何してんの？」

　何もしていない、などというとまたぞろ頭突きが飛んできそうな気がしたし、実際祖父が何を考えているのかなどわかるはずもなく。

　その背中は頑として揺らぎもせず、そもそも、一人で数時間ぶっ続けでトロッコをこぎ続けたというに、彼は全く平然としていた。

「誰かを待ってるんだと思うんだけど……わかんない」

「わかんないってなによ？」

「会ったばっかりだし、よくわかんない」

「なにそれ？　若葉のおじぃちゃんでしょ？」

「間違ってないけど……」

「はっきりしなさいよ、オラ」

　何から説明したものかと考え込んでなかなか答えを返そうとしない若葉の頭を、少女がぺいんと軽くはたく。その怒りは明らかに増加中で、若葉の脳裏には先ほどのかんしゃくが蘇よみがえる。

　頭突きだけは、もう絶対に嫌だった。

「あ……あ、あの、あのえーとそういえばさ、確か君もおじいさんがどうこうって……」

「あたしのおじぃちゃん？　迎えに来たんだけどねー、なんか今いないの」

　ほら、と少女の指差す先は、先ほどまで彼女がふくれっ面で眺めやっていたあの駅舎だ。

「あそこも開かないし、仕方ないからあっちこっち探したんだけど、いないのよねー」

　いらいらと頭を引っかくたびにケバ立ったポニーテールがさらにほつれて、ぺたりと地面に座り込んだ少女は、さながらそういう野生動物のようだ。ただ、それでも若葉は先ほどの忌まわしい記き憶おくに囚とらわれたままで、『そんな格好になるまでいったいどこを探したの？』とは訊きけない。

「駅ん中にもいないし、屋根の上にもいないし、ずっと探してるんだけ、ど……」

　何に気を取られてか、少女の声が消え入った。

　若わか葉ばがその視線を追うと、祖父がいない。

　改札に立ち尽くしていたはずの彼は、いつの間にかその先、駅の外へと出ていた。

　その先には、人影が三つある。一人は、二人に支えられるようにして──というより、どこか引きずるようにして連れられていた。遠くに見える両りよう脇わきの二人は男と女であり、若葉の祖父は彼らの方へと向かっている。

「あ─────────っっっ!!」

　てっぺんまで突き抜ける奇声を発して立ち上がった少女が、脱だつ兎との如ごとく駆け出した。

「ま、待ってよぅ！」

　少女は、両手と両足を適当に投げ出しながら振り回すかのようなメチャクチャな走り方で遠ざかってゆく。ひらり、と改札を腕一本で飛び越すその後を追いかけようとし、若葉はもたもたと切符を取り出そうとする。

「いきなり、どうしたの！」

「おじぃちゃん！」

　振り向いた少女の瞳ひとみが、夕ゆう闇やみ迫った逆光の中でなおも強い光を返している。

　焦れったそうに若葉を見やるそのポニーテールはバサバサを通り越し、もう完全にほどけてしまっていた。そのあふれるような金の髪をもどかしげにかきあげて、少女は彼方かなたから嬉うれしそうに笑いかける。そして、もう待っていられないとばかりにきびすを返し──

「だから──あぁ、ちょっと待ってよぅ！」

「なによ、早く言いなさいよもう！」

　ちゃっちゃとその場で腿もも上げなどしつつ、くるくる回りながら少女が怒鳴る。赤い大地と夕闇の下で、それは黄金色の独楽こまのようだ。

「名前！」

　ようやく改札を抜け出した若葉がその横を通り過ぎようとした次の瞬しゆん間かん、黄金色は、あのメチャクチャな走り方であっさり追い抜いていく。もう絶対に追いつけないとわかったので、若葉は声を限りに叫んだ。

「君の名前、まだ聞いてない！」

「……みー」

「聞こえないよぉ！」

「アユミだってば！　アユミ＝ガーシュイン！　耳遠いんじゃないのぉー……」

　悪態が、暫ざん定てい夏季の風にかき消される。

　若葉は、不思議と怒りを感じなかった。

　大地の赤が深紅の陽ひへと溶けだし、それは紫し紺こんから深い群青へと移りゆく。その中に、下生えの小さな影と共に広がる黄金色がある。耳もとや首筋を流れてゆく熱気はすでに風へと変わり、肌に心地よかった。全すべてを失った事故の日以来、初めて若わか葉ばはその感覚を思い出した。

　今この時、ただ、心地よさに身を任せていた。

　祖父が、驚おどろきの声を上げる老人と固く抱き合っていた。そして、そこに飛び込んでゆく黄金。遠目にも、どうやら笑いを誘ったらしい。あの祖父すらが、笑っているように見えなくもない。

　嬉うれしいと、素直に感じられる。

「──仲良くなれるかな？」

　そう小さく呟つぶやいて、若葉は走り出した。













　　Chapter　01　　十五歳の義務







　そもそも、おかしいのだ。

「何がおかしいのかな。言ってみ？」

　ぐりぐりと間断なく踏みにじってくる足の裏を頭に戴いただき、彼は今更ながら考え込んだ。踏み押さえられたまま、しかし、それ自体にはいい加減慣れているのであまり気にならない。

　問題は、何度も何度も、それこそ数え切れないくらい戦い方を知りつくした相手に、どうしてここまでけちょんけちょんにやられなければならないのかという点にある。理由はまあ、これ以上ないほどにはっきりとしているのだが。

「ほれほれ、言ってみ？」

　ぐりぐりぐりり。

「……何で、先生はこんなに強いんでしょうか？」

「自分のことを弱い、なーんて言わないのは賢けん明めいさねぇ、うん」

「だって、そんなこと言ったらツォウ先生、ムチャクチャ怒るじゃないですか」

「当然」

　ふっ、と頭から足の裏の感触が消える。経験上、彼は額ひたいが地面にこすれるのもかまわず、全力でその場から飛びすさった。

　その前髪を何本かかすめ、先ほどまで頭のあった位置に、どぱん、と踵かかとが叩たたきつけられる。軽く土煙など舞い上げて、獲え物ものを逃した赤いサンダルが残念そうにひょいと持ち上げられた。

「おおっ、若わか葉ばちん、やるーぅ」

　大仰に驚おどろきの声などあげつつ、サンダルの主は足首を持ち上げこきこきといわせた。適当にまとめ上げられた緋ひ色の頭をぐりんと捻ひねり、濃のう灰かい色の鋭するどい瞳ひとみが細められる。至極愉快とばかりに持ち上げられた口の端から尖とがった歯並びがのぞき、淡いグラデーションを描き始めた空の下にあって、なおも白く映えていた。

　女の整った容よう貌ぼうが持つそれは、どちらかといえば、大型肉にく食しよく獣じゆうの美しさに近い──冗談ごとじゃない、と若葉などは思うのだが。

「ま、これもあたしの教育がいいからだぁね」

「あ、あは、あはは……」

　ぐい、と吊つり上げられたツォウの口の端に、乾いた笑いを返しながら若葉は胸をなでおろした。彼から取り上げたまま返してくれない大きめの布ズボン、しかも手をポケットに突っ込んだままのサンダル履ばきでどうしてそれほど動けるのかは不思議だが、とにかく生命の危機は脱したらしい、と──

「そんじゃ、もういっちょいってみようか」

　安心する暇など、女が許すはずもなかった。

　びょう、と当たり前のように蹴けりが目の前を薙なぐ。若葉がわずかに退ひいたために事なきを得たが、そのまま一足に飛び込んだ女は短すぎる間合いにもかかわらず、跳ね膝ひざやら戻し踵といった変則的な脚技を連発する。一般的な格かく闘とう術──隊や陣として機能するための戦闘法スキル──ではない、ツォウのそれは単独で完結させるための技フイジクスだ。

「そうそう、その調子その調子」

　ばっばっば、と間断なく繰くり出されるその全すべてを掠かすりもさせず、若葉は避よけ続けた。その間蹴り手からは暢のん気きな鼻歌が「フッふふーんはっハーン」聴こえてくるが、非難よりはとりあえず生き延びることが先決である。なんと言っても、唸うなりをあげるその蹴りの一つ一つが、丸木の束をまとめてブチ抜く強度と速度を誇っているのだ。

「あ、よいしょ」

　その動きは止めどなくどこまでも軽く、上体は空中で静止しているかのようにも見える。

　フック旋回する必殺の凶器──赤サンダルをまた一つ、ほぼ全力でやり過ごした若葉は細い嘆息を漏らした。死なない程度にはかろうじて手を抜いてもらえるが、長年にわたる鍛たん錬れんの末に慣れてしまったとはいえ、彼とてそうそう死の淵ふちなど眺めたくはない。

「おお、まだイけるかい？　いいねぇいいねぇ」

　若わか葉ばにとっての師であるその女、ツォウ＝レイシンは、すこぶるご機嫌であるらしかった。

　とりもなおさず、技がキレ過ぎていた。普段に比べて足数を増やしているわけでもないので、そのわずかなタメの差異が、見切りに必要な余裕を生む。

　超重量級の威力を宿した蹴けりなど詐さ欺ぎに近い代物であって、細身の若葉には受けるだけでも一苦労だ。なので、ツォウの技のキレ自体はこの上なく有り難い事だったのだが──

　ただ、そこで気を抜いたのはまずかった。

「そりゃあ何年も何年も殴られたり蹴られたり、僕ぼくだっていい加減慣れますってば」

「……ほーぅ」

　言ってしまってから気付いたが、もう遅い。

　つりあがって見えるほど切れ長な灰色の瞳ひとみに、ぎろりと見み据すえられた。邪じや魔まにならないよう、袖そでと腰で結んである硬そうなシャツがピンと張り詰める。

「まあなんてーの？　強い弱いよりも若葉ちん、もっとごはん食べるんだね。家でちゃんと食ってるかい？」

　主役登場とばかりにわきわきと掲げられた手が加わった途端、若葉は肘ひじごとねじ伏せられた。もちろん逆らったりせず、そのままじっと動かない事だけを心がける。下手へたに動けば骨を痛めてしまうし、そうなれば治るのに時間はかかるわ、不便だわ、この鍛たん錬れんも休ませてくれるわけないわで、良いことなど一つもないからだ。

　ただそれでも、背筋やら首筋やらを水揚げマグロの如ごとく検分されながら、若葉はささやかな反抗を試みる。

「お、おじいさんは料理上手だし、僕だって先生よりはマトモなもの作れま……あぅ」

「ふふーん、なーまいき」

　ぐい、と背中に添えられた柔らかい肩を軽く押し込まれ、若葉の息が完全に止まった。

「か…………！」

「あとはもうちっと、戦せん闘とう意欲が欲しいかね」

「ぐえっほげほげほ、ごほっ」

　そう言って若葉を解放したツォウは、地面にうずくまったまま酸素を貪むさぼる愛まな弟で子しを後しり目めに、うーんと飽きたように一つ伸びて宣言した。

「そんじゃ、今日はここらで終わりにしようか。さ、ごはんだごはんだ」

「ぅげほごほ──え？」

　詰まった呼吸すら忘れ、若葉は言葉を失った。

　オレンジが勝った斜光の下、鼻歌まじりのツォウの背中がずんずんと小さくなっていく。それは十分ほども歩けば小さな村落へとたどり着く、いつもの──『教室』からの帰り道だ。

　台たい樹じゆの国境近くにある、小さな村のはずれ。トロッコ停車場裏の小さな空き地が、ツォウと若わか葉ばの教室だった。二人が初めて出会ったこの場所で、合同教会での勉学を終えた昼過ぎから──今日のような休日などは、それこそ朝から──日暮れまでの時間を鍛たん錬れんに費やすようになって、もう八年が過ぎる。以来、若葉は雨だろうが嵐あらしだろうがお構いなしに、ツォウの拳こぶしやら膝ひざやらを食らい続けてきたが、鍛錬を切り上げるなどと言われたのは初めてだった。

「終わりって……ま、待って下さいよぅ！」

　赤い土つち埃ぼこりを払い落とし、若葉は急いで追いかけた。向こうは歩いているはずなのに、なかなか縮ちぢまらない距離を全力で走る。ようやく追いついた頃ころにはもう、ツォウは髪留めを外し、背を覆おおった燃え立つような緋ひ色の髪をごきりと揺らした。腰と袖そで口ぐちを結んでいたシャツもすでに解かれ、パタパタと風を送り込んでいる。舞った風に、ふわり、土と汗の匂においが漂っていた。

「いやぁ、今日も暑あついねぇ」

　そう、まだ陽ひさえ落ちていない。

　若葉は、訊きかずにはいられなかった。

「せ、先生……もう終わりって、今日はまだ何もしてないじゃないですか」

「虫、片付けたじゃないさ」

　ツォウが顎あごで示した先には、二人が朝から拾い集めた虫の死し骸がいが小高い山となっている。若葉とツォウが老駅長の腰の具合を見かねて申し出たのも、ちょうど鍛錬を始めた頃だった。

「……だって、それだけじゃないですか」

　少しの疲れはある。しかし普段なら、ここからさらに陽が暮れ落ちるまで鍛錬は続く。たとえ真っ暗になっても、組み手はできるではないか。

「誕たん生じよう日祝いよん。十五歳、おめでとさん」

「…………」

　ちらり、目線だけくれて、足取りも軽くツォウが言った。彼女がたった一人の生徒と共に踏み拓ひらいた野道から、「ぐげごぎ」鳴き喚わめく虫を追っ払う赤サンダルが、たぱたぱと音を立てる。

　それでも黙だまりこくる若葉に、からかいが飛んだ。

「ほほぉう、今から日が暮れるまで地獄の無限組み手がご所望ってかい？　やるねぇ若葉ちん」

　わききっと指を蠢うごめかせたツォウに、若葉は全身で拒絶の姿勢をとった。

「そ、そんなこと、ひとっことも言ってないですよぅ！」

「じゃあいいだろ？　今日は、もう帰ろう」

　若葉は、動かなかった。

　俯うつむいたまま──

『そんじゃなにかい、あんたその顔、このコにやられたってぇの？』

　祖父と共に初めてこの地を訪れたその日、夕ゆう闇やみ迫る赤日から呆あきれたように向けられるあっけらかんとした眼まな差ざし。恥ずかしさに耐えられず目を伏せた、あの日のツォウの微笑ほほえみが脳裏をよぎる。

「ほれ、どした？　今日はご馳ち走そうだって、アユミちんも言ってたしさ」

　ぽんぽんと頭を叩たたかれ見上げると、苦笑いを持て余したように、師匠が頰ほおを搔かいていた。

　そのツォウの姿は、八年前から寸分も違たがわない。年ねん齢れいも体力も技術も、自らに降りかかる煩はん事じ一切を笑って片付けてしまってでもいるかのように、彼女は今日も今日とて最強だった。

　不思議だとは思う。が、恐いとか不気味だとかはこれまで一度も感じたことはない。自分にひどく鈍い部分があることは、幼なじみなどに指摘されるまでもなく自覚してはいる。

　が、ツォウ＝レイシンという存在は、そういう捉とらえ方の問題ではなく、強しいて言うならばなんとなく──そう。

　普遍らしい。

「それとも何かい、ほんとに組み手がいいってかい？」

　自分は今、どんな顔をしているのか。

　考えてしまった若わか葉ばの頰は、我知らず赤く染まる。

　そして、自然と口を開いた。

「僕ぼくは──」
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「──これでしばらくお別れっていうんなら、その方がいいです」

　若葉は、今日で十五歳になる。

　実質はさておき、台たい樹じゆ国の十五歳は制度上成人として扱われる。その歳としのうちに王都へと出向し、男は軍の予備兵役、女は工場などへ就労して半年を過ごす──それはある重要な試験を兼ねていると同時に、台樹国民である以上逃れることのできない義務だ。彼の幼なじみは、半年も前にその年齢に達していた。十五歳のうちに終わらせねばならない務めを終え、共に帰ってくるためには明日にも王都へと向かわねばならない。

　つまり、若葉とツォウの武術教室は、今日を限りにしばし休校ということになる。

「……嬉うれしいこと言ってくれるねぇ」

　片かた眉まゆをあげ、ツォウは肩をすくめてみせた。

「ツォウ先生、僕は──」

　もう八年が経たつのか、などという回りくどい感慨はとりあえず脇わきに置いておく。

　とにかくも突発的な衝しよう動どうと冷静な制動に困り切ったあげく、ツォウは、唇を嚙かんだまま俯うつむく若葉の肩を抱き、ぽんぽんと叩いた。幼い日の彼が厳きびしい訓練でぐずるたびそうしていたように、彼女などからすればよほどか弱い少年を壊こわしてしまわないように、そっと包み込む。

　先ほどの軽い運動で汗ばんだシャツが、傾き弱くなった陽光よりも肌に熱い。

　そしてまた、今度こそ無視できぬ感慨が湧わく。

「まったく、図体ばっかり大きくなってさ。中身は全然変わんないってぇのに」

　同年代からすればよほど細く見える割にその肩幅は意外と広く、ツォウは若わか葉ばが自分と同じ身長であったことに、改めて苦笑した。

「明日、早いんだろ。あんまり遅くなったら準備できなくなるし、ね」

「でも、僕ぼく……」

「それに、王都に行くのが若葉ちんだけなんて──っと」

「……なんですか？」

　少し赤くなった目を向け、ぐず、と鼻を鳴らした若葉は、少なくとも成人である十五歳には見えない。黒目、黒髪という何の変哲もない容よう貌ぼうにあって、大きく利発そうな瞳ひとみがひときわその年ねん齢れいを幼く見せる少年だった。ツォウ自身によってみっちりと鍛きたえ上げられたせいで、薄うすく引き締しまった肉付きは華きや奢しやに映るほどだ。

「えーっと……」

「他ほかにも、誰だれか王都に──？」

　思わず、まごついてしまう。

　武術というものすら知らなかった八歳の彼と、十五歳になり、王都に旅立たなければならない彼。無む垢くな黒い瞳をうるませ、それが彼女の思考の中で二つのビジョンとして重なるたびに、抑え切れない感慨が湧く。

　それは長い間、それこそ生まれてこの方感じたことのない想おもいだ。おかげで、口が滑った。

「それって、あの……先生？」

　さらに滑りかねない口を閉ざしてツォウは野道を急ぐが、若葉はつきまとうようにうろうろと訊ききあぐねている。蹴けり飛ばし損ねる虫の数が「ぐげ」心なしか増えたような気がした。

「あ、アユミちんがいるだろ？」

「それはそうですけど……」

　そのしつこさに、ツォウは舌を巻く。

　若葉の頭は、これで意外とよく回る方だ。彼がアユミあたりにからかわれる抜けた部分は、あくまで性格上のものに過ぎない。独自に──まあ、手を貸すような『ヤツ』の差し金だが──学問にも触れているらしく、こと知識においてはアユミですら彼には勝てないという。

　結局、ツォウは押し切ることに決めた。

「ま、そのうちわかるよ」

「どういうことです？」

　わかったようなわからないような、とにかく泣きそうな顔ではなくなった彼をそのままに、彼女は先を急いだ。村ではもうそろそろ、街からの定期便が皆に配られているはずだ。

　手紙が着いていれば、彼女の勝ち。そうでなければ──そのときはそのときだ。

　鼻歌に適当な節をつけて「そのうちそのうち」相手にしないツォウを、若わか葉ばが追う。

「ま、待ってくださいよぅ！」

　未いまだかつて負けたことがないのが、自他共に認める彼女の自慢だ。唯一の苦手とも言える相手にも、正式に負けたことはない。負けることなど考えたくもない。そんな『ヤツ』などに比べれば、今回の勝負は楽なものだ──

　そう、これは『ヤツ』との腐れ縁えんを断ち切れるか否かの勝負でもあった。

　その悔しそうな顔と、若葉やアユミの驚おどろく顔が目に浮かんで、ツォウは腹の底から湧わき上がる笑いを嚙かみ殺した。時折繰くり返される追求をのらくらとかわしつつ、その意識は本日のメニューへと飛んでいく。若葉とアユミを送り出すための晩ばん餐さん会が、この後には控えていた。

「ぬっふっふ、明日だねぇ」

「──なんなんですか、もう」

　濃こい影の目立ち始めた草場には「ぐぎょ？」虫の音が盛大に響ひびく。

　八年目を迎えたというのに、暫ざん定てい夏季はその傾向を変えるそぶりすら見せていない。

　夏は、今年も終わりそうになかった。
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「かように魔導フイジクスとは、あらゆる素子の振る舞いを系として御するための──つまり運動神経フイジカルのようなものだ」

　ぱたたぱたっ、と塩漬け肉から丁寧に小麦粉をはたき落として、男が言った。

「近年、人間の意志が素子流と密な関かかわりを持つことが証明されて以来、魔導フイジクスはようやく制御プロセス手法の一いつ環かんとして扱われることになった。これにより『小さな力』である導素、すなわち素子あるところ常に働く導素斥力フイジクスを御する技能──魔導技術フイジカルプロセスが生まれ、それまで不可能とされていた極小回路制御プロセツシングの分野が目覚ましい発展を迎えたわけだが」

「センセ、あのさぁ……」

「何かね？」

「いつになったら終わるの？」

　料理の下ごしらえも、そして講こう義ぎも。

　その全すべてが淀よどみなく進行していく中、アユミ＝ガーシュインはうんざりとぼやいた。

「疲れたかね？」

　ぎぬろ、と向けられた眦まなじりに、しかしアユミはこれといって構うこともなく「はわわ」あくびを漏らす。

「朝からぶっ続けなんだもん、あったりまえ」

「……ふむ」

　そんな生徒のふがいない意見にもめげず、耐熱グローブよりごつい手は、粉を振り終わった肉を溶き卵やらパン粉やらにくぐらせ始めた。

「ファナガンせんせって、まめよねー……」

　少なくとも講こう義ぎだけは止まってくれたようで、アユミは胸をなでおろす。彼女が得意とするのはもっぱら実践で、ごちゃごちゃとした理論のほうは弱い──というかはっきりと苦手にしている。そちらの方は、魔ま導どうのセンスなどかけらもない幼なじみのほうがよほど詳しかった。師匠の話が有意義なのはわかっているが、メモ係である彼が不在ではどうにもならない。

　大陸から渡ってきたという師匠──ファナガン＝ウェスポールとは、有り体に言えば岩のような大男である。巨きよ軀くは呆あきれるほどゴツい筋肉によろわれ、変化の乏しい表情は、見ようによっては恐怖すら抱かせる。

　しかしその思し慮りよは、いかつさ極まる風ふう貌ぼうからは信じられぬほど明めい晰せきであり、最新の魔導理論にも明るい。魔導制御の専門家を志すアユミにとって、ファナガンとの出会いは非常な幸運だった。

「かまどの火を、緩ゆるめてくれないかね？」

　もっともファナガンという男は魔導以外についてもやけに詳しい部分があり、実は細かい。八年を師と仰いだアユミにしても、その知識と技量の全容は霞かすみの彼方かなたにあって、摑つかみ切れていなかった。

　アユミは、師の謎なぞな部分を気にしない。気にしたところで何も変わらない。初めて出会った八年前から、彼という存在は厳げん然ぜんとして最良の師であり続けている。年月はその存在を馴な染じませ、受け入れられるためにのみ過ぎた。

　世にはアユミごときでは断ぜえぬ事象が転がっていて、師はよりそれに近い。彼女が彼について解したのは、ただそれだけのことであり──

　つまりは、気にするだけ損なのだ。

「はいはーい、っと」

　言われてみれば、なるほど外はかなり暗い。アユミは、壁かべ際ぎわの丸椅い子すを「うんせ」抱える。標準的な身長の彼女では、吊つりランプに背が届かないからだ。

　そして丸椅子を抱えたまま、ゴトゴト吹きこぼれそうなシチュー鍋なべのかけられたかまどをちろりと見やった。一見して乱雑放題な導素の流れに、わずかな圧力を──睨にらみを利かすと、炎はその自己主張のほどを控えめにする。

「そんなもんでいい？」

「ふむ」

「今さら斥力とかってもねー。こんなもんだし」

　アユミにとっての魔ま導どう──目に見えぬ素子に働く力を打ち消す『小さな力』──の制御とは理屈などではない、頑とした意志である。その感覚は多かれ少なかれ誰だれにでもあるはずのもので、幼い頃ころから割と強い『小さな力』を制御できた彼女には、特に馴な染じみの感覚だ。

　ごとん、と下ろした丸椅い子すに飛び乗ってマッチを擦すると、小さな炎が、自身の生んだ乱れにほの揺らいでいる。その明るさに目をしばたたき、アユミは、もうすっかり陽ひが落ちていたことに気付かされた。ランプの芯しんに火が移ったのを確かめて、ことりとほやを戻す。

　窓からのぞく赤光の暗さに、ふと、年中殴ったり蹴けったりに明け暮れる体力バカを思う。

　幼なじみの少年と祖父、ついでに女師匠には、希有なことにその類たぐいの能力が全くない。魔導フイジクス全盛の世の中にあってそれは不便極まりなく、心配にさえなるのだが──

「気合いが肝心だと思うのよね、要は」

「……油が飛ぶ、気をつけたまえ」

「はいさ」

　ぴょいと椅子から飛び降りる彼女を横目に、ファナガンは苦笑を浮かべた。ぷつぷつと細かい泡の浮き始めた油に、下準備の済んだ肉をひょいひょいと放り込んでいく。

　じゅわわ、と耳にも香ばしい音と香り、そして薄うすい煙がキッチンを満たす。

「まあ、その意見には個人的には賛成したい」

「でっしょー？　なのにさ、若わか葉ばはそうじゃないって言うのよね。この前なんか、『魔導は、理論では追究し切れないものをも内包した技術なんだよ』とかさー……なんていうかこう、見下ろしてくるし」

「なるほど、彼が頰ほおを腫はらしていたわけがようやくわかった」

　ばちばちと音を立てて揚がっていく肉を油切り網に移しながら、ファナガンの巌いわおのような表情がわずかに緩ゆるむ。師の笑みとも呼べぬ笑みに、ガード代わりに掲げられたフライパンの陰から顔を出してアユミは照れた。

「そのくせ、自分は魔導なんか使えもしないのにさー」

「悔しかったのかね？」

「うん」

　ぽりぽりと頰を搔かきながら、彼女はエプロンを外す。そのまま丸椅子に腰を下ろすと、開け放した窓からほんの少し冷たい空気が、ふと、アユミの頰を撫なでた。どこかぼんやりとして見上げ、柔らかな光を眺めやる。

　未いまだ表で跳んだり跳ねたり転がったりしている幼なじみは、今では椅子なしでランプに灯ひを入れる。だいたいその椅子にしても、彼が作ろうと言い出したというのに、だ──

「……昔っから、気が利かないのよねー。図体だけ大きくなってんの、あのバカ」

「複雑なことだ」

「そう？」

　身長と物言い、そのどちらが、より悔しいのか──ふと、そのようなことを考え。

　なにやら悔しいのかどうかすらよくわからなくなってきて、アユミは薄うすく開いた窓外を見やってぽつり、吐息を漏らした。

　陽ひの沈んでしまった遠い地平はわずかに赤く、昏くらい赤が一面となって荒野を覆おおっている。散在する草むらが闇やみに紛れ、大地は月光に映え、濃のう紫しへと移ろうとしていた。

　色彩だけが豊かなそれは昔から何も変わらない、瘦やせた光景だ。

「しっかしこうしてみると、この辺りってホントに何にもないわねー……」

「明日はやはり、夜明け前に出発するのかね？」

「ラッキーでしょ。虫当番、一回儲もうけ」

「確かにその時間なら、虫も這はい出さないがね」

「あたしはうろ覚えだけど、昔の夏ってのはそれなりにいい季節だったんだと思うわ。あれさえなけりゃ、あたし、夏が一番好きだもん」

「……ふむ、コレを頼む」

「はいさ」

　手渡されたボウルを、アユミはどこかヤケクソじみてがしゃがしゃとかき混ぜたくる。そんな弟子の様子を見やり、ファナガンはつくづくと顎あごに手を当て、撫なでさすった。

「イナオ老には全然似とらんな、君は」

「暑いのに弱すぎるからねー、ウチのじぃちゃんは。今日も一日中うだってたし」

「王都行きには、何か言われたかね？」

「ううん、別に。お父さんとお母さんに報告しろって、それだけ」

　幼い頃ころに亡くした両親への墓参りは、済ませてあった。名うての魔ま導どう士──導素機器プロセツサの制御者フイジクスであった彼らが生きていたらどう声をかけてくれるだろう、と一いつ瞬しゆん考えたが、だからといって死者が見送ってくれるわけでもない。

「……ふむ」

　ファナガンの目をかすめて味をみたソースは少し濃こかったが、帰ってくる二人のことを考えてそのままにしておいた。彼らはこの八年というもの、毎日陽ひも昇らないうちから教会に行くまでの短い時間で虫の死し骸がいを拾い、その間にも役に立つのかどうか怪しい独特の武術鍛たん錬れんを続けている。祖父の腰を慮おもんぱかってくれてのことなので、アユミも一日おきに手伝ってはいた。が、それでもレールといわず駅舎といわず散乱する虫を、普段二人でどうやって片付けているのかが不思議でならない。

　祖父は、明日からまた虫拾いをしなければならない。

「ファナガン先生」

「なにかね？」

「あたしたちがいなくなったらさ、先生はどうするの？」

　アユミの言葉にちらりと見やり、紙をしいた皿に揚がったばかりの肉を載せながら、ファナガンは「ふむ」目を細める。

「決めてないの？」

「ただの半年だからな」

「先生にとってはそうでも、経験浅い乙女おとめとしちゃあ、ちょっとばかし憂ゆう鬱うつになんのよ」

　アユミは香草をひとつかみ、ぱらぱらと各人の皿に散らす。

「もし、帰ってこれなかったら……」

「天剣王器かね？」

「可能性はあるわけでしょ？」

　それは、あらゆる十五歳が義務として王都に集められることになった、いわば元凶だ。




　戦を司る──軍務の長、天剣。

　国を司る──執政の長、王器。

　台たい樹じゆのみならず大陸の主な国家には、それを治める天剣と王器が一人ずつ存在している。

　そして『天剣王器』とは、次代の天剣と王器、及びそれを支える人材を養よう成せいするために現台樹国王器エリコが制定した選抜機関だ。

　国中からかき集められた十五歳は、試験によって『天剣及び王器候補』と『それ以外』に分けられる。『それ以外』に分類される大多数の少年少女にはそのまま、これまでと変わらぬ予備兵役や就労を課せられ、半年の後に出身地へと帰ることが許される。

　しかし、『天剣及び王器候補』達は違う。彼らは一所に集められ、その担うべき役割に相応ふさわしい一貫教育を受けさせられる。そして、半年の出向期間が過ぎても国に戻ることは許されず、国家を担う人材として王都へと残らねばならなかった。

　八年前『天剣王器』の成立と共に始められた試験は、十五歳の義務として続いている。

　──それはとりもなおさず、いまだ次代の天剣と王器が生まれていないということだ。




　そんなアユミを軽く見やり、ファナガンはメインディッシュへと集中する。料理の質を決めるのは、最後まで妥協せぬ心遣いであるからだ。

「君なり若わか葉ば君なりが天剣王器に入ってくれるのなら、私としては鼻が高いが」

「……そーなの？」

　無論、半分は本当であり、半分は偽りである。

　ファナガンが初めて持った教え子は、二人ともがお気に入りだ。そのまま王都へとやるつもりなど、彼には毛頭なかった。小さく嘆息するアユミにはわずかな後ろめたさを感じるが、それとて後のためを思えば気にならない。厄やつ介かいな『ヤツ』を振り切るためにも、ここは黙だまっておくのが最良なのである。

「……ふむ」

　皿の出で来き栄ばえにファナガンが頷うなずいたそのとき、隅の勝手口が「ゴン」大きく響ひびく。

「お、来たきた……」

　椅い子すから立ち上がったアユミが、確かめることもなく勝手口を開けた。古ふる樫かしの重い扉が揺れるほどのノックをするのは、彼女が知る限り、ファナガンの他ほかには一人だけである。

「待ってましたよぉ、ささ、どーぞどーぞ」

　ぬぅ、と狭そうにロアン＝Ｙ＝ペンドラゴンは、ガーシュイン家の勝手口をくぐる。歴戦の元兵士は巨きよ軀くのファナガンよりもさらに一回り大きく、中肉中背よりはやや華きや奢しやな若わか葉ば少年と血が繫つながっているとは、とても思えない。

　そして何も言わぬままに、手にした大きな酒さか壜びんをアユミに突き出した。淡いランプの灯あかりに黒く見えるそれは、受け取ったアユミが思わずよろけるほど、重量感のある代物だ。

「おおっ、若葉じぃちゃん、話わかるぅ！」

　わずかに頷くロアン老──その威圧感に微み塵じんの怯おびえもなく、酒壜を抱えたアユミは家の奥に引っ込んでいった。うひょひょ、と小こ躍おどりしてキッチンの奥に消える彼女を見送りつつも、ファナガンは驚おどろきを隠せない。

「大戦前のホーリーウッド……あのラベルは、確か本家のものでは？」

　それは余程のことがなくては見ることすらできない銘酒だというのに、答えず、ロアン老は一通の封書を差し出した。村に着いたばかりの定期便から自分宛のものを持ってきてくれたらしいということに、ようやく気付く。

　ロアンという老人が口を開くことは、あまりない。古くからの友人ガーシュイン老と、あとはアユミと若葉にさえ言葉少ななほどだ。もっとも、ロアン老が誠実極まりない人物であることは誰だれもが知っているのだが。

　ファナガンは、自分宛てであることが明記されたその封書をつくづくと眺め、老人から受け取った。黒と赤の蠟ろうで封されたそれを、香草を拭ぬぐったキッチンナイフで切り開く。

　外はすでに暗く、頼りないランプの灯りは少々読みづらいが、ファナガンにはその内容がある程度知れていた。




『──よってここにファナガン＝ウェスポールの申しん請せいを認め、選抜機構『天剣王器』招応講こう師しとして登用するものである──』




　文末には、鋼はがねより生じた天を衝つく龍りゆうの刻印が、その名と共に捺おされていた。第二百十八代天剣、ドライオン。大国を敵に回して戦い抜き、小国台たい樹じゆの名を王器エリコと共に知らしめたその刻印を真似まねる者など、この国にはまずいない。

　ファナガンの口元が緩ゆるみ、顎あごに手をあてた。書状を封筒に戻し、礼を言おうとして──

「……貴公も、王都へ？」

　地に響ひびくような声だった。

　信じられないものでも見るように、ファナガンは目を細める。

「なぜそれを？」

「その封は、天剣勅令のものと記き憶おくしている」

「……直属部隊におられたとは、初耳ですな」

「若わか葉ばをお頼み申し上げる」

　ファナガンの問いにはまたも答えるでなく、巨体を折り曲げ、ロアン老は勝手口をくぐる。

「天剣直属には、原初の血が求められると──」

「あれの血は、さらに濃こい」

　その言葉を残し、ロアン老は勝手口を閉めた。

　晩ばん餐さんはまだ始まっていない。母おも屋やの方に回ってガーシュイン老と戦術棋チエスでも指すつもりなのだろうが、それにしても。

「元天剣直属とはな──」

　道理で浮世離れしているはずである、とファナガンはひとり頷うなずいた。




『天剣』『王器』という名称は、古く創世紀にも頻出する。

　昔語りは告げる。

　それは『神』に抗し、『龍りゆう』と並び、脆ぜい弱じやくな人がその営みの全すべてを委ねた存在。人である二つが互いに負ったその力は、天をも貫く〈天剣〉として、大地を慈しむ〈王器〉として、人々を、そして国を護まもる礎いしずえとなる──通り一遍の神の如ごとき力であり、古の種族『龍』や『神』にも近い存在として描かれることが多い。

　力と使命に目覚めた〈天剣〉と〈王器〉が、『龍』と力を合わせて『神』からこの大地を勝ち取る、というのが創世紀の大きな筋だ。広く昔語りとして伝えられており、一般には、かつての権力者がその威を強調するための創世紀とされている。『龍』や『神』といった名称は、先住民族や、共に外大陸より渡ってきた他民族に与えられたものであるという解釈が根強い。事実、先住民族であるとされる『龍』に関しては、その血筋がある程度明確にされていた。天剣の直属兵などは典礼上、こうした家系から採られることが多いという。




「しかし、そうなると──」

　さらに考え込んだファナガンの目前で、再度、思い出したように勝手口が開いた。

　腰をかがめたロアン老の薄うす茶ちやの瞳ひとみが、ぎらり、闇やみ夜よに光を放つ。何事が起こったのかと、ぎょっとさせられたファナガンは思わず身を引いていた。

　差し入れられたのは、一通の封書であった。

「……お渡し願いたい」

　そしてまた、勝手口は静かに閉じられる。

　ファナガンは、否応もなく押し付けられた手元の封書をしばし眺めやってから、懐ふところを探った。

　しっかりと、彼宛の書状はそこにある。

　ならば、この封筒はいったい何なのか。

　真っ白な封筒に赤黒の鋼こう龍りゆう──天剣の封。間違いなく本物のようである。

　散々ためつすがめつした彼は、一つ、確かめるのを完全に忘れていた事に思いあたった。

　封書を、ひっくり返してみる。

　宛先は、彼ではなかった。

『お渡し願いたい……』

　ロアン老は物事を面倒くさがる質ではなかったが、世の中にはどうにもならない相性というものが存在する。そう、例えば妙みよう齢れいの──

「ふむ……」

　落胆などという段階を通り越して、いっそ焼き捨ててしまおうかという衝しよう動どうが疾はしったが、思い直したファナガンは母おも屋やへと足を向けた。渡さなければこの宛名の主は、さらに面倒な事を引き起こすような気がする。そんなことになれば、それこそ目も当てられない。




　封書には、しっかりと『ツォウ＝レイシン殿』としたためられていた。
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　眩まぶしいほどの月明りに、自室に戻った若わか葉ばはそのまま、机向かいの窓外を眺めていた。頰ほお杖づえをつけばすぐ目に入る上弦の月には染み一つなく、帰宅した時分にあれほど感じた眠気を忘れさせた。ご馳ち走そうでふくれた胃の中までもが澄すみ渡っていくような、不思議な気分だった。

　ふと、若葉は机の引出しを探る。指先に触れた本を引っぱり出すと、くすんだ皮表紙に『大系』と捺おされた金きん箔ぱくが光っていた。それは数年前、勉学の師であるファナガンから学習用として譲ゆずってもらったものだ。

　その分厚い本を、そっと開く。

　日課のように読み進めている魔ま導どうの解説書テキストが、月光の下にあって、たとえようもない真実の証人としてそこに在った。輝かがやきを秘めた宝石箱のように、素子制動間斥力──導素斥力プロセスの分散式や働きを説明する図の一つ一つ、それ自体が力を伴うかのように、ただ、静かに在る。誘われるように、浸るように、ページがめくられていく。

　どれほどそうしていただろうか。

　ごつごつと扉をノックする音で、若わか葉ばは現実へと引き戻された。椅い子す越しに振り返ると、ぬぅ、と見間違いようもなくのぞく、その巨体。

「おじいさん、まだ寝てなかったんだ」

「……月明かりは、書を読むには向かぬ」

「読んでないよ、眺めてただけ」

　自分はベッドへと移り、若葉は座っていた椅子をすすめた。ロアンが腰掛けると、あまり大きくない椅子が軋きしむ。

「……明日は早いのだろう？」

「どうしたの、こんな時間に。もう寝ておかなくちゃいけないのは、おじいさんも一緒でしょ？」

　この近辺の山を、全すべて一人で管理しているロアンの朝は早い。普段なら、ガーシュイン家に訪問した時間に寝ていることも少なくない。

「……『龍りゆうの眼め』を、持っているか？」

「もちろん持ってるけど……」

　言いごもって、若葉は、隅のタンスから小さな革袋を取り出し、祖父へと渡す。

　中に入っていた玉を窓辺にかざし、ロアンは白混じりの眉まゆを細めた。ガラスのように見えるそれは、しかし月光をあまり通さない。

『眼』と呼ばれる由ゆ縁えんなのか、どこか不透明に、そして月夜にぬめるような乱れた輝かがやき。

「それ、必要なら返すよ？」

　わずかに首を振る祖父に釈然としないものを感じつつも、若葉は、そっと押し返されたそれをタンスにしまおうとする。

「……持っていけ」

「──え？」

　幼い頃ころ、出会って間もないロアンから渡された『龍の眼』を、若葉が身に付けなくなって何年も経たつ。名前と共に笑われることの多かったそのガラス玉には、あまり良い思い出がない。

「……その『龍の眼』は、かつて人の及ばぬものがこの世にいたという証あかしだ」

　ただ一度だけ祖父が語ってくれた話を、若葉は思い出す。

　──絶えゆく血筋を捨てて一介の兵士となり、息子すらも省みずその生き方を貫いたこと。

　──誇りに思い、同時に、悔いていること。

　──そして、昔語りではない天剣という存在。

　ロアンの瞳ひとみは、若葉の記き憶おくにうろ覚えな父親と同じ、薄うす茶ちや色だ。その寡か黙もくな瞳に、若葉はガラス玉の入った革袋を荷物に押し込む。

「……頑張ってこい」

「うん……」

　不意にがたん、と小さな音がした。見やると、机正面の窓ガラスに額ひたいをくっつけた少女が、その黄金色の瞳ひとみをこれでもかとばかりに見開いている。若わか葉ばがいると思っていつものようにのぞき込んだところ、そこに厳いかめしくそびえる老人の姿に驚おどろいたらしい。声すら出せぬままパクパクとロアンを指さす少女に、若葉は苦笑する。

「ちょっと行ってくるね」

「……む」

　わずかに眉まゆを動かしたロアンは、静かに若葉を見送ってくれた。

　そうしてその一方でなにやら考え込み、また、どことなく困ってでもいるかのように、若葉の目には映った。
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「びーっくりしたぁ！」

　高台へと続く開けた丈の高い草原に、アユミの大声がわんわんと響ひびき渡る。やかましさという点では、[image: 梢]こずえからこぼれる月明かりの静けさを「ぐげぎょ」ぶち壊こわす虫の音にも負けず、劣らない。村はずれにある若葉宅からさらに離れたこの場所では、誰だれが聞きとがめるという事もないので──つまり、遠えん慮りよのカケラもありはしない。

　道とも呼べぬ道をガサガサとかきわけながら、二人はいつもの場所へと向かっていた。

「あのさ、もうちょっとごまかすとか何とかしてよ、びっくりしたまんま固まってないで。おじいさん、ちょっと気にしてたみたい」

「……ん、でもさー、暗がりでいきなり若葉じぃちゃんに会ったら、若葉だって絶対腰抜かすわよ」

「うん、それは何度かある」

「……不可抗力よ。帰るときにでも謝あやまっとく」

「そうしてあげて」

「そういえば若葉じぃちゃんとも、これからしばらく会えなくなるのよねー……」

　括くくり上げた黄金の筋がさらりと揺れ、騒さわがしさは虫に任せたらしく、アユミは夜よ闇やみを仰いだ。

　薄うす雲くもの暗くたなびいた月を見やるその姿は寂しそうである一方、楽しみで仕方ないというようにも見え、どう言ったものかと若葉は悩む。

「……十五歳だからねぇ」

　さんざん思案して無難な言葉を選んだのに、見やると、頭一つ低い位置にあるはずの金色はすでにいない。見回すと、そろそろ切れようかという草むらの中にひょこひょこ、黄金色の尻尾しつぽが波打っていた。草葉の一本一本がはっきり見える月光の下、それはあっちに行ったりこっちに消えたりとせわしない。

「おおっ、ふかふかー。若わか葉ばも来るぅ？」

「……虫、踏んづけるよ」

　若葉が言い終わらぬ間に「ああっ!?」「ぐぎゃぎょう!?」一層やかましくなった虫の声に圧おされるようにして、アユミが飛び出してきた。

「いま、なんか背中でぺきょっ、ぺきょって！」

「あーあ……」

『取れ』と言わんばかりに背を向けた少女の白いうなじが、ため息をついた若葉の目に入る。見慣れたはずのその首元から目を逸そらし、平べったく潰つぶれた虫を引っぺがした。

　最近は、どうもこういうことが多い。

「でも……みんな、そうなんだよねー」

「え──？」

　背を向けたまま、不意にそう呟つぶやいたアユミに若葉はぎょっとする。心の中を見透かされたようで、心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。

「隣となり町まちのさ、あれ、覚えてる？　若葉がよく苛いじめられてた奴やつ──あ、虫、取れた？」

　全然違う話に、若葉はここぞと同意する。

「あー、うん。アユミがよく苛めてた奴ね」

「若葉がやたら苛められるから、あたしが仕返してやってたんでしょ？」

「アユミがやたら苛めるから、僕ぼくが苛められてたんじゃないの？」

　うーん、とどちらともなく唸うなる。

「ま、どっちでもいーけどさ……とにかくそいつも、王都に行っちゃったんだって。今は確か、国境の警けい護ごに回されてるって」

「……十五歳だからねぇ」

　そして、視界が完全に開けた。

　村はずれの草むらをさらに抜けたこの高台は、村で一番見晴らしのいい場所だ。荒野を巡る空気の層が常に風を生み、天気が良ければ、遙はるか王都まで続く銀色のレールが一望できる。

　さすがに、いくら明るいとはいえ夜ではあまりよく見渡せなかった。ただ、蒸し暑い林を抜けてきた肌に、吹き上げてくる風が心地よい。暫ざん定てい夏季にあっても凪なぐことのない大きな風が、汗ばんだ頰ほおを緩ゆるやかに撫なでた。

　何かある時、何かあった時に、どちらともなく訪れるいつもの場所。

「そういえばあたしって、昔っからここが好きなんだけどさー……」

　アユミは特等席の岩に腰を下ろし、ちぎった草を少しずつ、緩い風に舞わせていた。

　その声が、また、少しずつ。

「ここっていってもこの場所だけじゃなくって、この村全部が好きなのよねー……」

「王都に行きたくないの？」

「まさか」

　虫がいないかよく確かめてから、アユミは身を転がした。にひひ、と見上げてくる大きな瞳ひとみには、仄ほの白じろく映り込んだ小さな上弦。

「でも、なーんか、もう帰って来れないような気もしてさー……」

「なにそれ？」

　クスクス笑いながら、若わか葉ばも同じように寝そべる。無論虫はチェックしてからだ。

「天剣とか王器って昔話なんかじゃなくって、本当にあたしたちの国を治めてるんだよねー。今さらだけど、なんか変な感じ」

「んー、でもドライオン様とエリコ様はほとんど自力でのし上がったわけだし、かなり言い伝えの天剣と王器に近いんじゃないかなぁ。『龍りゆう』とだって引き分けられそうな気はするし」

「『龍』ねー……もし王器にしてくれたって、あたしそんなのと闘たたかいたくないわ」

「僕ぼくだってやだ」

　真顔で答える若葉を見やって、アユミが吹きだした。うひゃひゃと転がる品のない笑い声を放っておいて、若葉は夜空を見上げる。あまり星は見えないが、ぽっかりと大きく輝かがやく上弦の月はそれを補って余りあった。

　止やんでしまった笑い声に身を起こすと、月よりも大きく光った黄金色の瞳と目が合った。

　その、いつになく引き結ばれた唇が、薄うすく。

「半年経たって……」

「ん？」

「半年経って、二人で戻ってこれたらいいね」

　その時若葉は、目の前の少女がアユミであることを、忘れそうになった。背の低い草場にその身を横たえ、金色に輝く髪と瞳を向けられて──その少女からは日ひ頃ごろ感じさせないはずのか細さが拭ぬぐえず、そしてともすれば折れてしまいそうに、はかなく見えた。何かに怯おびえるように、不安そうな光を宿した瞳が揺れている。

　それはあり得ないことにも思えたが、少女は、一心に怖れているようだった。

　何をそんなに、とは訊きけなかった。

　殴られたりは多分しないはずなのだが──何故なぜか。

「……そうだね」

　たっぷり数すう瞬しゆんかかってから我に戻った若葉は、少し傾いだ月を見上げて呟つぶやいた。

　王都でもこんな月が見えればいいな、と思いながら。













　　Chapter　02　　天剣王器







　もう、これで何度目になるだろうか。

「かんぷぁーい！」

　ぱくーん、と色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが舞い、細長い紙テープが頭からぴろぴろと垂れ下がってくる。目の前には次々と酌くみ交わされる酒の紙コップや、照り焼きチキンの山。一部は早くも出来上がり、さらに上手としてトイレに走る者さえいた。

　空きっ腹に、そんな喧けん噪そうが空しく響ひびく。

『いいか新人ども。まずもって、絶対に、食い物には手を出すな。統計上、それで因いん縁ねんをつけられるケースが最も多い。そうなったら最後、下手へたすれば総当たり戦で潰つぶされる』

　同い年の少年少女がいくつかの円えん環かんをなし、入れ替わり立ち代り握手を求めては去っていく。その行く先は新たな贄にえ、新参者の誰だれかなのだろうが、とにかく気にしている暇はない。押され撫なでられ揉もみしだかれ、右から左から「出身は？」「趣味は？」「特技だ！」「ひひ、必殺技ぁ」訊きかれたあげくに、揃そろって『それじゃ、手合わせでも』。剃てい髪はつの少年が「壇だん上じようでどうだ？」肩を叩たたき、どう見ても十歳ぐらいの少女が「何でもアリアリ？」虚うつろな目の人形を掲げる。

『次に、誘いに乗るな。全員が刺客だと思え。一人をやり過ごしても誰かに殺ヤられれば同じ事。奴やつらは今ここにいるだけで強つわ者ものだということを忘れるな』

　とにかく、四方八方に美人面だ。他ほかに何もできないという事実はさておき、笑顔を振り撒まくことに腐心しなくてはならない。頭を下げ、なだめすかし、以後の懇こん親しんをよろしくと伝え、一人が不承不承去っていってくれたら、次はまた別の相手が待っている。

『そして最後に──どれほど非情なる苦難に立たされたとしても、決して絶望するな。何に関かかわることなく笑っていさえすれば、最悪の事態は免れることができるはずだ。自じ爆ばく芸でもあるなら話は別だが、そうでないならそれだけを死ぬ気で守れ──それでは、健けん闘とうを祈る』

　歓迎会に突入する寸前、新人達に忠告を与えてくれた司会進行役は、目でピーナッツを割る荒技を披ひ露ろうしていた。力無き者はそのような立場に身をやつす、ここはそんな場所だった。

　一人二人ならまだしも、ヘタをすれば噂うわさに名高い異能のエリート集団『天剣王器』と総当たり──好意を無む碍げにするわけにもいかず──と。

　そういうわけで、若わか葉ばは死ぬ気で笑い続けた。




　　　　　　　　　　[image: ]　　　　[image: ]




「まあそのなんだ、画が竜りよう点てん睛せいを欠きつつも大枠については各々更なる吟味の余地もなく」

「──なにが言いたい？」

　かくし芸の舞台として争いの巡った雛ひな壇だんは、今では彼女専用の縁えん側がわとなり果てていた。

　その主が、ずじゅる、と残り物の酒をすする。

「約一名、邪じや魔まだねぇ……」

「……ほぅ、気が合うな」

「……王都まで来てケンカしないでくださいよぅ」

　うつらうつらとからみ続ける雛壇のツォウへ、そして壁かべ際ぎわに座したファナガンへ。

　あいも変わらぬ二人の諍いさかいをどこか遠くに聞きつつ、若わか葉ばは『つまんでぽい』を繰くり返す。

　一連のどんちゃん騒さわぎは一応の終結を見、講こう堂どうと呼ばれる巨大な空間には、若葉と数人の顔見知り以外に誰だれもいなくなった。そして若葉たちが、というよりは若葉が何をしているのかといえば、その広大な講堂の後片付けであった。大から小まで、あらゆるゴミを──つまんで、ぽい。

「──ってそれ、センセのこと言えないじゃん。わざわざ王都ここまで来てさー」

「う……」

　ひっくり返ったテーブルの陰からアユミに冷静に指摘され、何も言い返す言葉が思いつかなかった。彼女は先ほどから余り物の食料を漁あさっているらしく、箱が潰つぶれただけのケーキなどを引っ張り出しては、もさもさと貪むさぽっていた。

　ぐぅ、と小さく虫が鳴く。虫とは言っても、一日ほとんど何も口にしていない腹の虫。

「……はぁ」

　目の毒は見ないことにして、若葉は片付けに専念する。ぶちまけられた紙くずやらチキンの足やらを背にしたバケツへと拾っては放り込む、それはどこか懐なつかしい単純労働だ。その手並みがこんな場所で役に立つとは、有り難いのか情けないのか、いまいち判然としない。

　ただ何というか、胸の奥から勝手にこみ上げてくる、抑えがたい衝しよう動どうのようなものはある。

「……帰りたいよぅ」

「ふつー、ここまできて帰るとか言う？」

　これ以上ないほど切実な心境をあっさり笑い飛ばされ、若葉は周囲をぼんやりと見やる。

「……今日中に、なんだよ。これ全部」

　視線が、虚しく講こう堂どうをぐるりと巡る。

　とりあえず隅から始めてみたが、これは精神的によくない選択であった気がしないでもない。なにしろ、片付けても片付けてもその先が遠い。

　ちらり、救いを求めて見やった雛ひな壇だんでは、いびきをかいたツォウが逆さまになっている。

　腕組みして壁かべに身を預け、瞑めい目もくしたファナガンはさほどすまなそうではなく肩をすくめた。

「ここでの罰則は、講こう義ぎの一いつ環かんらしくてな」

　つまり、誰だれも助けてはくれないということだ。

　眩暈めまいすら起こしそうになる若わか葉ばに、テーブル下から発掘した缶かんジュースをあおりながら、アユミはこともなげに言い放つ。

「ゲームに負けたのは若葉であって、あたしじゃないもんね」

「おっしゃ勝ったぁ……」

　ぐがご、と大きないびきと寝言が響ひびき、壁際のごつい眉まゆ根ねがぐいと寄った。

　実のところ、仮にもいい年ねん齢れいの女性が酒をかっくらっていびき寝入りする姿というのは、少しばかり若葉にダメージを与えている。ここで有効な一言を与えてくれるはずのファナガンは、彼女との激烈な順位争い──種目は数かず揃ぞろえのカードゲームであった──を繰くり広げた末、同時に和あがったにもかかわらず役の得点差で敗北していた。壁際での瞑目は、己への戒めということらしい。

　ちなみにアユミはトップで最高手を成立させ、一いち躍やく衆目の人となっていた。

「はぁ……」

　年季の入ったモップを握り締しめたまま、若葉は脱力感が通り過ぎるのを待った。体力だけでは飽き足らず、精神力までもが虚空に吸い取られていくような気がしてならない。

「ほらぁ、手が動いてなーい。女のコがあんだけ頑張ってるってのにさぁ」

　アユミの声にはっとして見やると、濃こい茶ちや色の一本おさげ髪が、遙はるか彼方かなたの対角線上でせっせと動き回っている。無駄口を叩たたかない分、彼女の綺き麗れいにした範はん囲いは若葉より圧倒的に広い。

　惜しいところで和がり役を自ら潰つぶしてしまった彼女は、役の形すら見えず終いの若葉と共に、講こう堂どう清掃の半分を受け持つことになっていた。

「ユアナーっ、そっちはどうー？」

　夜も更けた講堂にわんわんと響ひびき渡る大声に、ユアナと呼ばれた少女はひょいっと反応する。薄うすいそばかすの抜けきらない顔立ちはどこか幼さを残していたが、それでもまったくの新人である若葉にとってみれば、その笑みに小さな余裕すら感じられる。

「だいじょぶでーす……」

　そう言って手を振ったかと思うと、ユアナはすぐさま慣れた手つきで清掃に戻る。

　歓迎会の握手責めにおいて、彼女は最下位常連と自らを紹介していた。しかしその彼女にしても、魔ま導どうと運動の系統科目以外においてはトップに近いという噂うわさも聞いた。

　将来の台たい樹じゆ国を担う人材選抜機関には、弱者など誰一人として居はしない。

　その事実が、さらに若葉を滅め入いらせる。

「さってと」

　ぽい、と空き缶かんを若わか葉ばの背に放り入れ、伸びをしながらアユミが立ち上がった。

「ど、どこ行くのさ」

「ユアナんとこに決まってんでしょ」

「……行ってらっしゃい」

　ぐおおぅ、というツォウのいびきを背に、アユミは髪をまとめ上げながら対角線の彼方かなたへと足を向けた。若葉は間抜けのようにその後ろ姿を見送って、就寝時間だというのにその服装がシャツとジーンズであることにいまさら気付く。

　アユミは、そういう少女だった。

　他人にはめっぽう優しいのだ──なんだかんだといいながら、最低限の手は貸すような。

「むっふっふ、いいねぇいいねぇ……」

　くかぱ、と大口を開けて、ツォウが寝返りを打つ。支給されたばかりの真っ赤なジャージがめくれ、むきだしの腹をぽりぽりと搔かいていた。

　見慣れたそのあられもない姿に呆あきれ、若葉はがさごそと紙かみ吹雪ふぶきをかき集める。起きるそぶりすら見せぬツォウはよい夢でも見ているらしく、実に幸せそうな顔をしていた。『うぇるかむ天剣王器！』と派手な色彩で書かれた垂れ幕がツォウごともみくちゃに絡まって、なにやら複雑な塊と化している。その塊が時折右に左に転がってはむにゃむにゃと。

「むふぅん……ぬふ」

　──なにか、納得がいかない。

　ともかくも床にこびりついたケチャップを拭ふき取りながら、ようやく若葉は、今日一日の出来事を思い出していた。
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　八時間もトロッコに揺られてたどり着いた王都で、若葉がした事というのはごく少ない。

『こいつと同じ職場なんて死んでもイヤ』

　自分で勝手に申しん請せいしたくせにトロッコに張りつくツォウを引っぺがし、同様に煙たがるファナガンごと王宮の事務局まで引きずって、アユミをその隣となりの会議場まで送った足で錬れん兵ぺい所へと向かった──これだけである。ここからは全すべて一人でやっていかなければならない、そのことに一いち抹まつの寂しさはあったが、それも半年と我慢することにした。

　試験場は、台たい樹じゆ王宮付きでもある『天剣王器』寮舎の一角に常設されていた。

　古い道場を使い回したらしく、どこもかしこも汗くさい。同年代の少年達がごった返す狭い場内は、暑さも手伝って蒸し風ぶ呂ろのようだった。

　君はあっち、と係の兵士に言われるまま靴くつを脱ぎ、若葉は、いくつかある列の最後にぺたぺたと並んだ。王都のどこを見て回ろうかなどと考える余裕が、その時にはあったように思う。

　そして、むせ返る熱気にいい加減うだってきた頃ころ、若わか葉ばの番となった。

『合格。適合証明は、奥の廊下を進んだところにある受付でもらうように』

『……はい？』

　瞬しゆん間かん、周囲の視線がすべてこちらを向いたのが、はっきりとわかった。見知らぬ同士でもわいわいとにぎやかな場内が、静まりかえる。

『次』

　羨せん望ぼう、敵意、好奇心、そして露ろ骨こつな哀れみ。

　注視に含まれがちなあらゆる感情を叩たたきつけられ、若葉は恐怖さえ感じた。慣れぬ人いきれと暑さにのぼせ、血が昇った頭ではしばし考えることもできず、散々うろたえた末に、ようやく一言だけ訊きくことができた。

『ま、間違いじゃないでしょうか？』

『早く行きたまえ。次がつかえている』

　顎あごをしゃくる審しん査さ官は、次の少年の差し出す登とう録ろく証を一いち瞥べつしただけで突き返す。

『失格。その扉を出れば外だ、くれぐれも忘れ物のないように──次』

『あの、でも僕ぼくなにも──』

『さっさと行きたまえ。聞こえなかったかね──失格。その扉を出れば外だ。くれぐれも忘れ物のないように──』

　また一人、農村出身の少年がほっとした表情で試験場を去ってゆく。彼にはこれから半年間の予備兵役が課せられるが、それは古くからの因習であり法の下の義務でもある。万民の納得の下、それは揺るがせない前提だ。

　しかし、天剣王器は違う。

　その組織における競争は壮絶にして熾し烈れつ、命の保証もない。厳きびしさと難解さだけが強調されて漏れ伝わる講こう義ぎからは、脱落すらも許されない。たとえその後出世しようとも、仕えるべき次代の天剣と王器が決まるまでは故郷にも帰れない──しかし同時に、その候補でもある。

　畏おそれと隣となり合わせの憧あこがれが、天剣王器を異端の存在として位置付けていた。

『でも、僕……』

　なおも食い下がろうとした若葉の肩が、がっしりとした手に摑つかまれた。

『落ち着け』

　思わず、見上げてしまった。

　頭一つ大きなその人物は、有り体に言えば精せい悍かんの一言に尽きた。兵士のように刈り込まれた短髪が、その淡々と引き締しめられた表情──赤銅色の肌に映えていた。練り上げられた、とでも形容すべき体格が与える印象は若く、同時に老ろう獪かいでもあった。審しん査さ官によって指し示された廊下へと、若葉を引き連れていく。

『戸惑いは理解するが、諦あきらめろ。ここでの決定は決して覆くつがえらない』

『あの、僕ぼくは本当に何も……』

『逃げたいというのなら止めはしないが、義務放棄は犯罪であることを忘れるな』

『そんな……』

　石床が素足にひやりと冷たく、それまでの暑さが[image: 噓]うそのようにひいていく。イモ洗いの喧けん騒そうはすでに遠く、閉め切られてなお明かり一つない廊下を、しばらく進まされる──

　ふと。

『ほう……？』

　何かを感じて立ち止まった若わか葉ばに、感嘆の声が降った。そこで改めて制止を促され、そのまま待つ。

　壁へき面めんの箱らしき影から、薄うすい蛍光が漏れた。

　非常用の蛍光照明をかざした彼の先には小さな椅い子す、そして闇やみに浮かんだ一人の少年。

『ラス。新人だ。起きてくれ』

　ぴくり、その瞼まぶたがわずかに震ふるえる。

『……どういうことだい、グラード？』

『王器寮の要よう請せいだ。とにかく起きてくれ』

　ラスと呼ばれた少年は、半分だけ目を開いた。

　白に限りなく近い銀髪に、深い蒼あおの瞳ひとみ。陶器のような肌。手足は長いが、薄い身体からだつきの若葉よりもさらに細かった。

　半ば目を閉じたそのまま、片手を伸ばす。

『登とう録ろく証』

『あっ、は、はい』

　気け圧おされるように若葉が手渡した国民登録証に手を添え、滑らせてゆく。一切の視線をくれず、指先だけが登録証をなぞる。

『ラスは少々目が不自由でな。こんな薄暗い場所では、あの方が早い』

『明るいところなら、君が見てくれるだろう？』

　ラスと呼ばれた少年はクスクスと微笑ほほえみながら登録証を若葉に返し、その手を今度はその傍らへと向ける。グラードと呼ばれた少年はたいして面白そうな表情を浮かべることもなく、その滑らかな掌てのひらに一枚のカードを載せた。

　それが軽く捻ひねられると同時に、パキッという乾いた音──そして流れ出す声。

『──本要請はシミュレーション５、特記Ａに相当。当該天剣候補について、天剣寮はこれを認めること。拿だ捕ほ益損の全すべては王器寮が負う。繰くり返す。本要請は──』

『特記Ａ、なるほどね』

『どうする？』

『受け入れるさ、当然』

『あの──』

　尋常でない雰囲気に、若わか葉ばが口を差し挟む。

『天剣候補なんですか？　僕ぼくが？』

『覆くつがえらないと、さっきから言っているだろう』

　苛いら立だった風でもなく、グラードが言う。

『でも、登とう録ろく証を見ただけで、そんな簡単に』

『簡単さ、ただのチェックに過ぎないからね』

　静かな笑みを浮かべたまま、ラスは導素機器プロセツサが組み込まれているらしいカードを放り上げた。

　しかし、それはいつになっても落ちてこない。

『──え？』

『曲芸ぐらいで驚おどろくな。身が保たん』

　若葉は、心底つまらなさそうに言い放つグラードを、静かに微笑ほほえみ続けるラスを半ば呆ぼう然ぜんとして見比べていた。

　彼らは、先ほど兵舎で騒さわいでいた同年代の少年達──自分も含めて──とは、何かが根本的に違った。これが同じ十五歳なのかと、疑わずにはいられない。

『そうだよ、今のうちから怯おびえることもない』

　半眼を細めた少年が整った笑みを浮かべ、若葉は、ふと身み震ぶるいをしていることに気付く。暫ざん定てい夏季の変わらない蒸し暑さすらが、遮られたこの場では遠く感じられていた。
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『若わか葉ば＝ユキムラ＝ペンドラゴン君。天剣王器は新たな候補を歓迎する』

『ペンドラゴン──旧人種か？』

　グラードの表情がわずかに、しかし確かに揺れ、若葉はその人間らしさにようやく安あん堵どする。

　珍しい名前に感かん謝しやしたのは、これが初めてだ。

『……僕ぼくは、その……』

『ああ、詮せん索さくするつもりはない、気に障ったなら許してくれ。天剣王器ここでは、些さ細さいなことだ』

　そして、そんな風に言ってもらえたのも。

　薄うすい蒼そう眸ぼうが、蛍光照明にクスクスと揺れる。

『僕はラス＝フラクティス。彼はグラード。いろんな折に顔を見ることになると思うよ』

『歓迎しよう、新人』

　精せい悍かんな少年の、自分を見やる鋭するどい眼光が一いつ瞬しゆん閃ひらめいたような気がしたが、若葉は、鷹おう揚ように差し出された手を慌てて握り返す。

『あ……は、はい、よろしくお願いします……』

　彼らは、改めて言った。

『──よろしく』

　硬く骨張った戦士の手と、小さく柔らかい女の子のような手。その二つは対照的であったが、その言葉通り歓迎されていることはわかった。

　そして若葉は、天剣王器の一員となり──




　彼らの笑顔と声に込められた真剣な響ひびきに、若葉が気付くことはなかった。




　その後、思わぬ形の再会があった。

　新人歓迎の宴うたげが始まる前、同じく新任の講こう師しに引き合わされたのだが「よーしよーし」満足そうなツォウに、「ふむ」普段通りの泰然自若なファナガンだった。さっき別れたその続きとばかりに何の気後れもない二人に、若葉はただあんぐりと口を開くばかりだった。講師として宮仕えをするというその招応先が天剣王器などとは考え及ばず、今さらながら二人の師匠に底知れぬものを感じ、それでも嬉うれしさが勝った。

　そして湧わいた予感に、思わず見回すと──

　数人の王器候補の中に、アユミがいた。
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「色々あったよなぁ……」

　祖父と共に、つつましく暮らしていたのが遙はるか昔のようだった。厄やつ介かいな虫の除去すらが懐なつかしく思え──もっともそれに関しては、今の状況とそれほどの差があるわけではないのだが。

　とにかく、あの静かな生活が昨日のことだとは思えない。

「押しつけられてるな」

　呆あきれた声に見やると、両開きの出入り口に立ったグラードが、惨さん憺たんたる講こう堂どうを見回していた。

「新人にしてやられたと聞いたんだが……」

「彼は全く魔ま導どうを扱えないのでね。導素の流れを見極めるゲームとなると、よほどのことがないと勝ち残るのは難しい」

　巌いわおのような眦まなじりが持ち上がり、のそり、瞑めい目もくしていたファナガンが身を起こした。

「事務局へご同行願います、ファナガン講師」

「ああ、名前くらいは知ってくれていたかね？」

「危険には敏感なもので」

「……ふむ」

　唇を歪ゆがめて顎あごを撫なでるファナガンを言葉ほど怖れもせず、グラードは若わか葉ばを見やった。

「苦労するぞ、ペンドラゴン」

　グラードは、宴うたげに顔を出さなかった。ラスについてもそれは同様で、天剣王器には若葉がまだ会ったことのない者も幾人かいる。

　そういう人物ほど成績は上位なのだと、若葉は場の空気で知った。どうやらここでは、そこここに微妙な力関係が流れているらしい。そして、実力者であればそのような事には気をかけなくて済むようだった。

　グラードやラスはその中でも更に選り抜き、頂点近くの存在という話だ。

「事務局って……こんな遅くに？」

　講堂の外は、すでに深夜だ。たとえ手伝ってくれなくとも、見知りの顔が減るのは心細い。

「……しかし、なんと情けない」

　のそりと向かうついでに転がるツォウをつま先でひっくり返し、ファナガンは顔をしかめた。寝返ったツォウが「むがぁ」寝顔を歪めた。

「あー！　ファナガンせんせ、抜けるの!?」

　そして、全すべてをぶち破る非難の声が深夜の講堂にけたたましく響ひびき、ややげんなりとしたグラードがそちらを見やる。

「……あれが、噂うわさの新人か」

「悪い子ではないのだがね……」

「……すみません」

　どたどたどたと駆け寄ってくるその姿に、若葉は目を覆おおいたくなる。その声同様乱雑極まりない走り方は、彼がいくら矯きよう正せいしようとしても変えることはできなかったのだ。

「いまさら逃げようったって、それズルなんだからね！」

　らんらんといつものごとく金の瞳ひとみを輝かがやかせるアユミに苦笑して、ファナガンは手を振った。

「残念だが、事務局に呼ばれているものでね」

「じゃーそっちのでかい人！」

　びし、と指さされ、グラードはその短く刈り込まれた頭に手をやる。

「でかい人……」

「……すみません」

　ひたすら頭を下げるばかりの若わか葉ばに全く頓とん着ちやくせず、アユミはまくし立てた。

「手伝ってくんないんなら、なんでいんの？　ひょっとしてユアナのオトコ──じゃないね。うん、ごめんごめん」

　掃除を続けるおさげが「とんでもない」と言わんばかりにぶんぶんと振られている。

「手伝ってもくれない、ユアナの彼でもない、じゃーあんた一体誰だれ？」

「……偉そうな女だな」

「……すみません」

「……なんであんたが謝あやまるのよ」

　三様に黙だまり込んでしまって、非常に気まずい雰囲気が漂った。互いを見やり次の出方を窺うかがうようにして、そのまましばし固まってしまう。

「あのぅ」

　おずおずと背中越しにかけられたその声に、三人は救われたように振り返った。

「お掃除、あらかた済んじゃったんですけど」

「へ──？」

　間抜けな声を漏らす若葉に、おさげの少女が少し戸惑ったように微笑ほほえみかけてくる。

　動きやすそうなシャツにパンツの軽装は少し汚れており、額ひたいにかかった髪は近くで見ると濃こい茶ちやというよりは濃こい栗くり色のようだ。ぴよんと飛び出したその髪を気にしてか、しきりに直そうとしている。

　若葉は、常に持ち歩いているヘアピンを「はい」差し出した。

「あ、助かります」

「……用意いいじゃん」

「いつも誰かさんが髪を手入れさせるからね」

　そう言いながら、アユミにもピンを渡す。

「ふーん……」

　言われて初めて、たった一日で荒れ放題になった自分の髪、その惨状にアユミは気付いたようだった。いつもは若葉が寄っていって勝手に直していたので、その必要がなかったのだ。

　文句を言われるかとも思ったが、アユミは無言でピンを受け取り、自分で直し始めた。慣れていないので、なかなかうまくいかず──というか明らかにもたついている。

　手を出すと、今度こそ睨にらまれそうな気がした。

「今日はもう、私に任せちゃっていいですよ」

　ユアナにあっさりと言われて見回すと、なるほど、あらかたは片付いてしまっていた。もう何度か、モップをかければ終わりだろうか。とにかく、目立つものは残っていないようだ。

「みんな、来たばかりで疲れてるだろうし」

「ううん、あとは僕ぼくがやるよ。でないとホントに任せっきりになっちゃうよ」

「でもこっちのほうは、ほとんど若わか葉ば君が片付けてたから……」

「やるって言ってんだから、やらしとけば？　あとちょっとだしさ、こんなの」

　二人にそう言って、ぽんぽんと膝ひざを払ったアユミはどこか醒さめたような、つまらなさそうな表情を浮かべて「はわわ」あくびを漏らした。

「そんじゃあたし、帰る。さっきからやたら眠くってさぁ、やっぱ疲れてんのかねー……」

　言うが早いかさっさと寮のほうへと向かったアユミを引き止める間もなく、グラードがファナガンを促した。ちらり、肩越しに若葉へと目をくれる。

「あまり無理はするなよ、新人。先は長い」

「若葉君、コレは君に任せた」

　ファナガンのゴツい顎あごに示され、ツォウは、それだけでも不快だと言わんばかりに「むむーん」寝返りを打つ。

「ユアナ君も、明日からの講こう義ぎを楽しみにしておいてくれたまえ」

　睨んでいるようにしか見えないその笑みに、ユアナがぎこちなく会釈を返し──

　そして、辺りは寂しくなった。

　その二人が暗がりに消えてしまうと、講堂はやけにだだっ広く感じられる。ツォウの寝息すらが吸い込まれ、静けさが夜を支配していた。そこにあるのが確かなはずのそれは寂しさにも似て、空間の生む空虚さと暗がりを埋めてはくれない。

　静かな夜。

　草葉が常に刈りこまれるという王都には、そういえば、虫があまりいない。

　しばらくして、ユアナが控えめに提案した。

「……二人でやりましょうか」

「……うん」

　二人は転がっていたモップを拾い上げ、バケツの水でじゃぶじゃぶと汚れを落とす。

「ユアナさんてさ……」

「ユアナでいいですよ。同い年なんですから」

「じゃあ、僕も若葉でいいよ。敬語もなし」

「……うん」

　ユアナが、心底嬉うれしそうに同意した。

　ぐあおう、とツォウのいびきが響ひびく。

「ユアナって、ここに来てどれぐらい経たつの？」

「一ヶ月ぐらいかなぁ……どうして？」

「僕ぼく、ホントにここでやっていけるのかなぁ、って思っちゃって……」

　うなだれるようにして苦笑いを浮かべる若わか葉ばに、同じような笑顔でユアナが答える。

「……私もここに来てから、ずっと、こんなことばっかりやってるけどね」

「でも、勉強が凄すごくできるって聞いたよ」

「それは、努力で何とでもなるから。本当にここで必要とされてる事は違うの」

「ここで必要とされてる……事？」

　小さく微笑ほほえみながら、しかしそのユアナの表情から伺うかがわれるのは、諦あきらめとはまた違うもののようだった。

「お話の中の天剣と王器──それほどの力。エリコ様が求めているのは──待っているのは、多分そんなところじゃないかと思うの」

　壁かべまで走って、戻る。そして汚れたモップをバケツで洗う。その繰くり返し。

　それを二人で数十回ほども繰り返して、ようやく綺き麗れいに見えるようになった。

「でも、そんな力は私にはない──ううん、それはこの天剣王器の誰だれにも、もしかするとこの世のどんな人間にもあるはずのない力なんだと思うの。エリコ様や、ドライオン様でさえ望むことしかできないような力。だって私たちはやっぱりただの人間で、『龍りゆう』じゃないもの」

「『龍』……」

「そういう限界を試すような時には、私なんかはいつも居残りね。おかげで慣れちゃった」

　そう言いながらモップを片づけるユアナの表情にはやはり、諦めはない。王器エリコを非難しているわけでも、ましてや己がその望みに沿えないことを悲嘆しているわけでもない。

　待っているのだ、と何故なぜか若葉には思えた。




　グランツァ、及びサルバーンの二国間大戦により、各国を襲おそった暫ざん定てい夏季恒常化はその国力を大きく減じさせていた。摩擦軽減動力フイジクスが人力によって流通を維持しているため、各国とも表面上の飢き餓がにこそ発展してはいない。しかし、恒常化した夏季現象によって収しゆう穫かくや灌かん漑がいの根本は揺るがされ、魔導フイジクスの補助だけで何とか持ちこたえている、というのが現状だ。

　その影えい響きようは、かの二国に接した台たい樹じゆにはより顕けん著ちよであった。天剣と王器を中心として耐えている。後がないことは、皆がわかっていた。

　名高い天剣と王器が居たとしても、原因たるそれら大国を滅ぼす力などあるわけがなかった。




「でも、こうも思うの──」

　ユアナは、待っている──

「天剣王器はもう、八年続いたわ。その間中ずっと奇人に変人、私みたいな凡人やホントの天才だって、何百人、何千人と輩はい出しゆつしてきたの。そしてその人達は、今、この小さな国を必死になって支えてる──どんなに煙たがられても力がないと知れても、絶対に諦あきらめない」

　──その時を、待っている。

「みんな、信じてるわ。いつかこの天剣王器は、どんな天剣にも王器にも、『龍りゆう』にさえ勝る力として台たい樹じゆの礎いしずえになるって──エリコ様もそう考えたんじゃないかって、私は思うの」

「『龍』かぁ……」

「それ、なに？」

　言われて初めて、若わか葉ばはそれを見つめていた事に気付いた。ポケットから引っぱり出したそれはよくある魔ま導どうもののイミテーションというわけでもなく、ただ、お守りのような球に糸通しが取り付けられている。その透明はやや濁にごったまま、やはり鈍い光を放っていた。

「『龍の眼め』なんだってさ」

「導素も働いてないみたいね」

「ん……よくわかんないけど」

『……その『龍の眼』は、この世界にかつて人の及ばぬものがいたという証あかしだ』

　出立前日の祖父の厳きびしい表情を思い出し、若葉はそれをポケットにしまった。龍だろうが何だろうが、天剣王器ならばいつしか越えられる──祖父には悪いが、ユアナの真しん摯しな言葉を聞いているとそう思えてくる。

　そのユアナは、困ったように首を傾かしげていた。

「わからないって……」

「僕ぼくはそういうの、全然わからないから」

　あっさり言い放った若葉の言葉に、首を傾げたままのユアナには一いつ瞬しゆん、理解が及ばないらしかった。今までに得られた様々な反応のうち、もっとも代表的なその仕草。

「え？」

「導素の流れってのを、感知できないんだ」

　思わず笑みを浮かべてしまった若葉に、ユアナは戸惑ったまま尋ねる。

「……魔導が扱えないって事？　少しも？」

　それが、この魔導技術フイジカルプロセス全盛の昨今においてどういう意味を持つのか。

　水を汲むにも火を扱うにも、ある程度の魔導技術は使われている。つるべには単純な摩ま擦さつ軽減機構プロセツサが、ランプには燃焼効率を上げる装置プロセツサが付いているが、若葉はそれらを使えない。

　国すらが魔導フイジクスの恩おん寵ちように頼っているというのに──それは日常に根付いた、魔導を扱うフイジカルな全すべての行動に制限を与えるということだ。

　不便極まりない話である。

「でもアユミちゃんは、初めてでいきなりみんなを追い抜いたのに──」

「アユミはああいうの、すごく得意なんだ」

　うろたえたように、ユアナは頭を振った。

「……想像できない」

「もう諦あきらめてるんだ。おじいさんも、もう死んじゃったけどお父さんもそうだったらしいから。せめて武術ぐらいは、って鍛きたえてもらったし」

「ごめんなさい……」

　ユアナの声は、消え入るように小さく沈んでいく。その様子に、何か悪いことをしてしまったような気にさえなって、若わか葉ばは自身の笑みを鎮しずめるようにして手を振った。

「いいんだ、魔導がなくったって、あんまり不自由はしてないから」

　そう軽く言って、若葉は片付け忘れていたモップを道具箱に立てかけた。

「ただ、これから困るような気はするけど」

「絶対困ると思う」

　はしばみ色の瞳ひとみにじっと見つめ上げられ、若葉はどぎまぎと焦る。幼なじみのボサボサ頭にあるはずの赤いピンが、その栗くり色の髪に光っていた。

　幼なじみ以外の同年代の少女とまともに話すのは、初めてだった。

「と、とにかく天剣王器に入るなんて、自分でもまだ信じられないんだ。これからも色々とお世話になるかもしれないけど──」

「うん、私にできることだったら」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらって、それでもおずおずと若葉が差し出した手に、ひんやりとした細い手が添えられた。それを、軽く握る。

「よろしくお願いします、王器候補」

「わかりました、天剣候補」

　そうして、最下位常連と初日最下位の二人は、ささやかに笑いあう。

　ツォウのいびきは、暫ざん定てい夏季の夜更けに消え入りながらも、まだ続いていた。




（ふーん……）

　寮で発見した麦茶を二つ手に、講こう堂どうへ入っていくタイミングを逃したアユミは、目の前に広がる運動場をぼんやり眺めていた。中の雰囲気を導素として捉とらえるならば、その醸かもし出す流れはどんな極小経路プロセツサの素子流よりも複雑で──つまり、やたらと入って行きにくい。

　ユアナと若葉は、床に座り込んでぼそぼそと二人で向き合い、何事か話し合っている。時折、辺りをはばかる小さな笑い声も漏れ聞こえた。

　半分に近い月は高く、夜風が頰ほおに心地よい。

　ぐびり、とぬるくなった麦茶を口にする。

（似た者同士、かぁ……）

　そうしてしばらく麦茶をすすっていたが、それでもまだ、二人は出てきそうにない。

　仕方なく、アユミは寮へと踵きびすを返した。

　やる気のない視線をぷらぷら漂わせていると、また一いつ瞬しゆん、トロい少年の事などが脳裏にちらついたが、月の光やら廊下の影やらを眺めていると、それもどこかに消えてしまった。

（ふーん……）

　割り当てられた部屋に着いてから初めて、アユミは寝巻き代わりのシャツが汗ばんでいることに気付いた。彼女に興きよう味み津しん々しんだった相部屋の主は、すでにベッドの中だ。手にしたままの紙コップを二つ、隅のくずかごに放り込んで彼女もベッドに潜り込む。

　普段より数十秒だけ長いインターバルの後、彼女は深い眠りに落ちていった。
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「……話がある」

　突然の来訪に、王器──エリコは横たえたばかりの身体からだをわずかに起こした。開け放してある窓から入ってくる夜風が、少し肌寒い。

「緊急かい？」

「無論だ」

　天剣ドライオンは、寝所の扉を閉めた位置から動こうとはしない。

　普段ならば、ドライオンがエリコの寝所に立ち入ることすらありえない。そこは王器である彼女に許された唯一の安息の場であり、天剣である彼はそのことを重々承知していた。そも、天剣は王器の代理執政者でもあるので、あらゆるまつりごとはドライオンの印で事足りる。そうでないのは、台たい樹じゆ国としての判断を下すときと、王器自身の問題ぐらいであった。

「グランツァ最高議会コングレスが、天剣と王器を立てたらしい」

「今度はどんな生き傀儡くぐつを担いだんだい？」

「二代目だそうだ。詳しくはまだわからん」

「どのみち、ろくな事じゃあるまいに」

　諒りよう解かいできぬ、と言いたげに眉まゆをひそめたエリコへ、ドライオンの報告は続いた。

「凍結されていたサルバーンへの侵攻は、白紙に戻されたようだ」

「ようやく復ふつ興こうを優先させる気になったのかい」

「ただ、国境付近での動きが少々不ふ穏おんだ」

「……あれほどの被害をぶちまけておいて、まだ戦を続けると？」

「夏季恒常化に対する最高議会への批判は、国内からも相当なものがあるそうだが」

「戦よりもシェルを止めることだね。その要よう請せいはもう、書面で出してあるよ」

　大方の状況は、シミュレートされたうちの一つだ。彼女は興きよう味みを失い、再度身を横たえる。

「既に協議は済んでるだろう。向こうが明らかに敵対するまでは、こちらからは動けない……あんた自身が申し出たことじゃないか」

「さらに」

　まだあるのか、と、彼女は半ばうんざりとして聞いていた。国同士のやり取りは非常に細かい気を遣うため、休きゆう養ようを取っておきたかった。いざとなれば、眠ることは一切できなくなる。

　しかし、彼女の眠気は次の瞬しゆん間かん吹っ飛んだ。

「シェルが、試料に反応した──正確には、シェルの反応する試料プロセツサが現れた」

「……何だって？」

　ドライオンの言葉に、今度こそエリコは寝具を跳ね飛ばして詰め寄った。鬼気迫る形相の王器を正面から見み据すえ、天剣がもう一度口にする。

「〈王器〉が見つかった。両親がよほど旧人種に近かったのか、ほぼ完全に近い導素制御能プロセツシングを持っている。主機能こそ眠ったままだが、シェルは既に予備稼か動どうに入った」

「──その子は」

　渇いた喉のどが、その囁ささやきを嗄からせていた。

「その子は、受け入れてくれたかい？」

「予感はあったそうだ──さすがと言うべきか」
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「……天性ってのはそういうもんさ」

　あまりの興こう奮ふんに、身の毛がよだつ。

　ドライオンの抑えられた口調すらが、心なしか急せいているようだった。

「承認は保留されたが、すでに天剣王器内部にも通達が行っている。警けい護ごは抜かりない」

「〈天剣〉は？」

「確保してはいる。だが、こちらは『龍りゆう』直系に近いらしく検査機器プロセツサをほとんど受け付けない。直属のほうに血縁確認をさせているところだが、これほど時間がかかるところを見ると縁えん戚せきそのものから外れている可能性もある」

「まあいい……」

　目の前で寝衣を脱ぎ捨てる彼女に、彼は次々と状況を告げる。そのたびごとに彼女の表情は厳きびしくなっていった。

「台たい樹じゆが生き残れる目が、出たんだから」

　そのためなら迷いなどしない。

　王器は台樹、そのものだ──たとえ仮の紛い物であろうとも、それは変わらない。




　王器の通常礼衣に着替え終わった台樹国王器エリコは緊急会議を招集し、内容は言うに及ばず招集自体もが秘せられたその会議は、その後二日にわたって繰くり広げられた。
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「──以上の派生を辿たどった末、人類が現在の発展に至る大きな鍵かぎは遺い跡せきにあったと言える。それまで典礼上保ほ護ごされていただけの──創世紀において『龍』とも称された先住民族が再び歴史上に名を現したのも、この遺跡発掘によってだ。彼ら先住民族によって祭さい祀しされた遺跡は、外大陸から移住してきた我々の祖先によって破は壊かいされ、そしてまた現在、彼らの手によって再現され、解析されたわけだ」

　訥とつ々とつと語りながら、様々な国家の推移資料とその国力比較を次々と示していくファナガンの白墨で、黒板はすぐに埋まる。書いては消し、書いては消しを淀よどみなく続けながら、必死にメモを取り続ける幾多の顔を前に、彼の口調は決して緩ゆるむことはなかった。

「導素制御プロセツシング──つまり、魔導士フイジクスによる魔導技術フイジカルプロセスをいち早く確立させ、国内移動網の整備と演算回路プロセツサの集積によって莫大な富を手にしたのは隣りん国ごくグランツァだ。広大な領地に先住民族の多くを抱え、自国最大級遺跡の解析に初期の段階から意欲的であったため、これは妥当なものと言えるだろう。各国の遺い跡せき解析を助け、魔導技術を大陸全土に広めた点でもその功績は計り知れない──ただし、その際先住民族が激しい迫害を受けたことは、記き憶おくに留とどめておくべきだ」

　ぽんぽん、と手に着いた粉をはたいて見やると、さすがに、誰だれ一人としてぶっ続けで更新され続ける板書を写し終えてはいなかった。が、それでも止まることなく先を続ける。

　特別技術講こう師しとして就任して、早や二週間。ファナガンの講義はその厳きびしさで知られる天剣王器でも最高レベルの進度と密度を誇り、僧服とも見まがう黒の典礼用軍装は、生徒の間で恐怖の対象とされていた。

「もちろんこの栄華に他国が黙だまっていられるわけもないが、いかんせん魔導フイジクスの分野ではグランツァに一日以上の長がある。そこで台頭したのがもう一つの隣りん国ごく、サルバーンだ。

　創世紀において、外大陸系移民の他民族『神』の子孫ともされるサルバーンの民には、別の角度からこの世を捉とらえる能力がある。これは我々が魔導フイジツクを関知するのと同じようでいて、その対象が物理事象そのものを確立する点で明らかに高度と言えるだろう。その理論的背景すら未いまだ公に解明されていないが、『存在ロジツク』そのものを捉えるとされるこの感覚を基にした汎物理力の制御ロジカルプロセツシング、これこそが魔術ロジクスの本質であり──」

　兵舎から、昼を知らせる鐘かねが響ひびき渡った。瞬しゆん間かん、彼に向けられていた疲労交じりの視線が、一気に期待に満ちたものに変化する。

「現在、魔導と魔術を融ゆう合ごうさせた、新たな『魔法デイグレイズ』とも呼ぶべき技術が開発され始めたことも覚えておいて損はない──これら、魔導と魔術の混同をしない前提で、次回は二国間の異化宗教対立を掘り下げる。予習を忘れないように」

　その言葉を聞かないうちに、幾人かの生徒が窓から飛び出してゆく。遅れをとり返すべく、一刻も早く食堂へ駆けつけようと競う少年たちをかき分け、ファナガンは教室となっている天剣寮の一室を出た。途中で掃除用のバケツを拝借し、運動場へと向かう。

　その際、ファナガンは幽鬼のような一団とすれ違った。どの顔も吐き気にげっそりとし、目がよどんでいる。その中で、他ほかの少年たちよりもひときわ高い短髪が、彼の方を向いた。

「あいつなら、まだ外です」

　グラードはさほど変わらぬ表情で、額ひたいを拭ぬぐっている。鍛きたえ込まれた赤銅色の全身を、細かい汗が覆おおっていた。

「魔導無しでは、やはり戦せん闘とう訓練は無理かね？」

「あのツォウとかいう教師でさえなければ、そうでもないんでしょうが。見てるこっちの背筋が寒くなりますよ、あのいびられようは」

　言いながらも、その穏おだやかな表情に怯おびえの様子はない。軽く頭を下げて食堂へ向かった。

「……ふむ」

　つきあたりの水場でバケツに水を張り、ファナガンは渡り廊下に出た。

　隣りん接せつ兵舎へ連絡する渡り廊下は、運動場へも解放されている。壁かべもなく、吹き抜けのようにして見渡せる運動場は数個師団が合同で演習できるほどに広く、今日も今日とて直射日光がかんかんと容赦なく降り注いでいた。昼食時の灼しやく熱ねつ地獄に人影などあろうはずもなく、台たい樹じゆの旗がポールにだらんと垂れ下がっている。

　そして、解放された廊下へあと一歩という兵舎の脇わきには、力尽きた少年。

　その彼に向かってファナガンは、手にしたバケツをひょいとぶちまける。周囲の建物の壁かべにまで盛大な水しぶきが飛び散った。

「起きたまえ」

「う……」

　わずかにうめいて、若わか葉ばは薄うすく目を開けた。びしょ濡ぬれの身をゆっくり起こし、頭を振る。しばし呆ほうけているようだったが、やがてファナガンの姿を認めて力無く笑い、頭を下げた。

「すみません、先生──いつもいつも」

「昼食休きゆう憩けいは短い。急いだ方がいいのではないかね？」

「あ、そうだった……」

　ふらふらとおぼつかない足元で立ち上がって食堂に向かう若葉を見送り、ファナガンは手にしたままのバケツをふと見やり──

「ぬん！」

　そして、思い切り投げつける。

　すっ飛んだバケツは、途中で睨にらまれるやいなや垂直に曲がり、隣となりの兵舎の陰に消えた。

「ぐぎゃ！」

　クワン、ガラガラという派手な音と、王都ではついぞ聞かぬ虫の如ごとき叫び声が響ひびく。兵舎のそこここから幾つか、好奇心と呆あきれの表情が見え隠れしていた。

「盗み見るほど心配なら、始めから手加減してやればいいだろうに」

「……あんたねぇ！　今、カドが当たったんだよカド！　女の顔をなんだと思ってんのさ！」

　額ひたいを押さえて兵舎の裏から飛び出したツォウに、ファナガンは冷たく言い放った。

「せめて自力で食堂に向かえる程度には手を抜いてやればよかろう、と言っている」

「あんたは単に、毎日水をぶっかけんのが面倒なだけだろ」

　ぼこん、と蹴けり返された罪無きバケツを避よけ、ファナガンは眉み間けんを揉もんだ。周囲の視線が、ツォウの大声につれて徐々に増えている。

「彼に対するお前の指し導どうが行き過ぎなのではないか、という声があってな。もっとも、そんな声が出たのはここが始まって以来だそうだが」

「仕方ないじゃないのさ」

　赤くなった額をさすりながら、口を尖とがらせて睨み上げるツォウ。

「あんまりあっさり諦あきらめて抵抗しないもんだから、ついつい力が入りすぎちゃって」

「実力はそうではない、とでも言いたげだが」

「言ってるんだよ」

　ぶすっとして座り込んだまま、後ろで束ねた緋ひ色の頭をがりがりと引っかく。支給の──それを選ぶセンスを疑うような──赤ジャージよりもなお紅あかい髪が、バサバサと散る。

「あの子は、守るものが自分じゃ駄目なんだ。例え死にかけたって、怒りも恐れもしやしない──参ったよ、あれで結構頑固なんだから」

　吐き捨てるツォウを、ファナガンは改めて見下ろした。視線を慮おもんぱかり、声のトーンを落とす。

「……若わか葉ば君を天剣にでもする気かね？」

「あたしゃそのつもりだよ」

　ふくれっつらのまま横を向いた彼女の言葉に、ファナガンの片かた眉まゆがぴくりと上がる。

「ふむ、入れ込んだものだな」

「……悪い？」

　それには答えず立ち去ろうとするファナガンに、今度はツォウが問いかける。

「あんただって、色々と動いてるじゃないのさ」

「覚えがないな」

「アユミちん、とうとう首位と交代だって？　あの子にそれだけの才能があるってのは周知だけどね、ちょいと早過ぎやしないかい？」

　立ち上がったツォウのどこか伏せられた横顔を肩越しに見やり、ファナガンは口を開いた。

「現在の王器は国を治めるのみだ。ならばアユミ君が認められ、万一その役目を継いだとて何の問題があるかね？」

「それは……」

「それとも何か、お前には彼女を王器にさせたくない理由でもあるのかね？」

　あろうはずもない。それは名誉でありこそすれ、避さけるような類たぐいのものではない。

　──少なくとも、表向きはそうだ。

　そしてそれは、王器だけに言える事ではない。

「その言葉はそのまま返しとくよ。若葉ちんを天剣にさせたくない理由でもあるのかい？」

「ふむ……」

　隣となりの兵舎はいうに及ばずはす向かいの兵舎からですら、何事かと顔がのぞき始める。ただでさえ珍しい新任講こう師しの仲の悪さは、赴任直後からその比類ない能力と共に知れ渡っていた。

「あんたが動き回る限りは、あたしが若葉ちんを鍛きたえるのにも口を出さないで欲しいね！」

「……よかろう」

　声を荒げるツォウに背を向け見やった時刻板は、次の講義がもうすぐであると告げている。

　周囲の注視を意に介することなく、ファナガンは兵舎の中に戻っていった。

　廊下の窓から伺うかがえる赤いジャージは、午後を知らせる鐘かねが鳴ってもその場から身じろぎせず、立ち尽くしたままのようだった。

　ファナガンは、件の女が食事を忘れるところを、初めて目にした。
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「ここには、もう慣れた？」

　顔を上げた若わか葉ばが目にしたのは、透き通るような銀髪だった。昼下がりに気け怠だるくうだった食堂に、その佇たたずまいは常の如ごとく涼やかで、騒さわがしい周囲とはどこか浮き離れている。

「隣となり、いいかな？」

「あ……どうぞ」

　既に昼食を終えたらしいラスに、若葉は手付かずのままの盆を慌ててよけた。あまり減っていないその盆を見やって、陶磁器のように整った顔立ちがわずかに曇くもる。

「ごはん、食べないのかい？」

「うん、ちょっと……」

「身体からだは第一の資本だからね。無理やりにでも食べておいたほうがいいよ」

　それは若葉もよくわかってはいたが、午前中の体技の授業で精も根も尽き果てていたせいか、固体はなかなか喉のどを通ってくれない。

「相当、しごかれてるらしいね」

「どういうわけか、そうみたい」

　はは、と力なく笑う若葉を、ラスの蒼あおい半眼がのぞき込んだ。虚うつろというにはなお穏おだやかすぎる瞳ひとみに見み据すえられ、若葉はどきりとする。つくづく、少女のような少年だと思った。

　そして、ため息が漏れる。

「困った、って顔だね」

「理由がわからないんだ。何かよくないことでもしたって言うんならわかるんだけど……」

　このところの若葉は、とにかくツォウにマークされていた。彼女は体技のみならず、軍務演習や武術といった運動に関かかわる授業全般を指し導どうしているため、逃げ場もない。彼自身のハンデにもいっさい関知することなく、むしろ、より厳きびしい追加の課題を課せられていた。ごまかすこともできず、彼が心落ち着くことができるのは、日に半分ほどを占める寮内での講こう義ぎだけだった。

　あうう、と無理やりサラダを頰ほおばる若葉に、微笑を浮かべたラスがあっさりと言った。

「耐えるしかないね。そう悪い話でもないし」

「むが……悪い話じゃないって!?　どこが!?」

　疲れきっていたことも忘れ、サラダを飲み下した若葉の口調が、思わず荒くなった。

「次の講義にも間に合わなくなるし、皆には笑われるし。冗談じゃないよ、本当に」

「でもね、噂うわさになるっていう事自体は、ステータスなんだ……気付いてたかい？」

「気付くって……？」

「みんな、君を警けい戒かいしてるんだよ」

　ラスの言葉に、まさか、と若わか葉ばは一笑する。

「新しい順位は、もう確かめた？」

　首を横に振る若葉に、ラスは折りたたまれた紙を差し出した。荒い刷りの内部報には、今週の成績順位の全すべてがずらりと記され、トピックスと思われる順位変動が取り上げられている。

　ラスの細い指が、その一端を指す。ほとんど見えていないにもかかわらず、『カン』でわかると言われるほどに、その動きは戸惑いなく自然だ。

「君の幼なじみは、とうとう頂点にまで登りつめてしまったみたいだね」

　順位表の主なトピックは、それであった。

『驚きよう異いのアユミ＝ガーシュイン嬢じよう、王器候補第一位の座を参入二週目にして奪取。王器候補としては史上最速、全体としてもラス＝フラクティスの一週に次ぎ天剣王器史上第二位の記き録ろくを樹じゆ立りつ──』

「……ラスも、相変わらず天剣候補のトップじゃないか」

「今回は危なかったよ。グラードが、本格的に魔ま導どうを使いこなすようになってきたからね。次の次には、こっちも首位交代だ」

　軽く笑う姿が悔しそうには見えず、若葉は首をひねった。一定以上の光量を瞳ひとみが受け入れられないため常に半分目を閉じているこの少年は、見かけよりも相当な負けず嫌いで有名なはずだが──

「来週で、僕ぼくもようやく引退だしね」

「あ──」

　天剣王器に所属することになった十五歳は、予備兵役と同じ半年でその期間を終える。王都から離れることこそ許されないが、天剣王器という特殊な人材育成機構に属するのはその期間だけに過ぎない。

　ラスは、その期限である半年のほとんどを、天剣王器の頂点で過ごしたことになる。それは前代未聞の成績といえた。

「もっとも、最後まで抜かせる気はないけれども」

　軽く肩をすくめて見せたラスは手近な水差しを傾け、口を湿した。

　その言は穏おだやかな様子とはかけ離れた、傲ごう慢まんなまでの事実だ。彼以外に口にする者など、いようはずもない。普通は誰だれかが常に自分の上にいるものだ。頂点はたった一人なのである。

「……ラスが言うと、説得力あるよ」

　──そして、幼なじみもまたその頂点にいるという事実が、若葉の心にのしかかった。




　二人が天剣王器に入って、二週間が過ぎる。

　初日以来アユミは、若葉にどことなく距離を取るようになっていた。最初のうちは寮が違うためかと思っていたが、若わか葉ばが声をかけようとすると露ろ骨こつに避さけられたりする時もあって、今では顔を合わせても知らんふりをすることがある。

　村を出てから、たった二週間。

　天剣王器の激しい日々にかすみ、穏やかだった生活はもう、数年も昔のようにおぼろげに感じられた。




「で、それは下馬評どおりの予想された結果だけど、その下の方も見てごらんよ」

「──下？」

　言われた若葉は、最後の方まで目を通す。

　下位へとリストは移り、若葉の名前もそこにあった。圧倒的最下位の前回からは大きく順位を上げ、中の下ぐらいの位置に落ち着いている。

「うわぁ……」

　思わず顔がほころんだが、よくよく考えればそれでも中の下だ。毎日毎日、動けなくなるほどにしごかれてやっとこれでは、どうしようもないのではないか──そう考え直してみると、またもや気分が重くなる。

　そんな若葉に、水を口にしながらラスが言う。

「科目別って欄らんを、ちゃんと見てみたかい？」

「科目別……？」

　なるほど、確かに順位と共に各成績も示されていた。よくよく見てみると、若葉の名前には赤い線が引かれ、いくつかある項目にも赤線の強調が目立つ。そして、それらをまとめた総評のようなものが、トピックの一番下にあった。

「ええと……以上のように、科目別の上位者はラスとグラードが占めているが、白はく眉びとしてアユミ嬢じようの幼なじみである若葉＝Ｙ＝Ｐの存在が目を引く……って、これ、僕ぼくのこと？」

「名前が三つもあるのは、ここでは君だけだよ」

　言外に促され、若葉はさらに読み進めた。

「『……今回中段にまで順位を上げた彼は、一般学術・体技武術・軍務において３─２─５と、二巨頭をも時には上回るという驚おどろくべき実力を見せた。惜しむらくは魔ま導どうの最下位であるが、これは彼自身の体質によるもので……』」

　手にした順位表を折りたたみ、呟つぶやく。

「……信じられない」

「そう思ってるのは、君だけだよ」

　ラスが、小さく笑う。

　その微笑ほほえみは彼特有の、薄うすく引き伸ばされたような落ち着きと共に向けられ──

　若葉は、思わずぞくりとする。

　それは得体の知れぬ底冷えのように、心の芯しんを鷲わし摑づかみにされてでもいるような──暫ざん定てい夏季にあっても禁じ得ない、確かに感じられるほどの、冷たさ。

「……どういうこと？」

　光のほとんど差し込まない半眼の蒼そう眸ぼうは、若葉を映して逃さない。突きつけるようではない、軽く立てただけのラスの指先が、若わか葉ばを落ち着かなくさせた。

「周りは皆、君のことを君以上に知っている──そういうことだよ。その優秀な幼なじみ同様、いや、ひょっとすると彼女以上に、君に注目しているのかもしれない。そんな風に考えてみたことはあるかな、ペンドラゴン？」

　若葉はぎょっとして、思わぬうちにポケットへ手をやっていた。『龍りゆうの眼め』が、ぬらり、指先に冷たい手触りを返す。

「昔話を聞いたことはあるかい？　『龍』と共に『神』へと立ち向かう、天剣と王器の話さ」

「何、の……話？」

　身じろいだその腕がテーブルにぶつかったのにも気付かないほど、若葉は動揺していた。

　わずかに開かれていた瞼まぶたを伏せ、どこか満足げに、語り部のようにラスは囁ささやく。

「王器の光掲ぐ──其そは天剣。龍神を退け、天地をも分かち、後に立てるは彼ばかり──」

　それは大陸に伝わる古い昔話、その結末。誰だれでも聞いたことのある、天剣と王器と龍の話。

　気け圧おされつつも、不気味だ、となぜか若葉は思う──なぜか今、そう思う。

　天剣が全すべてを打ち倒し、そして──

　どうなったのだろう？

「王器は天剣と一体なんだ。なら、王器の第一位を幼なじみに持つ君が注目されたっておかしくはない。その君が、少々面白い特性を持っていたとしたらなおのこと」

　ふと、目を上げると空のコップを持ち上げて、ラスがこちらを見み据すえていた。水滴の浮かぶガラスの向こうに、歪ゆがんで映るその瞳ひとみ。

「……昔話だよ」

「確かに、今の天剣と王器はそんな存在じゃない。なら、この天剣王器は──無駄の多すぎる人材養よう成せい所は、何のためにあるんだろう？」

「無駄の多すぎる──？」

「自分自身とそのことを、君は、もう一度考えてみてもいいんじゃないかな──」

　クスクスといつものように、微笑ほほえんで立ち上がったラスはそのまま食堂を後にした。

　ぬるい風が一陣、ゆらりと行きすぎるまで、若葉はただその背中を見送るしかなかった。

「──どうしたの？」

　誰だれもいなくなった廊下を見つめる若葉の前に、昼食の盆が置かれた。目を上げると、栗くり色のおさげがぷらりと揺れている。

　ユアナが、正面の椅い子すをがたつかせていた。

「顔色、良くないみたい」

「……今、ラスからなんか変なこと言われてさ」

「変なこと？」

「ううん、なんでもないよ。ちょっと──アユミのこととかを話してて」

　パンをちぎるユアナは、苦笑と共に頷うなずいた。

「アユミちゃん、とうとうトップになっちゃったのね。私は全然変わってなかったけど」

「僕ぼくは、少し順位上がったよ。魔ま導どうは相変わらずだけど」

　あはあはと乾いた笑いを互いに洩もらしてから、どちらともなく大きくため息をついた。

「ラスのことは気にしないでいいと思うの。あの人、ここでも極めつけの変人だから」

「うん、そうする」

　からんからんと、昼食休きゆう憩けいの終わりを告げる鐘かねが鳴り、若わか葉ばとユアナは一気に昼食をかきこみ始めた。補習の多い成績不振者必須の能力だ。人目も気にせずパンとサラダを口の中にがふがふと、スープで無理やり流し込む。

　そんな彼らに、呆あきれた声がかけられた。

「あーあーあー、二人とも犬じゃないんだから、もうちょっと落ち着いて食べなさいよ」

「もががごがもんがっが」

「わかんないわよ」

　ごぎゅ、と飲み下して、若葉は振り返ることもなく背後へと言い返す。

「そんなこといったって、時間がないんだから仕方ないじゃないか」

「さっきまで余裕で喋しやべってたじゃん、二人で」

　どこかトゲのある口調でそう言って、アユミは一枚の書類を弾はじき飛ばした。わたわたと受け取り、若葉は目を通す。

「健康診断の……再受診？」

「あんたの体質だともう一回受けなくちゃなんないんだって──って、なんであたしがあんたの説明受けなきゃなんないのよ？」

　ごかん、と椅子を蹴けられ、もがもがと食事を再開していた若葉が目を白黒させた。

「あが、あがが!?」

「今日中に受けなさいよ──明日はみんな、あんたに構ってる暇なんてないんだからね！」

　話を一方的に打ち切って、アユミはずんずんと講こう堂どうの方へと去っていく。涙目で飲み込んだ若葉に、ユアナがぽつりと言った。

「……アユミちゃん、ちょっと機嫌悪そうね」

「最近、ずっとあんな感じなんだ」

「明日は視察だし、大変そう」

　王器エリコと天剣ドライオンが訪れる際には、天剣王器の成績優秀者が警けい備びに駆り出される。若わか葉ばやユアナではその役を任せられることはないが、傍目にも彼らは忙しそうではあった。

　アユミの苛いら立だちは、理解できなくもない──

「虫の居所が悪かっただけだよ」

「うん……」

　そうして二人でしばし見やっていたが。

　ユアナが、突然『あっ！』と叫んだ。

「講こう義ぎ、始まっちゃう！」

「ああっ！」

　走り去るユアナを追い、若葉も講義室のある兵舎の方へと飛び出した。遅刻は間違いない。

　手にした健康診断の通知書を握りつぶして、若葉はひとりごちる。

「言ってくれないとわかんないよ──」

　鈍いニブい、と散々言っていたのは彼女なのだが。

　アユミの苛立ち、その本当のところはまったくもってわからない──ただ若葉には、その苛立ちの対象が自分ではなく、何か別のことに向けられているような気もしていたがそれも定かとはいえなかった。

　あの気まぐれな少女の考えることなど、彼は初対面の頃ころから理解できていたためしがない。

　ぶつぶつと言いながら若葉は、次の講義へと全力で廊下を駆け抜けていった。
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　なぜかはわからない──ただ、やけに目が冴さえて、眠ることができなかった。

　講義に疲れきった身体からだはだるく、普段なら横たわった瞬しゆん間かんに眠ることができるのに、その夜だけは違った。開け放してある窓辺から降り注ぐ白光が、冴さえ冴ざえと、古ぼけた窓辺を切り取っていた。ようやく馴な染じみ始めたベッドで寝付けずごろごろとしているうちに、ふと、外に出てみようかと思い立った。穴の開きそうなズックに足をつっかけ、そっと忍ぶ。

　太った三日月が、つるりと浮かんでいた。

　消灯時間をとうに過ぎ、寮舎と夜空がただ暗い。運動場が仄ほの白じろく、煌こう々こうとして驚おどろくほどだ。

　天剣王器が眠っている──そう思うと我知らず、笑いがこみ上げてくる。

　運動場を抜け、中庭へと赴いてみるが、もちろん誰だれもいなかった。憩いこいの場にも、王都の夜は等しく訪れるらしい。

　知らなかった。夜がこれほど静かだとは。

　刈り込まれた草葉からは、虫の音ひとつしない。何かが物足りないのは、そのせいだ──戸外の物音に耳を傾ける余裕などない天剣王器の厳きびしい生活に、すっかり忘れてしまっていた。

　──ふと、寂しい。

　そして、そのことを寂しいと思う自分がひどく勝手に思えて、なんだか哀しくなった。

　スペース端にしつらえられたベンチに腰掛け、ぼんやりと月を見上げる。頰ほおを撫なでる夜風は昼間の熱気とは裏腹に、冷たいとすら思えるほど涼しかった。ほどよくするりと肌を撫で、それはこのまま眠気を誘ってくれそうで、ただ、心地よい。

　静けさには安らぎ、寂しさには哀しく。

　そんな自分自身に、苦笑が漏れた。

「……真夜中だってのに、なに一人で笑ってんのよ」

　どこか不機嫌そうな響ひびき。

　夜空から首を傾けると、そこには、月明かりに浮かび限りなく白い、黄金色の少女が佇たたずんでいた。その瞳ひとみまでもが輝かがやきを閃ひらめかせる少女は、寝巻き代わりのシャツを夜風に翻ひるがえして、そっと、こちらへと向かう。

　ふわりと闇やみに、白く浮かぶように。

　よく知っているはずの彼女は、そんな風に歩く子ではなかったような気がする。今にも消えてしまいそうな、ふわふわとした歩き方はいつかのような、頼りない存在のようで──

　だから、言った。

「なんか、ひさしぶりだね」

「……そうかもね」

　えへへ、と彼が笑いかけても、彼女の不機嫌そうな表情は変わらなかった。

　最近ではいつもそうだ。

　視線すら合わせず、元気そうでもない。なのに、遂に今日付けで、彼女は王器候補第一位に君くん臨りんしていた。天才の名を欲しいままにし、気さくな性格が人気を博す評判の主。

　おかしい──何かが、確実に。

　でも、それが何なのかがよくわからない。

　彼女は、あたりを見回している。

「……待ち合わせでもしてるんだったら、どっか行くけど」

「誰だれも待ってなんかいないよ」

「じゃ、なんでこんなとこにいんのよ」

　寝られない、という答えは、多少なりとも彼女のお気に召したらしかった。

「……ふーん」

　笑顔は、やはり浮かばない。

　だけど彼女は、隣となりにすとんと腰を下ろした。

　本当に久しぶりだと、そう思う。前に二人で月を眺めたのは、それほど前ではないはずなのに、ずっとずっと昔のことのようだ──ひょっとすると、それすらも忘れそうになっていたのかも知れない。身を震ふるわせ、しかし隣の温もりにほっとする。触れあう肌がほのかに熱い。

　そのまましばらく、月を眺めていたような気がする。

　夜風に、身を任せていた。

　そしていつしか、黄金色の髪筋を月に透かしていた。何を考えるでなく、そうしようと思ったわけでもない。さらさらした感触が指をくすぐったので、つまんでみた。ただそれだけ。

　彼女は怒らなかった。

「ちょっと見ないと、すぐこれだ……」

　しなやかな髪質は見る影もなく、乾いて痛んでぱさぱさになっていた。

　ものすごく悲しかったが、彼女はたいして気にしていないように言った。

「全然手入れしてないからねー……」

　気にしていないように見えた。

「だめだよ、女の子なんだからさ」

「うん……」

　はさみも、櫛くしもない。ヘアピンすら持っていない。天剣王器に身づくろいの道具など必要ない。そんなものは、講こう義ぎが始まればすぐに無駄になってしまう。一日すれば元通りだ。

　それでも、手櫛で彼女の髪を梳すいた。

　彼女は怒らない。相変わらずこちらを見てはくれない。それでも髪を梳くたびに、少し身を強こわばらせはしたが、嫌がっているようではない。
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　なによりもそれが嬉うれしくて、黙だまって髪を梳すき続けた。

「もし、あたしがさぁ」

　からかわれるように、こぼれるように、それはあまりにもあっけなく流れ、留めようと手を伸ばす暇すらなく──

　するりと指をすり抜けてしまった黄金は逃げ水のように、ただ、ひとひらの感触だけを残して離れていった。

　──その先から。

　振り向いた彼女の瞳ひとみが、射かけられていた。

　大きな、よく動く、黄金色の──手を伸ばせばすぐそこにある、月のような瞳。

「もし、あたしが王器になっちゃったら、どうする？」

　突飛なことを訊きかれ、少しだけ考えた。

　月光に白く染まった黄金色の少女は、その瞳の強さにそぐわず細く儚はかなげで、梳くのをやめた手に触れる頰ほおが、わずかに冷たかった。

　そして、口にする。

「じゃ、僕ぼくは天剣になるよ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　彼女は、また、月を見上げた。

　ポツリと呟つぶやく。

「バカワカバ」

「それ言われるの、一番イヤなんだけど」

「知ってるわよ、バカ」

　その時になって、猛烈な眠気が襲おそってきた。いや、そもそも眠いまま、下手へたをすれば半分眠ったままだったのかも知れない。とにかく抵抗しがたい眠さに耐えることができず、そのまま何も、わからなくなった。




　暫ざん定てい夏季の雲ひとつない夜空に、ぽっかり浮いた太った三日月。

　彼女は、膝ひざの上で安らかな寝息を立てる彼と共に、それを見上げていた。




　だから、彼女がそのときどんな顔をしていたのか、彼は知らない。
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　次の日をもって台たい樹じゆ国最要件選抜機関『天剣王器』は、設立した王器エリコ自らによって解体され、非公式ではあったが天剣と王器の引継ぎがなされた。二百十九代を数える彼らは、いまだ十五歳でしかない少年と少女だった。

　新たな天剣の名は、若わか葉ばという。

　新たな王器の名は、ユアナといった。




　アユミは、その日を境に姿を消した。













　　Chapter　03　　天剣たる存在もの







　今日も、暑い。

　灼しやく熱ねつの日差しを遮る[image: 梢]こずえが、風もなく揺れる。

　ざわり。

「いないだって……？」

　王都には珍しい木立の奥には、あまり知られぬ小さな沼がある。冒険心に燃えて林を分け入る子供が、さりとて近づこうとはしない類たぐいの小さく深くよどんだ淵ふち、その畔ほとり。

　つい、と手製の浮きが、水を滑る。

　女の視線は、それを追わない。無表情ともいえるその表情は、圧するように揺らがない。

「どういうことなのさ」

「そういうことだ」

　男は、無骨な眦まなじりを持ち上げた。視線の先には即席の竿さお、ちょうちょ結びの補修糸。

　みしり。

　ごつい顎あごが軋きしみ、浮きがぬるりと円を生む。

「何をそんなに落ち着いている？」

「釣りの極意」

「ただの水たまりで何が釣れる？」

「──さあね」

　木立の奥に目を向け、浮きが揺れた。

「あたしゃ頭脳派なの。ただ、むやみにかけずり回ったりしないだけ」

　そして、血管の浮いた男の広いこめかみを指さす。

「芸が細かいねぇ。あんたの元の姿って、単に手ぇ抜いてただけなんじゃないの？」

「軍属に安あん穏のんとする異形バケモノの分際で、私と私の姿をどうこう言うなど片腹痛い」

　ぴくり、言われた女の口元が引き攣つる。

「そりゃまるで、あたしが何も──アユミちんの心配をしてないみたいじゃないか」

「ほう、違うのかね？」

　べしり、実に簡単な音と共に釣り竿ざおがヘシ折られ、ぼちゃりと投げ込まれた沼はいつになく荒い水面を波立たせる。その淵ふちにゆらりと立ち上がる女が映り込み、男はややくたびれた典礼用軍装の襟えりを正した。つまらなさそうな微笑フエイクを漂わせた女の口の端に、ぎらつくように白い、危険なほどに尖とがった歯。

　静けさに、草いきれが濃こくなった──その刹せつ那な。

　女の手が翻ひるがえり、男の額ひたいがバチンと弾はじけた。

　握り拳こぶし大の石が粉となるほどの衝しよう撃げきに、男は、わずかに身じろいだだけで静かに問うた。

「……何をする」

「いつかのおかえしだよ」

　うそぶいて、小さく吐き捨てる。

「軍には若わか葉ばちんがいるんだ。あたしゃ薄はく情じようなあんたとは違う」

「それはまるで私が──若葉君のことを心配してないようではないか」

「へぇ、違うのかい？」

　ぎたりと笑う女に、男が一いち瞥べつをくれ──そして。

　転てん瞬しゆん。

　互いの殺気が臨りん界かいを迎えた。

「ふぬん！」

　男の憤ふん怒ぬが魔ま導どうと化す。熱風が水面を捲まき、男と大気との境に生じた紫し電でんが[image: 梢]こずえに唸うなる。

　子供の頭ほどもある拳が、燃え立つ赤き中心へと叩たたき込まれた。しかし深紅の一本一本は意志を宿すかのように避よけ、むしろ吞のむようにして、中心はわずかに拳の軌道から身をよじる。

「熱ツッ」

　女のこめかみが、擦さつ過かに焦げくすぶった。草いきれに混じり、荒い匂においが立ちこめる。

　体勢をもう一つ捻ひねり、赤サンダルの爪つま先さきがごつい顎あごをかすめた。男が引いたその隙すきに踵かかとが返り、肩口に叩たたき込まれると同時にその膝ひざが不吉な音を上げた。構わずに振り抜かれる。

　女には、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもない。

「ぐぅ……」

「ち」

　一いち撃げきは必殺とならず、距離が生まれた。

　無理な体勢からの衝しよう撃げきに捩ねじ曲がった膝は、女が忌いま々いましげに見やっただけでにゅるりと蠢うごめき、真っ直すぐに戻った。復元というよりは増殖であるその能力は、激しい飢えと回帰衝動を伴う。自身さえも灼やき貪むさぼろうと蠢く欲求に、女の意志は平然と耐え、押し込める。御し得ぬはずの本能を飼い慣らし続けることは望みの上であり、難しくはあっても苦痛ではなかった。

　男はといえば、これまた筋すじ鞘さやを数本引きちぎられたというのに泰然と構えたままだった。その骨が折れるということは、まずありえない。口の端から漏れる声ともつかぬ深い韻いん律りつが、傷ついた肉体を完全な状態に再構成ロジカライズさせていく。痛みではなく、後れをとったことに顔を歪ゆがめる男の本質、その一端である緑の燐りん光こうが揺らめき散らされ、紫し電でんに舞った。

　女が、そして男が、互いの本性を思い起こす。

　周囲に、人の姿に囚とらわれたままの戦いなど、彼らにとっては堂々巡りに過ぎない。

　二つの獰どう猛もうな笑みが小さく震ふるえ、沼の細波すらをもざわめかせる。

「見苦しいねぇ」

「互いにな」

　ただ、その人外に過ぎる怒りの矛先を、やはり互いにしか向けることができないだけの話。




　かつて──男は異国の天剣であり、女は異国の王器であった。

　そして二人は、異形の存在でもあった。

　サルバーン天剣と王器、その存在の過負荷に暴走した〈天剣〉が、グランツァもろとも戦場の全すべてを光に変えて早や八年。

　全てが灰かい燼じんに帰した後、彼らは取り残されたようでもあった。

　魔導フイジクスでも魔術ロジクスでもない第三の技術、魔法によってこの世に堕デイグレイズした彼らに行く先はない。協力関係も利害の一致でしかなく、それ以外には、互いに吹き飛ばされそうになったという怨えん恨こんと、生理的な嫌悪感しかない。

　共存は、ありえないはずだった。




「あたし、ワケわかんないヤツっておぞけがするほど嫌いなのよね」

「同感だ」




　男と女は互いを滅ぼそうとする道行きの末、ある村に落ち着いてしまった。人の身としてのささやかな糧かてを得、穏おだやかな年月を過ごし──信じられないことだが、それは確かに互いが望んだ末の共存だった。

　今では、大戦の最後に起こった事実を知る者はかの国の外にはいない。そして二人も、件くだんの記き憶おくは埋め去っていた。臭いものには蓋ふたをする、それが精神衛えい生せい上有効であるのは異質な存在である彼らにとっても変わりはない。

　しかし、世に怨えん恨こんの種が尽きたわけでもない。いがみ合い以外のなにものでもない──それは例えば、互いの存在。その出処のイメージ。




「冥めい府ふの番人って、なにそれ？」

「星間漂流生物などと、片腹痛い」

　共に鼻で笑い、また共にその笑みを消す。

　そして、怒号が重なった。

『お前が言うな!!』

　ドばきィッ……

　意地と嫌悪を気合いに乗せて、全すべての怨恨を晴らすが如ごとく額ひたいと額が互いを撃うち抜き──
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　さあぁ──と。

　盛大に跳ね散らされた沼の水に降られながら、ツォウとファナガンはぶっ倒れた。
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　ぽつり、その陰で脂汗が落ちた。

　それは、壮絶な諍いさかいへの恐れなどではなかった。むしろクスクスと、あるかなしかの微笑ほほえみがこぼれるほどだ。二人の異形バケモノの苛いら立だちと焦り、あまりに瞭りよう明めいなその様子は彼特有の『カン』によって、見えぬ目にもそれと知れる。

　もっとも彼の『カン』はあくまでも知覚フイジクスに限定された幼い感覚に過ぎず──本来の魔術ロジクスからは数段劣った代物なのだが、それでも視界の補正ぐらいには役に立つ。

　尋常ではないだるさと嫌悪感、そして痛みをだましながら、彼は腰を上げた。異形バケモノ達が昏こん倒とうしているのを後しり目めに木立を縫ぬい、王都の中枢へと向けた足が吐き気にふらつく。

　それでも彼は、満ち足りていた。

　彼がここにいられるのはその魔術ロジクスの拙つたなさ、繰くり返された再構成プロセスの劣化に因よるのだ。

　でなくば──

『やあ』

　人気のない林中にあって、声が掛かる。

「やあ」

　懐かい中ちゆうから引っ張り出した黒い切片チツプに魔導フイジツクが這はわされ、空間に幻影ホロが呼ばれた。光すら映さぬ半眼の蒼そう眸ぼうが、スケールこそ違え、自身と同じ瞳ひとみを前にして皮肉げに細められる。

『調子はどうだい？』

「良くはないね」

　近ちか頃ごろ、あからさまに心身を蝕むしばむようになった鈍痛は、非常な苦しみではあった。痛みという感覚に変換されたその苦しみに勝るものはない。耐えこそすれど、消えはしない。

　存在そのものが脅かされる恐怖には、いかな彼とて逆らえはしない。一人で生きていられるほどに、強固な存在でもない。

　ラス＝フラクティスは一人ではない。

「そちらの動向は？」

『シェルの稼か動どう臨りん界かいが見えてきたところだ。プラントの方も、もう永くはない』

　豪ごう奢しやな椅い子すに人形の如ごとく座らされたまま、幻影は小さく微笑む。

『おかげで最高議会コングレスは、上からも下からも突っつかれっぱなしだよ。議長チエアマンはこっちの放った強硬派を押さえ込むのに必死になってる』

「──そろそろかい？」

『頃ころ合あいだね。そちらは？』

「シェルはすでに稼か動どう域に達したみたいだ。〈天剣〉にも問題はないらしい。あとは──」

『最高議会には黙だまってもらうよ──嫌でもね』

　掌しよう中ちゆうに銀髪が揺れ、半ば閉じられた瞳には、互いの姿が鏡きよう像ぞうのように映る。それは生体の最も基本的な因子に至るまで食い違うことのない、しかし一つから派生した一つではない生命。

『人の身のほどを、彼らもそろそろ知るべきだ』

「──僕ぼくらは、果たしてどうなのかな？」

『人の身ではあるさ。一応は』

「少々反則ではあるけどね」

『違いない』

　クスクス、クスクスと反はん響きようする笑い声が消えていく。それと同じくして、やがて掌中の少年はその姿を薄うすめ、消え去った。あとに残るのは、魔導技術フイジクスの粋をこらした黒の通信切片チツプだけだ。

　ラス＝フラクティスはそれを懐かい中ちゆうに滑り込ませ、誰だれはばかることなく王都の中心へ──天剣王器の記き録ろく的な第一位であった彼の勤め先、王宮へと向かう。そこには、解体された天剣王器で育った多くの人材が集い、台たい樹じゆという国と次代の天剣を支えるべく励んでいた。

　台樹国の新たな天剣も、そこにいる。

「あとは──」

　台樹の〈天剣〉に何の問題もない事は、既に調査済みだ。

　この小さな領域を司るシェルはグランツァほどのスペックではなかったが、さすがに大規模環かん境きよう維持を成らせるだけあって申し分はなかった。核プロセツサも無事に導入され、予備稼動も終えている。

　これにより台樹は、シェル過稼動を続けるグランツァ隣りん国ごくの中で唯一、その自然の営みを維持する力を得たことになる。

　そして、〈天剣〉をも。

「あとは彼女と君次第だ、ペンドラゴン……」

　呟いて、林を抜けたラス＝フラクティスはそのまままっすぐ市街に出た。

　馴な染じみの物売りに群がる子供達がいつも通りの活況を呈ていす、そんな街路のどこからでも、遠くに眺めることのできる王宮がある。それは前王器の意向のまま、兵士や役人、問屋の行き交いが醸かもす活気の中枢に、こぢんまりと佇たたずんでいた。台樹を象徴した建物をしばし見上げ、その前面に広がる庭園の脇わき、温室へと向かおうとした彼は不意に呼び止められた。

「ラス──おい、ラス」

「やあ、グラード」

　さほどの驚おどろきも見せずに、ラス＝フラクティスは赤銅肌の長身を見やった。その若さながら王宮警けい護ご付きに抜ばつ擢てきされたグラードは、この短期間にまた一層と精せい悍かんさが増し、全くの青年然としていた。

「こんなところで、何をしている？」

「これでも、一応は王宮勤務なんでね」

「──植生研究員だったか？」

「君たちが頑張ってくれてるおかげで、充実してるよ。軍はやりがいがあるかい？」

「お前がいれば、と思うときが多くて困る」

　あらゆる顔見知りから散々繰くり返された嘆きは、グラードらしく抑えられたものだった。

　ラス＝フラクティスはその時初めて、わずかな後ろめたさを感じた。




『アユミという王器候補を覚えているか？　解体前、あっという間に第一位を取った……』




　ついぞ姿を見かけなくなったファナガン講こう師しの行方ゆくえについても聞かれたが、知らないとだけ答え、ラス＝フラクティスはグラードと別れた。

　旧天剣王器ではラスに次ぐ位置にいたためか、グラードはどうやら勘づき始めているらしい。解体前、天剣王器内部で選出された警護要員に、彼もあたっていたのかも知れなかった。

「グラードか……」

　既に、台たい樹じゆのシェルはその核プロセツサを得た。

〈天剣〉にも問題はない。

　ここで全すべてを台無しにするわけにはいかない。




　グランツァのシェルとプラントが擦すり切れるまで──

　台樹のシェルを追いつめるまで。




　ラス＝フラクティスは、どこまでも慎重にならなければならない。

　勤務先──一見すれば納屋のように見える温室に入ろうとして、辺りを見回した。

　グラードがもし何かを感づいていたのならその処置を考えなければならなかったが、その必要はないらしい。ラス＝フラクティスはもう一度だけ振り返って、温室の戸を閉めた。

　日陰になった王宮の隅、干からびつつある台樹が食いつなぐための植生研究領域には、今日も彼以外に足を踏み入れる者はなかった。
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「──補給に関しては、細く、的確に分散させる事こそが命となる。太すぎれば狙ねらわれるし、細すぎれば警けい備びに手が回らない。ユアナ、あんたがそれをミスれば戦線の全すべてが崩れ去るんだ。そのことを頭に入れて、命いのち懸がけで考え抜きな。天候は曇くもり、時間は早朝、ガスあり、敵軍情報はＢ。その条件でもう一度だ」

「は、はい！」

　叱しつ咤たされるまでもなく、ユアナは目の前に広がる一部屋ぶんのマップを、穴の開くほど見つめ続けていた。

　──奥の東西は山峰、その間を縫ぬって細い川がいくつか。扇状に平地へと続く途中に小さな盆地を狭んで林が広がり、横切る街道を越えたこちら側はもう台たい樹じゆ領だ。絶対防ぼう衛えい線は山からこちら、林にかけて。特に林は入り込まれれば狩り出すのが難しく、そこを橋頭堡ほにされかねない。となれば林は一定兵力で維持すると同時にさらに向こう、盆地付近を固める必要があるということだ。おそらくそこが、陣営を築きずくための最有力候補地と言えるだろう──

　ユアナは、一つが一師団を表すトークンチップを山と盆地の境ぎりぎりに川を挟んで二つ配し、別の小さなチップを林に置いた。

　言わずもがな、天剣本隊は常に前線だ。後方部隊とは少々距離があったが、台樹の兵力は歴史上少数を補うよう構成された遊ゆう撃げき陣である。これぐらいのほうがむしろ効率は良いと判断し、そこから敵の二時間前の位置、視界の有効範はん囲いなどを考えに入れ、微妙に位置を修正する。補給路は、二分隊を三方向にローテーションさせる方式をとった。頻ひん度どは四日に一度、断絶されても耐えられるぎりぎりにまで絞る。

「よし、教科書どおりだね、いいだろう。判断速度も悪くない。奇をてらう必要はないけど、それは相手も読んでることを忘れちゃいけないよ。あんたみたいな堅実派でも、ハッタリの要素は大量にバラ撒まいておくんだ。もちろん実現可能なものもいくつか含めてね」

「はい！」

　ようやく見ることのできた王器エリコの笑顔に、ユアナは胸をなでおろした。




　仮の譲じよう位いから一週間というもの、諸しよ国こくにその気性の激しさと大胆さで知られた王器エリコは、あらゆる表舞台での駆け引きをユアナに叩たたき込んだ。

　テーブルマナーの入れ替えで威圧を与える方法、怒りを伝える柔らかな答弁、服飾や周囲の色彩と空間の大小による効果的な注目位置、年ねん齢れい相応の分別ある色香を放出する場面。それらは多た岐きにわたり、首長としてのあらゆるテクニックの後に控えていたのは軍事であった。

『天剣が軍と戦の全すべてを掌しよう握あくしているのと同様、台樹国の全てを掌握するのは王器である』

　そう言って巨大なマップを用意させたエリコとユアナが、王器の寝所にこもって早や丸一日。二人の王器はわずかに風通しが良いだけの狭い部屋で、頭をつきあわせて戦略を練っていた。




「よし、それじゃそろそろ実践だ」

「え──？」

「もうじき前線から伝令が帰ってくる。敵さんの様子は、さてどんなものかね」

「え、え、え？」

「さっさとしな、おいてくよ」

　さっさと身を翻ひるがえしたエリコを慌てて追い、ユアナは王器だけに許された部屋を出る。周囲はどこか薄うす暗ぐらく、見上げた空は灰色の雲が覆おおっている。どこからか、埃ほこりっぽい匂においを運ぶ風。

　階段を下りた先には、会議用の離宮へ続く渡り廊下がある。

「あの、実践と言われますと……」

　ずかずかと、疲労の色など全く見せずに会議室へと向かうエリコの足取りは力強く、六十の半ばになるとは到底思えない。略式とはいえ、未いまだ慣れない王器の装いに足を取られるユアナに、エリコはにやりとして言った。

「初っ端に教えただろ？　現状で敵に回る可能性が一番高いのはどこだい？」

「ぐ、グランツァ……です」

　走る一歩手前の速度で離宮に向かう二人の王器の周りに、徐々に人が集まってきた。

　全すべての人々が、エリコと同じ速度で歩きながら仕事をする。髪と化け粧しようを直す者、飲み物と軽食を差し出す者、資料と思おぼしき束を渡す者。ユアナのおさげも解かれ、また編み直される。

　非常時においては一切の雑事を、王器は歩きながら済ませなければならない。

　がつがつと燻いぶし肉を挟んだパンにかじりつきながら、エリコは渡り廊下の先を見やる。

「いいかい、確かにグランツァは厄やつ介かいだ。大陸を代表する大国には違いない──だけどユアナ。あんたもそれと何ら変わらない、この台たい樹じゆという国を背負っている事を忘れちゃいけない」

　エリコの口調は、淡々としていた。それはかつて、彼女が一介の天剣直属兵だった頃ころから変わっていないのだという。見み栄ばえや儀ぎ礼れいよりは、実を取り身を選ぶ。それは、王器となった後にもあらゆる場面において一貫し、小国台樹の名を世に轟とどろかせた彼女のスタイルだ。

　従者たちが徐々にその数を減らし、二人が離宮に入るまでには全ての支度が整っていた。

「ケンカは、ビビったほうが負けなんだ」

　傲ごう然ぜんと見えて、繊せん細さい。

　石造りの離宮へと続く渡り廊下を付き従ううち、ユアナは小雨が降っていることに気付いた。土の匂いをはらんだ水の香が、本来湖に囲まれているはずの離宮を久しぶりに満たす。

　湖はその水源を灌かん漑がいに充あて、今は空だった。

「……でも、エリコ様」

「わかってるさ。グランツァは強大で、しかも八年前から手負いときてる。その矛先をまともに向けられれば、ウチみたいな小さな国はひとたまりもなかろうね」

　エリコは、比類ない王器であった。

　自身と同じく直属兵あがりの天剣ドライオンと共に万難を排し──たとえグランツァ侵攻という事態が事実でも、王器エリコならばと思わせてしまうほどに、その信頼は確たるものだ。

　自分がそのようになれるかどうか、ユアナには自信がない。

「現在、台たい樹じゆはある意味優位ですらある」

「…………」

「八年前、二大国の抱えたそれぞれの歪ゆがみが自滅を呼び込んで、大戦は終わったのさ。各国に配された大規模環境維持装置サーバー──シェルの配置バランスは、サルバーンが欠け、グランツァのそれがフル稼か動どうを続けた結果、夏季恒常化という余波を撒まき散らして現在に至った……」

　シェル──ユアナがその存在を知ったのは、王器となったその日のうちだった。

　超高性能の導素処理装置フイジカルプロセツサであると同時に演算装置プロセツサ。台樹という国の領域全すべての環境を御し、まかなえるだけのエネルギーを貯ためこんだ『龍りゆう』と呼ばれる先住民族の遺い跡せき。万一の場合には自身を過稼動させ、外部核コアに全てのエネルギーを収縮させる〈天剣〉をも──広域殲せん滅めつ手段すらをも備えている。

　その際消耗される核プロセツサには──

「シェルがあの娘こしか受け入れない以上、他ほかに手はないんだ」

　ユアナは、冷たく響ひびくエリコの言葉に、詰まるような胸の痛みを覚える。




『あたしさ、これでいいと思うんだよね──』




「よくないよ……」

「……何か言ったかい？」

「いえ、何も……」

　自信などない。怖れしかない。文字通り器の小さい自分に、王器など務まるはずもない──ユアナは心の底からそう思う。天剣王器で掃除が得意だった頃ころから、ずっとそうだ。

　ただ──

　今こうして、そんな自分が王器という座に相応ふさわしくなろうなどとあがいているのは、何よりも彼女のためだ。不向きな王器たらんとする程度の苦しみなど、彼女に比べれば。

　議場の扉に手をかけたエリコが、振り向いた。

「不満そうな顔だ」

「いえ……」

「隠すことはないさ」

　苦笑を浮かべた元王器の頰ほおに、深い皺しわが刻まれる。

　そのやるせない笑顔にまた一つ、ユアナの頭は混乱にも近い縁ふちに立たされる。




　物語ではない現実の王器は、ただの執政者に過ぎない。

　例えばエリコのように、自分のように、教科書どおりのことを誰だれよりもうまく、時にはアレンジも効かせてこなせるならば誰だってかまわない。

　しかし、彼女はそうではない。

　シェルと呼ばれる半透明の円柱は、彼女しか受け入れることはない。

　すでに彼女は、その巨大なシステムの一部として組み込まれ、この国を支えている。数週間もすれば、台たい樹じゆ国の領域は暫ざん定ていの文字を季節の頭から取り払うことだろう。不安定な地熱も、地下水脈も、導どう素その流れすらも、全すべてが整然としたサイクルに支配されていた昔に戻るのだ。

　天剣王器の解体された日には、すでに彼女はその礎いしずえとなることを承しよう諾だくしていたという。

　──真なる〈王器シエル〉となることを。




『それにあいつ、あたしが守ってやんなきゃ、てんでダメなんだもん──』




「受け入れな」

　ユアナがふと顔を上げると、歩み寄るエリコの手のひらが触れた。

「自分やこの国が何によって支えられているのか、知らされたのなら頑張りも利くだろう？」

　かさつきだけが目立つ手のひらが、愛いとおしむように、そばかすの頰ほおを優しく撫なでる。暫定ではあるがれっきとした夏である事実を忘れ、ユアナはその冷たさに震ふるえた。

「私ゃこの三十年というもの、王器であるというプライドだけでやってきた。ずいぶんと無茶もしたし迷惑もかけたけれど、間違ってるとは一度も思わなかった。この台樹を支えるのは私しかいない、そう思ってたからね──」

　すっとその手が頰を離れた。さあぁ、と雨足が少し強くなり、葉を打つ音が聞こえてくる。

「だが、事実は違う」

　扉の向こうには、既に高官達が待っている。

　エリコは再度、扉に手をかけた。

「ユアナ」

「……はい」

「蹴け散ちらすよ」

　怒りすら込めて、王器エリコは呟つぶやく。

　彼女シエルが生命と引き換えに育むこの地を、大国の侵攻などで荒らすわけにはいかなかった。

「グランツァごときにゃ負けてられないんだよ、あたしたちゃ」

「──はい」

　ユアナは王器として、ただ、静かに頷うなずいた。
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　体技室には、未いまだ降り止やまぬ久方ぶりの雨のせいか、普段より熱気がこもっている。

　傍らに木剣を転がしたグラードの前に、茶の入った紙コップが差し出された。

「ゴメンね、こんな遅くまで付き合せちゃって」

「……かまわん」

　汗を拭ふき、荒い息をつきながら、グラードは茶を差し出した主──若わか葉ばを一いち瞥べつする。

　肉付きの薄うすい身体からだは汗に濡ぬれ、張りついたシャツが引き締しまったその全容を露あらわにしていた。細いとはいえ、無駄のない筋肉はグラードですら舌を巻くほど寸分なく鍛きたえ上げられている。息こそ上がってはいたが、まだまだ余裕のありそうな表情は白っぽい導素照明ライトにも明るい。

　すでに若葉は、台たい樹じゆ軍警けい護び局でも一目置かれるグラードにもほとんど引けをとらなくなっていた。導素機器プロセツサ抜きの手合わせにおいてなら、むしろ圧倒しかねない勢いで成長しつつある。

　グラードは天剣王器の解体以後、ドライオンについて回ることから開放された若葉の相手を請うけ負い、日課としていたが、その内容が真剣なものになるのにそう時間はかからなかった。

　わずかな疲れが心地よく、グラードの口も普段よりは軽い。

「他ほかに心当たりがないと言われれば仕方がない」

「ええと、それはその──」

　おたおたと若葉が口を開くと同時に、入り口の方が騒さわがしくなった。

『おいおい、なんだ予備駐在に回ったんじゃなかったのかお前──』

『招集なんだとよ──』

　正規外の時間帯には珍しい人数がなだれ込み体技室はにわかに密度が増した。やけに物々しい出いで立ちの──行軍仕様フオーマツトの姿が目立つ一行は、どうやら後方から回ってきたらしい。

　その喧けん噪そうを見やり、若葉が声を潜める。

「だって、グラードの他っていったら、もうよっぽどの人しか残ってないんだよ」

　若葉は仮にも天剣であるはずで、周囲に気を遣うというのはどうにもややこしい話だったが、事実、本人はその肩書きほどに変わってはいなかった。確かに次期天剣として認められはしているが、軍や王宮における扱いそのものも、天剣王器から統合された他の少年達と同じだった。特別待遇もなく、若葉が新兵そのものとして振る舞うせいもあって、肩書きはさほど気にされている様子ではなかった。

　ただ、若葉の能力は飛ひ躍やく的に伸びていた。

「ツォウ講こう師しあたりはどうだ？」

「あれでなかなか忙しいみたいなんだ」

　拭き取った汗を絞りながら、えへへ、と若葉が屈託のない笑みを向けた。

「それじゃ、もう一度お願いできる？」

　無言で、グラードは腰を上げる。

　彼と若わか葉ばの手合わせは実の所、その経過にタイトな駆け引きばかりが目立つようになっている。もとより秀でた体技能を持つ若葉はその技量を爆ばく発はつ的に上げ、目に見える向上はもはやありえないレベルに達していた──グラードと比べても、何の遜そん色しよくもないはずだった。

　若葉は、脇わきの黒板を見やって恥ずかしそうに、ぽりぽりと頭を搔かく。その白墨が示す星勘定は、グラードの圧倒的な勝利を告げていた。

「今度こそは、もうちょっと粘るから……」

　そんなはずはないのだ──本来なら。

　どれほど技量が伸びようとも経験だけは如何いかんともしがたく、実戦となれば一般兵にも手こずることがある。それはグラードとて変わらないが、若葉にはその傾向がとみに強かった。

　最後の一いつ瞬しゆん。ここぞというときの詰め。躊ちゆう躇ちよなく生き残るための一振り、その決断──経験とまとめてしまうには、それらはあまりに決定的な意志、そのものだ。

　若葉が、完全にグラードより劣る部分が魔導の他ほかにあるとすれば、まさにそれだった。本人には手加減するつもりなどないのだろうが、技量フイジクスも膂りよ力りよくも判断も、どこか甘くなる──そう。

　──甘い。

　結局の所、新たなる天剣は数日前と変わることなく、新人のままなのである。

「どうしたの？　疲れた？」

　そしてグラードは、その柔軟な笑顔にどこか奇妙さを感じてもいた。

　木剣を腰にあてぐいぐいと捻ひねり、身体からだをほぐしながら向けられるその笑み。徐々に増していく人いきれに戸惑いながら、翳かげるところはない。

　天剣に選定されたときから、何も変わらない。

　グラードすらが腑ふに落ちないというのに。

「……聞くが」

「──ん？」

「天剣、お前の幼なじみはどこに派遣された？」

「魔導が得意だから、内陸の導素機器プロセツサ工場に回されたって聞いてるけど……それが？」

　伸脚で筋を伸ばす若葉の顔が少し俯うつむき、その表情が隠れる。

「いや……」

「──それとも」

　思い過ごしかと、グラードが木剣を取った時。

「グラード、君は何か知ってるの？」

　ぴたり、据すえられた視線は、グラードをわずかにたじろがせた。

　瘦やせて見えるほど細く、背も高い方ではなく、癖くせのない黒髪と素直な眼まな差ざしは取り立てて珍しくもない。他ほかの兵士やグラード、同年代の少年達と比べても幼く見えるはずの──

「誰だれも教えてくれないんだ、アユミのこと」

　ゆっくりと、半身に木剣を構える。その基となるのは卓越した体技術と格かく闘とう術。最も有効な間合いに剣と拳の同居する独自の戦い方は、その師の影えい響きようによるところが大きいという。

　それは、遊ゆう撃げき陣を旨とする台たい樹じゆ軍において標準的な戦闘術とは、かけ離れたものだ。

「知らないっていうんだ──役所の人も、元天剣王器も、ドライオン様やエリコ様だって」

「……そうか」

　新たなる天剣と、警けい護ご局きっての有望株の間に流れる雰囲気に周囲が気付きだした。続々と、それこそ収まりきらない兵士が追いやられるようにして体技室を埋めていくが、そのざわめきは抑えられた声となって広がるばかりで、喧けん噪そうはすでに無い。

　押し寄せた兵士達──ぽっかりと、切り取ったように間合いの外を取り囲む同い年から老境までの様々な顔、その不安と興きよう味みの入り交じった視線を一渡し見回して、若わか葉ばが呟つぶやいた。

「もう、戦が始まるんだ……」

　屋根を打つ雨の音が、さあさあと響ひびく。

　言いしれぬ不安にも似た雰囲気がひそひそと体技室に広がっていく中で、グラードは木剣を構えることも忘れて立ちつくしていた。

　目の前にいるのは、先ほどまで自分に散々叩たたき伏せられたはずの少年──そのはずだった。なのに、醸かもされる雰囲気のようなものに躊躇ためらいが生じて、消えてくれない。どこから打ち込もうと跳ね返されるような、それは予感だった。

　グラードはその躊躇いに似たものを知っている。

　どこまでも昏くらく、死にも似た──その恐怖を。

「あらら、なんだか険悪だねぇ」

　大きな、そして吞のん気きな声に皆が振り返る。

　兵士達の群を、赤よりも紅あかい尾がかきわけるように近づいてくる。自分が場の緊張を破ったことなど、これっぽっちも気にかけてはいないようだ。身体からだに合った草色の略軍装フオームは、数週間前までの赤ジャージ姿とは激しくイメージが異なるが、統合後のその姿は特に束そく縛ばくされない地位を与えられ、軍に馴な染じんでいた。

「何やってんのさ、この忙しいときに」

　ツォウの言に、やはり、とグラードは思う。

　国境付近における隣りん国ごくグランツァのきな臭い動きは既に台樹国中に伝わり、あとはその宣戦布告がいつ出されるかというまでに迫っている。慌ただしさはさらに膨ふくれあがるように、王宮中を包み込みつつあるようだった。

「先生、今日はもういいんですか？」

「ま、今ちびっと相手してあげるぐらいならね」

　だが女と少年、その師弟の間にはそのような緊張はほとんど見られず──

　ふと、グラードは気付いた。

　はにかんだ若わか葉ばの構えからは、先ほどまでの迫力が失われていた。真剣にも増して死の覚悟をさせた切っ先は木刀のそれでしかなく、安あん堵どと、そしてどういうわけか落胆が襲おそってくる。

「……なんだい、少しは腕を上げたって顔だね」

　黒板を見やりながらこきこきと首を鳴らすツォウの笑顔が、苦いものを含んでいた。まるで、声をかけたことを悔やんででもいるかのように──その労をねぎらうように、そして何よりもすまなそうに、彼の方を見やっている。

　そして、グラードは唐突に理解した。

　今、たとえ一いつ瞬しゆんではあれど、目の前の少年はもしかすると──

「ぼちぼち、このあたしぐらいにゃ勝てるようになったってかい、天剣様？」

「や、やめてくださいよぅ。僕ぼくはそんな……」

「天剣さ──『龍りゆう』にも勝るはずの」

　ばきん、と拳こぶしが鳴り、その歯がぎらついた。

「さぁて、久しぶりに揉もんでやろうかね」

　殺気にも似て、女の笑みが周囲を圧した。

　声なき熱気が、ざわめくように伝わっていく。誰だれもが皆、判らないながらもそこにある気配を、言いしれぬ予感と共に見つめていた。

「……は、はい！」

　嬉うれしそうに若葉が構え──

　そして弟子と師匠は、久々に対たい峙じしていた。




　　　　　　　　　　[image: ]　　　　[image: ]




　五人──土と雨の匂においが満ちる議場には、それだけの人数しかいなかった。

　それは事実上、台たい樹じゆという国を動かす為にその頭数があれば足りるということを意味する。

「余剰兵力の移動はおおむね終わったようだ」

「他諸しよ国こくからは何も？」

「ウチよりグランツァの動向の方が気になるはずだ。多少派手に動こうが見逃してくれよう」

「サルバーンへの対応は強気で構わんかの？」

「財務面からはどう見る？」

「未回収の債益がいくらかあるが、まあ当面は何とでもなる。グランツァとの緊張に割り込まれるよりはよほどいい」

「技術と人材の提携は解消されないだろうね？」

「あちらの復旧がままならんときとるからの。いざとなれば亡命もちらつかせりゃあよかろ」

「なら決まりだ。向こうさんには亀かめになっていただこうか」

　不敵に口端をつり上げたエリコの言に、ドライオンを始めとした一同が頷うなずく。

「これであらかたの議題は終わりだが、他ほかには何か？」

　もちろん、彼女の決定に異論などない。

　刻一刻と変化し続ける状況を、乱雑にも見えるほどの手腕で対処していくその姿を、ユアナはため息をつかんばかりに眺めていた。これほど輝かがやかしく見えるエリコという王器は、その昔どれほどの魅み力りよくを放っていたのだろうと思わずにはいられない。

「それじゃ、一時休きゆう憩けいにしようか」

　その声にほっと息をつき、ユアナは冷めた茶を、それでも注いで回る。そうでもしなければ、ここで何の役にも立っていないからだ。

　しばし、茶をすする音が雨だれに混じる。

「しかしエリコ殿。あんたは一体、いつになったら年寄りらしくなるんだね？」

「年を取ったらそうなるだろうさ」

　すげないエリコの切り返しに、揶や揄ゆの声を上げた初老の男はくっくっく、と見事なまでのナマズ髭ひげを震ふるわせた。その愉快そうに太鼓腹を揺する姿からは、男が台たい樹じゆの内政を一手に取り仕切る辣らつ腕わんの持ち主であるなど想像もできない。

「しかし、あんたも変わらんなぁ……どうだ、共にもう一度軍に戻らんかね？　老いれば老いたで、また別の発見があろう」

「やだね。今あんたの処方した薬湯を飲まされたら、それだけで死んじまう」

　隣となりで眉まゆ根ねを寄せたドライオンの表情に、エリコとナマズ髭は声をあげて笑った。その昔、彼ほどその効果だけは抜群の薬湯を飲まされつづけた者はいない。

　ユアナは、自分以外の全員が承知しているらしいその様子におろおろとするばかりだ。

「知らんかったかの？　ここにいるメンツは全員、直属部隊の出身なんじゃが」

　長身の瘦やせた男が、のっほっほ、とその禿はげ頭あたまを震わせる。その好こう々こう爺や然とした振る舞いにもかかわらず、台樹のあらゆる資産を一手に管理する立場にある人物であった。

　ユアナは、やはりうろたえたままに首を振る。

「あの、でも──」

「ああ、直属とはいうが数えるのも億おつ劫くうなほど遠とお縁えんでの。血のつながりなんぞは無いにも等しいが、まあそれでも『龍りゆう』の一族ではあろうよ」

　ぷるぷると震える禿頭の言葉に、ユアナは戸惑わずにはいられない。




『龍』──その血族がなぜ典礼上重視されるのかはほとんど知られていないが、その不文律は事実上無いにも等しい。

　どのように呼ばれようと『龍りゆう』は配偶可能な異民族にすぎず、現在の人間は、そのほとんどの血縁を辿たどれば『龍』にまで行き着いてしまう。一般人と直属部隊に入る者との差は、書類によって示せるか否かでしかない。




　何より、つい数ヶ月前に田舎いなかから出て来たばかりのユアナにとっては、ドライオンやエリコはそもそも殿上の人だった。彼らが天剣直属部隊出身であるなどと、知る由もない。

「あの頃ころから、このエリコなどは全く変わっておらんのよ」

「一番変わったのはドライオンだなぁ」

　ナマズ髭ひげの言葉に、ドライオンがまた渋い顔をして、皆が笑う。その和らいだ雰囲気に、ユアナは思わず訊きいていた。

「昔のドライオン様って……」

「信じられんかもしれんがの、この男は今ほど落ち着いてはおらんで、エリコにいつもどやされておったもんじゃ」

「やれ飯を作るのが遅いとか、気が利かないだとか──そうそう、極めつけなのがあってな、特にあれは傑作だった」

「私ゃそんなおかしなことを言ったっけ？」

　楽天的に首をひねるエリコと、苦渋に満ちたドライオンの表情が対照的で、ユアナはそれだけで吹きだしそうになる。

「ほれ、『龍』遺い跡せき発掘に駆り出された事があったじゃろう？　その時、ご本尊が無くなったとか騒さわがれて、土着の信者と争って怪け我がをして──」

「ああ、思い出した！」

「『弱い！』なんぞと面と向かって言うもんじゃから、わしゃコイツは鬼かと思うたわ」

「ドライオン様に？」

　あまりにもあまりな話に、ユアナは、吹き出しそうになるのを必死でこらえる。老人達は、その上機嫌を隠そうともしない。

　諦あきらめてしまったのか、元の涼しい顔で茶をすすりながら老天剣がぼそりと言った。

「誰だれにでも、未み熟じゆくな時はある」

「確かに未熟だったよ、あれは」

　エリコに畳み掛けられて一いつ瞬しゆん眉まゆを動かしはしたが、その表情はもう崩れることはない。

「それが今では天剣で、あれこれ拝まれたりもする。いやはや、我らが年を食うはずだ」

「天剣は、若わか葉ばだ」

　静かな面持ちのドライオンの言葉に、ユアナははっと身を固くする。

　その時、小さな沈ちん黙もくを破るように、どこからか歓声が上がった。離宮にまで響ひびき渡るほど人の集まる場所は、王宮にあってそう多くはない。

　誰だれもが笑いを収め、雨足が大きくなっていく中、ナマズ髭ひげが追つい憶おくに任せるように口を開く。

「あの少年は、昔のお前に似ているな……」

「……そうだ」

「会議は終わってないんだがね」

　席を立ったドライオンを咎とがめるでもなく、エリコはただ、ただ目を伏せた。

　その男は一度こうと決めれば、彼女の制止を省みることなどあった試しがない。

「俺おれの役目は、あの少年を天剣にすることだ」

　議場の大扉からすり抜けるようにして、朱黒服は夜陰に紛れてしまった。

　その行く先は、ユアナにも何となく知れた。

　優しい少年の、困った笑顔が目に浮かぶ。

「……頑固なことだね」

　茶に口をつけて呟つぶやいたエリコを見やり、ユアナはアユミを思わずにはいられない。

　若き日のエリコは、あの黄金色の輝かがやきを放つ少女に似ていたのではないかと、密かに想像してみる。『弱い』と言われたドライオンは、なぜか若わか葉ばだ。

　胸が苦しくなった。

「さて、それじゃ厄やつ介かいなジジイは放っておいて、もう少し実際的なところを詰めようか」

「うむ」

　胸の痛みは想像と共に会議が終わるまで消えることはなく──

　ユアナは自己嫌悪に陥った。
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　体技室は、歓声に満ちていた。

「ほいほいほいっと」

「ぅわ、わ、わわっ」

　右方向からのどこから出すかを決めていない蹴けりはフェイントであり、結局、適当に肩口へと出したそれをかわされると同時に踏み込み。退こうとのけぞった懐ふところへと軽く掌しよう底ていを突き出すと、足を踏まれた若葉は仕方なく右腕で受けざるを得ず──同時に。

「はいさ」

　ぐりん、と肩を支点に細身の身体からだが宙を舞った。

　そしてもう幾度目かの、床に叩たたきつける衝しよう撃げき。

「か……」

「まだまだだねぇ」

　悶もん絶ぜつし、声すら出ない若わか葉ばへと、ツォウは声を掛ける。

『なんだありゃあ！』

『腕一本でブン回したぞ!?』

　頰ほおを伝う汗を拭ぬぐう彼女に、賞賛が飛んだ。

　見慣れぬ闘たたかいに騒さわがれる中にあって、しかしツォウは、その面倒くさげな口ぶりとは裏腹の空恐ろしさを抑えずにはいられない。以前と同様、余裕のおまけで相手をしているように見せかけてはいるが、かなり危なくなっている。今の動きにしても、決め手こそ同じにまとめはしたがそこに至るまでの経過は複雑きわまりなく、組み立てを考える余裕はほとんどない。

　ただ、それでも負けはしない。

「おーい、いい加減一本ぐらいは取ってくんないと、あたしゃ困るんだけどねぇ」

「あうううう」

　ようやく情けないうめき声を上げる若葉に、ツォウは容赦なく畳み掛ける。

「ちょっとばかし、マシになっちゃいるけどさ」

「あうううう」

「グラードにも勝てないはずだねぇ、まったく」

『……おいおい、えらく下がった扱いだなぁ』

　周囲に上がった小さな声に見やれば、年配の兵士に肩を叩たたかれたグラードがあいまいな笑みを浮かべていた。彼は再編成によって警けい護ご局に配置されたが、そこでの評価はおおむね高い。

　元々が、旧天剣王器で上位にいるようなエリートには、あらゆる部局から勧誘が掛かる。その例に漏れずグラードはその実力を買われ、すでに中級以上の待遇を受けていた。

「も、もう一回、お願いしますぅ」

『……はは』

　ずりずりと這はいずってツォウの足にしがみつく若葉の姿は、闘とう技ぎ室中の苦笑を誘った。研修中という扱いの少年が第二百十九代天剣である事は皆が承知していたが、その姿はあまりに彼自身の肩書きからかけ離れていた。

　──何より。

「お願いしますぅ」

『若葉殿、もう少しその、天剣らしく……』

　何より、兵士にとっての天剣とはただ一人、第二百十八代ドライオンをおいて他ほかにはない。

　本人からの譲じよう位い通達すらが半ば冗談として受け入れられぬほど、絶対の存在であった。

　そして、それはとてつもなく大きな問題なのである。

　勝てないことよりも、よほど質が悪い。

「ったくあのジジイ……」

「……ジジイ？」

「ああ、こっちのことこっちのこと」

　蛙かえるのように引き伸ばされた姿勢から持ち上がるその頭を、もう一つ踏みにじって黙だまらせた。こんな場で前天剣ドライオンをジジイ呼ばわりしたとなれば、袋ふくろ叩だたきに遭あいかねない。

　軍に統合されてからこっち、ツォウは天剣を語る兵士の輝かがやく眼まな差ざしに、いささかげんなりとさせられていた。若い一兵卒ならまだしも、老練でならした師団長までもが同じように目を輝かせる様には、うんざりもしようというものだ。

　ただ、そんなことはこの際どうでもいい。笑われようが何をしようが構いはしない。

「……ただ、困ったねぇ」

「何がですか……ぶ」

　足の裏を必死に持ち上げようとするけなげな努力を、またも踏みつける。

「若わか葉ばちん、勝つ気あるかい？」

「あるに決まってるじゃないですか！」

「でも、殺す気はなさそうだねぇ」

「…………」

　若葉には、全くと言っていいほど進歩がなかった──それは、技や力にではない。

　田舎いなか村の穏おだやかな少年の、変わらぬ無む垢くな心。

「それじゃ天剣にゃ、なれないよ」

「……いくらなんでも、ドライオン様みたいになれるわけないじゃ……ぶ」

　力無く笑いかけた若葉の頭を、もう一度。

「それじゃ、誰だれかが死ぬだけさね」

　返事はない。

　ごり、と足の裏に力を加えるが、若葉は身じろぎしなかった。もちろん、この程度でどうにかなるような育て方を、ツォウはしていない。

「若葉ちんさ、つまりあんたは、まだ天剣であるって事がどういう事かを知らないんだ」

「……知ってます」

「いいや知らないね」

　ツォウの言葉には、いつしか苛いら立だちがこもる。

　周囲からも、いつしか笑いは消えていた。

「例えば天剣ドライオンさ。あのじいさんがそう呼ばれるためには、どれだけの人間をブッ倒して──ま、端的に言やあ殺してきたんだかね。若葉ちん、それをどう考えてるんだい？」

「ドライオン様は、違いま……」

「違わないよ。責めてもいない。それがどういうことかって訊きいてるんだよ。どうだい、至極簡単なことさね？」

　その時、ざわりと闘とう技ぎ場の空気が変わった。振り向いたグラードが、その場で固まっている。

　おおよそ気付いてはいたが、ツォウは構わずまくし立てていた。

「自国のためなら、何百人だろうと殺せる天剣や王器が人並み外れてるんじゃない。

　逆なんだよ。

　天剣や王器はそもそも人じゃない。この台たい樹じゆ国であり、護まもるものであり──その営みを支える力、そのものなのさね。本来、人の身では負うことなんかできやしないし、たとえドライオンのじいさんだってそれは変わらないんだ」

「なるほど、その通り」

『敬礼！』

　どこかから上がった声にその場の兵士全員が拳こぶしと膝ひざをつく、一致乱れない敬礼で応じた。グラードを始めとした新兵ですらが、一人たりとも遅れることはない。這はいつくばったままの若わか葉ばとツォウだけが、唯一の例外だった。

「手間をかけさせて済まぬ、ツォウ殿」

　たった一人、ふらり現れた朱黒服の老人は、この三十年というもの圧倒的な存在感でもってあらゆる兵卒の頂点にあった。仮に譲じよう位いされたとはいえ、その威い厳げんは全く損なわれていない。

「確かに〈天剣〉は私如ごときが負うてよい名ではない──だからこそ譲位したまでのこと。その決定に異議はありや？」

　さほど背の変わらぬ老人以外で、その場に立っているのが自分だけであることにさすがに気まずくなったツォウは、どっかとその場に座り込んだ。

　傍らでじたばた暴れる若葉の頭を、片手で抑えつけたまま言い放つ。

「ですぎた解釈とは思ってませんよ、あたしゃ」

　そっぽを向いたツォウに一いち瞥べつをくれたドライオンは、さして興きよう味みを示すことなく闘とう技ぎ場を見回しているようだった。すいすいと、水辺を滑るような足取りは静まりかえった体技室にあって音一つ立てず、降りしきる雨音だけが響ひびいている。

　かたり、壁かべにかけられた模も擬ぎ刀が外された。

「──やはりここは良い」

　そして。

「この鍛たん錬れんの場にいるだけで、正直、老いた身さえ引き締しまるようだ」

　それは、一いつ瞬しゆん。

　ツォウの目に、模擬刀の柄を手に馴な染じませるドライオンが、まるで若葉と変わらぬ新兵のように見えた。薄うすく、ほんのわずかではあったが、風雪に長年さらされた石のように穏おだやかな表情が、研ぎ澄すまされた笑みをほのめかしていた。

　背筋に、寒いものが走る。

　彼女が今まで感じたことのない、それは恐怖だった。記き憶おくの遙はるか彼方かなた、星せい霜そうの狭はざ間まですら感じたことのない恐怖と共に、ツォウはただ一人の老天剣を見やる。

〈天剣〉は人などではない。人如ごときが〈天剣〉と呼ばれるはずもない。

　ただ、それでも天剣ドライオンが、どこまでも本来の意味に近い存在として台たい樹じゆを護まもっていた事実は変わらない。

「それとも、この私までもが貴殿より劣っていると見られておるかな？」

「……は？」

　手にした模も擬ぎ刀をツォウに、投げてよこす。

「近ちか頃ごろは身体からだを動かすこともめっきり少なくなっておるし、ちょうど良い機会だ」

「……あのぅ？」

「ここはひとつ、手合わせ願えまいか？」

　体技室が、しんと静まり返る。

　痛いほどの注視と静けさの中、ツォウは引きつった笑いを浮かべるのみだ。いつの間にやら抑えつけていたはずの手から脱して、隣となりに陣取った若わか葉ばまでもが食い入るように見上げていた。不安と期待の入り交じったその瞳ひとみを見ていると、誰だれのために名高き天剣がこのような提案をしたか、自覚していないのではないかとも思えてしまう。

　ドライオンの思し慮りよはツォウではなく、傍らの若葉にしか向いていない。

　その思惑は分からないではない。〈天剣〉という存在を、このどこまでも鈍い少年に叩たたき込むつもりなのだろう。それは現在、彼女自身が切望していることだが、その相手をするのが自分となれば少々複雑だ。

　人の姿で振るえる力など、所しよ詮せんその程度に過ぎない。

　人の身で人を超えかけた存在になど、抗せるものではない──限りなく〈天剣〉そのものの意味に近い、台樹国天剣ドライオンになど。

　いささか筋違いだ、とツォウは思う。

　負けるのは好きではないがこの老人になら、とも。

　何より──




　それが、若葉という少年のためならば。




「……承知しました」

　そして体技室を、割れんばかりの歓声が包み込んだ。
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『私は、アユミ君の行方ゆくえを追う』

『あたしゃ、若葉ちんの側そばにいる』

　沼の畔で同時に目を覚ました二人は共に舌打ちし、またも同時に漏らしていた。

　そしてまた、ちっ、と重なる舌打ち。

『彼の苦労が目に浮かぶ』

『力及ばない師匠だねぇ』

　ずごごごご、と闘とう志しやら魔ま導どうやら殺意やらがまたぞろ燃え立ちかけ、そして消えた。

　日暮れた夕ゆう闇やみには、王都では珍しい小さな「……ぐぎょ」虫の声。

『我らの願いは、そう変わらんようだ』

『癪しやくには障るけど──そうみたいだねぇ』

　尽きせぬいがみ合いは奇妙な縁えんとなって残ったが、それは彼らが互いに見つけた生き甲が斐いゆえの産物だ。さもなくば、どちらかが消滅するまで──つまり永遠に、共存することなどできなかったに違いない。

　魔法によって生まれ、人ならざる力を有した身とて、〈天剣〉でなくば『龍りゆう』でもない。

　一人で生きてはいられない──万能からはほど遠い。

　だから。

『若わか葉ば君を頼む』

『アユミちんは任せたよ』

　二人の異形バケモノは、互いに小さな笑みを向けた。
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　刃の潰つぶされた模も擬ぎ刀が閃ひらめくたび、その足が蹴けりを繰くり出すたび。

　八年の間自らを叩たたき伏せ続けた、今ですら余裕混じりで軽くいなされる、ついさっきまで変わらず最強であったはずの、その女──

「先生!!」

　なすすべなく倒れた略軍装フオームはあちこちがちぎれ、どす黒く染まっていた。打たれていない場所などなく、動く場所もない。

　女は、ぼろのように転がっていた。

「先生っ!!」

　歓声はない。怒号もない。囁ささやく声すらない。

　広い体技室に千人を超えて詰め掛けた兵士達は、誰だれ一人として帰りはしない。

　動けはしない。

「ツォウ先生っ!!」

　ただ、若葉の叫び声だけが響ひびく。

　雨の匂においと音、そして若葉の叫び声だけが、狭くなった体技室に満ちる。

「離してよ、グラード──離せ！」

　羽交い絞めのまま吊つり上げられ、振り回した頭すら固められ、若わか葉ばは虚しく叫んでいた。

「あのままじゃ、先生──先生が死んだら、そうだグラード、お前だって殺──！」

「違うな」

　さあぁ……

　細かな雨粒が宮殿の外がい壁へきを打つ、その音が大きく聞こえるほどに、低く投げかけられる声は静かで、なによりも穏おだやかだった。

「ツォウ殿を殺した私を、お前が殺せておればこのようなことになりはしない」

　高く吊り上げられたまま、若葉は老いた天剣を見下ろした。高みから見下ろしているのに、全くそのように感じることはできなかった。むしろ、地に足がついていないことが恐ろしい。そうでもなければその漆黒の瞳ひとみに、その存在に吸い込まれるような気がしてならなかった。

　砥と石いしよりも穏やかに、対たい峙じした者の魂を磨すり減らせるかのような優しい眼まな差ざし。

「そして、死ぬのはツォウ殿ばかりとも限らん」

　その瞳に満ちる柔らかさ。

　死を与え、生を与えるための死。

「どうだ、殺してみるか？」

〈天剣〉──それは生死の決定を負うという、機能プロセスそのものだ。

　人と国すら分け隔てることもなく、ただ、等しく与え続けるその存在。

『龍りゆう』にも勝る、人の身には過ぎた役目プロセス。

「安心しな……」

　ずず、と我が身を引きずり、なお上がった声がなければ、若葉はその瞳から目を逸そらすことができなかっただろう。底なしの呪じゆ縛ばくから逃れるようにして顔を上げると、ツォウがよろよろと立ち上がっていた。

「せ、先生!?」

「……うるさいよ、子供じゃあるまいに」

「大丈夫ですか、先生!!」

「申し訳、ありません……」

　ツォウは、ふらつきながら頭を下げる。

「……参りました」

「よい腕であった。礼を言わせていただく」

「滅相も──」

　言い切らぬうちに力尽き、ツォウはふつりと崩れ落ちた。

　模も擬ぎ刀を預け、省みることもなく、ドライオンはやってきたときと同様ただ一人、熱気にむせ返る体技室をあとにした。その後ろ姿に誰だれの声もなく、ただ、兵士達の片かた膝ひざは一いつ斉せいに落とされていた。等しい畏おそれは、前天剣を絶対のものとして、未いまだ彼らの頭上に戴いただかせていた。

　その敬礼も忘れた若わか葉ばが、ツォウに駆け寄る。

　あまりに無惨な姿に躊躇ためらって、それでも抱え起こさずにはいられなかった。

「先生……大丈夫ですか!?」

「んなわけないじゃんさ……」

『おい、誰だれか救きゆう護ご班を……』

「そんなものぁいらないよ！」

　あえぐその姿を見かねた声に、ツォウは倒れたまま激しく言い放った。

　力の入らぬ手が、わなわなと若葉の頭を引き寄せた。痣あざだらけの腕が首に回り、確かめるようにしてその頰ほおを挟む。そして──

「いいかい若葉……あれが〈天剣〉の端くれ」

　その囁ささやきは、どこまでも優しい。

「あんたは、あのじいさんぐらいには……いや、もっと強くならなきゃいけないんだ」

　激しく首を振る若葉を、ツォウはがっちりと挟み込んで固めた。乾いて割れた唇を湿し、膝立ちのその耳元に口を寄せる。

「なるんだよ。でなきゃ、アユミちんだって探せやしない」

　その言葉にびくりと、若葉の身体からだが我知らず震ふるえる。あちこちが痣だらけの、擦すり傷だらけの顔を歪ゆがめて、ツォウは笑ったようだった。痛みですぐにしかめっ面になりながら、彼女はなおも若葉の頭を抱きかかえた。

　いつかの昔、小さな彼に初めて出会った、その時のように。

「アユミちんは、今、ちょっと動けない所にいるんだ。あたしやファナガンでも近づけやしない、そんな場所で、一人頑張ってるはずさ……」

　湧わき出す泉のような豊富な知識と、揺るがぬ岩のごとき意志。そして空間すら歪めるほどの圧倒的な魔ま導どうをもってツォウと互角に張り合うファナガンは、どう見積もっても並みの人間ではない。その彼ですらが寄せ付けられないなどと──

　若葉の頭は、ただ、クラクラと揺れていた。

「この台たい樹じゆでは誰だろうと、命を賭かけた〈王器〉に手は出せない。さっきのジジイだって、あのコの前では吹き飛ぶさ。悔しいけど、アユミちんはそういう存在になっちまった。若葉、天剣にすらなれないあんたなんかじゃ横に並ぶこともできやしないんだ……」

「……アユミ……が？」

『死ぬのはツォウ殿ばかりとも限らん──』

　そして、ツォウは震える頰をもう一度だけ、優しく寄せた。

「……がんばって」

　突き放すように離れ、ふらふらと壁かべを伝って立ち上がる。声を掛けることもできず、誰しもが黙だまったまま彼女を見送っていた。

　そして、ゆらりと立った若わか葉ばにも。

　グラードだけがかろうじてその手を摑つかんだが、力無く振り払われて諦あきらめた。

　若葉は、それまでもが優しく立ちこめた霧きり雨さめの中、降り止まぬ夕ゆう闇やみに姿を消した。




　グランツァの宣戦布告が公表されたのは、その日の夜遅くである。

　台たい樹じゆ国は、臨りん戦せん体制へ突入した。













　　Chapter　04　　シェルシステム







　いかな天剣王器出身者とはいえ、グラードは戦場において一介の新兵でしかない。

「哨しよう戒かい、行ってきます」

「おつかれさん」

　うだるような暑さに川べりで足を冷やしながら、熟年の兵士が一人、彼を見送ってくれた。

　国境を越えてきたグランツァ軍を迎え撃うつため、台たい樹じゆ軍は川の上流に一時展開したまま警けい戒かい態勢をとっている。盆地への入り端となるそこがとりあえずの前哨地であり、グラードの部隊もその一部として駐留状態にあった。

　宣戦布告からまだ二日と経たってはいないが、国境警備の砦とりではその侵攻先のことごとくが突破され、台樹軍は主力のほとんどを盆地周辺に集結させつつあった。国の趨すう勢せいを決める戦の作戦指揮を執るのは、開戦と同時に正式譲じよう位いされた若わか葉ばではなく、実績実力共に翳かげりの見えない前天剣ドライオンだ。若葉は前天剣に付き従う形で、一陣を任せられるという。

　万単位に近い兵が集う戦にあって、若葉がその位置を得ることに異議は差し挟まれなかった。

「あの新人が、な……」

　つい数日前まで共に天剣王器の一員として過ごしていた者たちも、そのほとんどが兵士として狩り出されていた。その中で最も経験の浅い若わか葉ばが天剣として自分たちを指揮するというのは、グラードにとって誇らしい反面、心の底では何か割り切れないものが残っている。

　不満というわけではなく、嫉しつ妬とでもない。

　現在では首脳の一角として引き回されている若葉の振る舞いは、微妙な変化を遂げているようだった。それは、一般兵がその姿を見る機会が減ったにもかかわらず、漏れ伝わるほどだ。

『しかし……』

　大まかに見渡した地形が地図上のものとかけ離れていないことを確認し、やや異なる場所には印を付けながら──グラードは、どこか鬱うつ々うつと考えずにはいられない。

　若葉の成長には、実のところそれほど意外な印象を受けてはいなかった。その事実を受け入れてしまっている自分や周囲のほうが、むしろ不思議に思えるほどだ。

『しかし……何故なぜだ？』

　天剣王器において、過去最高の成績を残したラスは『植生研究員』などという、温室の植物の手入れをするだけの閑職に就いてる。幾度か言葉を交わした折りに、彼がそのことに不満を漏らしたことはなかったが、その本意を尋ねてみたくもなるというものだ。

　なぜ天剣が若葉でなければならないのか。

　グラードには、それが何か、とてつもなく不ふ穏おんな事態であるように思えてならない。

『あの女も……』

　同じ疑問は、王器にも言える。

　新人の若葉と同じく、掃除の常連であったユアナがその座についた。ラスに次ぐ記き録ろく的なスピードでトップを奪ったアユミという少女は、地方に配されている事になっていた──

　表向きは、確かにそうなっている。書類上にも不備はなく、事実、その名を持った少女は労働に従事してもいる。

　だが、それはあの黄金色の、生意気な少女ではない。

　天剣王器が解体される直前、内部で彼女の身辺警けい護ごを命ぜられたグラードにも、その行方ゆくえを知らされてはいない。もちろん、警護の理由も知らされてはいなかったが、少女自身は自分が警護対象であることを了承していたようだった。

　アユミ＝ガーシュインは、天剣王器が解体された日から、その存在を非公式にされていた。その行方を知る者はないが、ただ──

　数日前の体技室で、前天剣ドライオンにうち負かされたツォウ元講こう師しは、何かを若葉に告げたはずだった。あの少年が呆ぼう然ぜんとするようなことがあるとすれば、それは直前にグラードを恐怖させた──アユミ＝ガーシュインに関することであるとしか思えない。そして、その後若葉は正式な天剣と認められ、宣戦布告がされた。

　短いつながりは、その端々に確としてあった。

　ただグラードには、それら全すべてがさらにどこかでつながっているような気がしてならない。

　天剣と王器には、まだ何かがあるような──

「ん……？」

　地図に書き込みを続けながら考えをめぐらせていたグラードは、そこでふと顔を上げた。

　目の前に広がるのは、昼なお暗い山地の中腹。振り向けば、駐留している盆地が見渡せる。暫ざん定てい夏季の熱気にぎらついて、それは目の前に広がっていた。時折山から吹き下り、抜けていく風が唯一の救いだ。ざわざわと、あまりの暑さに枯れかかった下生えが波うっている。

　何が聞こえたというわけではない。

　何が見えたというわけでもない。

　ただ、気配がした。

「どこだ……？」

　ざわざわざわ、と、草のこすれ合う音が大きく響ひびく。それ以外には何も聞こえない。真っ青に晴れ渡った空には薄うす雲ぐもがひとはけ、彼の一人立つ山肌を見下ろしている──そして。

　戦地に満ちるような殺し合いの気配ではなく、ただ淡々とした、冶や金きんの如ごとき気配がする。

　互いを鍛きたえるために、振りかざされる気配。

　しかし、音はない。

　ぞわり、と首筋がそそけ立つような気配だけを頼りに、グラードは進む。気の進まない、凍りつくような恐怖にも近い──しかし、なぜか確かな既視感だけが、王都ではあり得ない草むらに足をとられながら、彼をなおも進ませる。

「……っ……」

　一いつ瞬しゆんだったが、わずかに聞こえた。もちろん迷うことなくそちらへと向かい──

　そして、見た。

　下生えのほんの少しだけ開けた、狭い隙すき間まのような場所で、二つの鋼はがねが交わっていた。

　老人と少年──ドライオンと若わか葉ば。

　草間に影が流れ、純然とした力を伴って激しく火花を、そして魂こん魄ぱくの迸ほとばしりを散らせる。円えん環かんを閃ひらめかせた光を、歪ゆがめ、貫くようにして拳こぶしが撃うち出される。払われた膝ひざを自ら振り抜いて、さらなる剣けん戟げきへと肉体が捻ひねられ、繫つなげられる。あらゆる身のこなしが攻こう撃げきと防御を兼ね備えた、しかし紛う事なき必殺の剣と拳。

　殺気すらない死の気配。

　天剣の舞。

「ふ──」

　ずん、と叩たたきつけられる重い音すら聞こえるような掌しよう底ていが、若葉の腹を打つ。しかし吹き飛ばされることもなく、踏み込みに鈍りすら見せず、その剣が薙ながれた。掌底に身を合わされ、引かれた事に微み塵じんも慌てることなく、ドライオンの無造作な剣も、また振るわれる。

　背を滑り、若わか葉ばの剣は空を切った。その遠心力に身体からだを入れ替え蹴けりを放つが、同じく無造作に振るわれた腕がその方向を捩ねじ曲げ、そして再度、撃うち抜かれる掌しよう底てい。

「ぐ……」

　若葉は今度こそ、堪えることもなく吹き飛ぶ。

「急がねば、次の軍議に間に合わん」

　その際、わずかに腹をかすめた蹴りを気にすることもなく、ドライオンの構えは崩れない。

「来い」

「うああぁぁあっ！」

　打ちかかる若葉を、グラードは見つめていた。

　あらゆる戦いの、生死を等しく統べる老人に絶え間なく向かっていく若葉は、無様だった。天剣王器でツォウによって繰くり返されたように、幾度となく叩たたき伏せられ──

　そして、立ち上がる。

　思考も躊ちゆう躇ちよも何もなく全すべての力をかざして向かい、打ち倒され、また立ち上がる。

　老天剣の一撃は己の繰り出す全てをあっさりと上回るが、それを嚙かみしめるかのように、若葉はもう一撃をひねり出す。時にはパターンを組み替えた足技であり、あるいは無理やり繫つなげた剣けん戟げきだった。思考を越え、疲労を越え、荒く激しく無様ではあるが少しずつ、若葉の剣と拳こぶしが速く、多彩になっていく。

　そのたびごとに幾度となく、天井を知ることのない天剣の力と技が増していく。少年が立ち上がるそのたびに、台たい樹じゆ史上最強の天剣の力が伝えられていく。

　死すらを司るような、その剣戟──

『なんだ──これは一体、何なんだ──？』

　グラードの渇いた喉のどがごくりと鳴り、上うわ顎あごに舌が張り付いたまま剝はがれなくなった。

　声にならぬ声が、喉の奥で押さえつけられる。

『これは──本当にあの新人なのか──？』

　老天剣に狂ったように挑いどみつづける少年の姿が、果てしなく遠い。

　グラードは、天剣を知っている。

　生と死──自らを越えて下される、その力は逆らうことも許さず忍び寄る。かつて拝はい謁えつに際し対たい峙じした時、グラードはその事実を知った。『鍛たん錬れんせよ』という言葉に従い、淡々と鍛練を積み、その力を受け入れるべく自らの生死すらをも御した──そのつもりだった。

　だが、その矜きよう持じは今この瞬しゆん間かん、吹き飛んだ。

『──これが──』

　自身に迫りつつあった時から比べても、今の若葉はさらに格段の力をつけていたが天剣の前では児じ戯ぎに等しい。ただ、この戦いにおいてはその事実はさほどの意味を持たない。

『──天剣──』

　恐怖も、自らの下す死すらも見ていない。

　その力を受け継ぐことだけが自らに課せられた、何かに報いる手段であるとでも言わんばかりにただ立ち上がり、咆ほう哮こうすらあげて襲おそいかかるその姿は獣けものか鬼のようだ。さらなる力を求め、飢えたように何度でも立ち上がる。

　グラードが感じたそれは、絶望だった。

『──適かなわない──』

　バン、と破裂にも似た破は壊かい音が響ひびき渡り、老天剣の頰ほおに一筋の血が流れる。

　二振りの鋼はがねとその破片が粉々に、ぎらつく陽光を跳ね散らす。肉付きの薄うすい、しかし打ち鍛きたえられた鋼の如ごとき若わか葉ばの身体からだが、さらなる天剣の一いち撃げきに耐えられなかった双方の剣と同様、大地を抉えぐらんばかりに吹き飛ばされた。

「時間だ」

　半ばで断ち割られた自らの剣をちらりと見やったのち、ドライオンは若葉に声を掛けた。

　そして、何ごともなかったかのように本陣へと歩を向ける。

「……はい」

　げほ、と嘔おう吐とに近い咳せきを漏らし、もはや立つことすら苦痛であるかのようにふらつきながら、それでも若葉はドライオンの後を追う。

　後に残るのは、踏みしだかれた下草と鋼のかけら、そして任務と戦を忘れたグラード。

　吹き下ろす風にざわめき、ただ、揺れていた。




　　　　　　　　　　[image: ]　　　　[image: ]




「やあ、元気かい？」

『……そうでもないよ』

　黒い切片から現れた幻影のラス＝フラクティスは、疲れたように囁ささやいた。

『ラス＝フラクティスの魔ま法ほうは──『プラント』の限界は、早まってるのかい？』

「機能停止は時間の問題だね。兵員にはその兆候はないけど、こっちの体調も今ひとつだ」

『僕ぼくたちは、劣化の分だけ永く保たないのかな？』

「仕方ないさ。元々からしてあり得ない存在なんだから。この戦の間だけでも保つなら」

『ああ、それでも……』

「構わないさ……」

　今にも消え入りそうなその声を聞き、自らの内部でうねる痛みを堪えながら、ラス＝フラクティスは囁き返した。引き寄せた手近な椅い子すは過剰にクッションが利いて座り心地が悪かったが、そのまま深く身を預けた。

　乾き始めた血だまりが、ねっとりと、豪ごう奢しやな彫りの脚にからみつく。

『この期に及んで、議会はまだ侵攻を引き延ばすつもりなのかい？』

「今し方、片づいたところだよ」

　そして暗い、窓一つない密室の隅に横たわった、既にもの言わぬ男に目を向ける。

　大陸随一の大国をこの八年の間、一人で取り仕切ってきた男だ。智ち[image: 慧]けい深い弁舌と柔らかな物腰で知られていたが、最高議会の長チエアマンたる彼がいかにしてその地位を得たかを知る者は少ない。処理機構フイジクスとしてのシェルシステムと『プラント』に目を向け、衰退しつつある国力を盛り返さんと試みたのも、その彼ならではだ。

　ただ彼は、自らが生み出した可能性がどれほどのものを秘めていたかを見誤っていた。

　日に一度、彼が訪れる名ばかりの天剣執務室。

　すでに呼吸する人形でしかない、意志を持たぬはずの天剣に命を絶たれるとは──出しゆつ処しよの判らぬクーデターの発起人が囚われたままチエアマンの天剣であるとは、誰だれよりも彼自身が信じられなかったのだろう。疲労の濃こい顔立ちは苦く悶もんに満ち、驚きよう愕がくに見開かれた瞳ひとみは濁にごり、もはや閉じることはない。

　その彼を蒼そう眸ぼうが見つめ、さらに幻影が見つめる。わずかに肩をすくめ、そして苦痛に耐えながら、歓喜のため息をもらした。

　形ばかりとはいえ、長年を共にした彼への悲嘆は、ラス＝フラクティスにはない。

『ようやくだね』

「ようやくだ」

　人形となったまま八年を欺き続け、今、ようやく自らの力で忌まわしいその生まれを、彼という枷かせを、最高議会もろとも断ち切った。

　もはや戦いを──望む答えを得るためにしつらえた最後の戦いを阻む者は、ない。

「全すべての、故なき魂のために──」

『ああ、終わらせよう』

　ぶつんと、途切れた。

「ようやくだよ、ラス＝フラクティス──ようやくだ」

　幻影は終わり、天剣の蒼眸は静かに閉じた。

　その祈りは、足元に転がる男にではない。

　八年前、人形の殻からを脱して請こわれるままに多くの兵士を救い、その故に排されたグランツァ最高の魔術士ロジクス、この部屋の主──彼らのオリジナル＝ラス＝フラクティス、真なる天剣に。

「ようやく、このときが来た──」

　ラス＝フラクティスは、オリジナルの遺い産さんである『プラント』──システムとしては不格好な、しかし紛う事なき魔法によって生を長らえる、多くの同胞たちの元へと向かう。

　そして、最後の戦へと。
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　頭の中が隅々まで分解されたような、それでいてその全すべてが整然と把は握あくできているような、そんな不思議な感覚。

　目を開けても、映るのは水色の世界。濃こい水色の、滑らかな液体に浮かぶ自分自身。光の粒が常に満ち、それが順序と規律を保って髪を伝い──そのためだけに特化され、適合した、処理核プロセスの一部となった脳へと入り、そして出てゆくその繰くり返し。光の粒が湧わき上がり、伝うそのたびにエネルギーが生み出され、魔ま導どうへと、情報へと変換され送られる。

　黄金が広がり、光に融とけ、それは肌すら水色の世界の中で唯一確かな自分の姿だった。

　光の粒の一つは、水流を微調整する地下バルブの圧力であり、侵食された大地に還かん元げんするための雲に含んだ塵ちりの量であり、季節を通して流れようとする風の方向の全てであった。それらが終始光の流れバケツトとして、刹せつ那なの間に数億個もの勢いで入っては、修正されて飛び出していく。

　人の身体からだに収まった小さな脳は、熱を生むことすらなく処理しつづけている脅威をさほどのこととは考えていない。むしろ、いまだ遊んでいる古い部分で、その身体が液体の、シェルの外にあった時の記き憶おくに身を委ねていた。




　黒い瞳ひとみを潤うるませた少年が、すがりつく。

『もういいよ、やめてよぅ』

　振るおうとした腕にしがみつかれ、その隙すきに、組みしいていた少年が逃げ出した。隣となり町まちに逃げ込まれれば、そこはもう彼の領域だ。そうなれば二度と殴ることはできなくなる。

『僕ぼくもう気にしてないから、やめてよぅ』

『そんじゃあんた、その名前捨てなさいよ！』

　追おうとして、すがりついてくる少年をこづく。いつものことながら、それしきのことで少年は離してはくれない。

『ペンドラゴンの、どこがおかしいってのよ！』

　逃げた少年は夕ゆう闇やみの街角に消え、すでに見えなくなっていた。

　物珍しそうに見やる都会の大人おとな達に一ひと睨にらみくれてから、彼女は取り返したガラス玉を、少年の手に押し付ける。もみくちゃの乱らん闘とうにあったというのに、それは傷一つなくきらりと光った。

　夜の心細さには、その鈍い輝かがやきさえ暖かい。

『だってアユミ、怪け我がしてるじゃないか』

　ひりつく額ひたいに手をやる。少しコブになっていて、血も出ているがそれほどではない。

『女の子は、顔に怪我しちゃ駄目だっておじいさんも言ってたよ』

『そんじゃあんたがケンカしなさいよ、あたしじゃなくって』

『う、うん』

　彼女に殴られながら、少年はほっとしたように笑う。苛いら立だった彼女の頭突きに鼻血を噴ふいても、まだ笑っている。いつもそうやって頷うなずくくせに、また次に馬ば鹿かにされても少年は笑っている。だから、彼女が代わりに殴るのだ。

『帰ろうよ、アユミ』

　誰だれのせいだと思っているのだろう。

　誰のためだと思っているのだろう。

　なのに、少年はいつも自分から、最後にはにこにこと笑って手を差し伸べる。

『……うん』

　そして、彼女はおとなしく連れ帰られる。

　青く暗い空。赤い夕日。黒い影。

　少年の手が暖かく、熱い風が頰ほおを撫なでた。




　青い液体が、ごぼりと大きな気泡を吐いた。彼女の肉体が、ゆらりとたゆたう。

　シェルの中では、身体からだに収まったまま脳は分断されている。肉体という雑事からは切り離されている。だから少しの振動で、少しの流れで、彼女の身体はふわふわと揺れる。耳は液体に隔てられ、皮ひ膚ふの感覚も脳からは遠い。口にも鼻にも、感じられるのは水のような無味と、ゼリーのような感覚。

　ただ目だけが、水色の中から光を見ている。瞼まぶたも動かず、眼球も動かない。しかし、見ることはできる。時折揺らぐ体の位置から変わらぬシェルの外側で、彼女の御する無数に近い小さな魔ま導どうが情報の光を渦と成し、無人の中で張り切るさまが見てとれる。

　洞どう内ないに据すえ付けのスクリーンの中で、緑の光が明滅していた。基盤メモリのシェルフが林立した隙すき間まを、赤や黄色のダイオードがついては消え、シェルを囲んだ湖に昏くらく映り込む。

　退屈はしていなかった。脳の大部分は常に処理を続けている。ただ、面白いかと言われると少し困る。いくつか大きな地ち殻かく変動でも起こればそうでもないだろうが、それを抑えるのが自分の役目なのでもっと困るだろう。そもそも面白いという感覚すら、もうどれほど前に感じたものなのか思い出せない。

　すでに器うつわとなったこの身では、そのような事を望むのは分を過ぎるのかもしれない。

　記憶メモリだけが、処理核プロセツサとしての脳に許された唯一の素材だった。

「……それが君の望みかね？」

　じゃらり、とくぐもった音が伝わるが、彼女の聴覚はその音を処理しない。

　青く揺らぐシェルの向う、自らの黄金色の髪を映し出す光の粒の向う。スクリーンの緑よりはもう少しだけ淡い緑色が、彼女を見つめている。淡い緑の眼がん窩かの奥に、彼女と同じく黄金色の、しかし瞳ひとみではない光が瞬またたく。

　緑の燐りん光こうに包まれた、一人分の古びた骨。

「……それが、君の願いかね？」

　動かすことのできない瞳ひとみが、骨を見つめた。

　骨に知り合いはいないが、なぜだか懐なつかしい。

　その瞬しゆん間かん、それまでに数倍する光の粒がシェルの──彼女の足元から湧わき上がった。




　──サルバーン。召還魔法デイグレイズ。冥めい府ふの天剣。異形の王器。そして、オーバーロード。

　──異形同士の諍いさかい。流れ着いた地に腰を据すえ、過ぎゆく静かな日々。




　少しの昔、遠い国で起こったことから現在に至るまで、環境制御の要因として見え隠れする断片的な情報が、彼女の中に蓄積していく。地ち殻かくを変動させることこそできないが、幾ばくかの余剰知識を集めることぐらいは特権のうちだ。

　彼女はそれが──緑の燐りん光こうをまとい邪悪な錫しやく杖じようを掲げた骨が、自らの師である事を知った。

「私は、君の望むとおりにしよう──」

　ごぼり、と気泡が彼女を包んだ。
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「ラス＝フラクティス！」

　椅い子すを弾はじき飛ばしたユアナの声が、王器の寝所にこだまする。

「どうしたんだい？」

　開戦が告げられた後に彼女たちが為なすべき事はほとんどなく、その行く末を見守るぐらいしかすることがない。戦局に関かかわる実政務を司る高官達が離宮を、そして宮廷中をかけずり回る姿を後にして、二人の王器が落ち着いたのはやはり寝所だった。

　完全稼か動どうを始めたシェルから次々と送られてくる情報プリントアウトに目を通し、重要度の高いものから順にエリコへと送っていたユアナは、朱書きの書類に目を奪われていた。

「そんな──」

　三枚の写真が、鏡かがみのようにそっくりだ。

　顔色を変えたユアナの様子に、執務卓のエリコは身じろぎもせずに促した。

「……読んでみな」

「当該天剣候補に関し、現在対立中のグランツァ国における天剣、及び八年前に排された前天剣との極めて強い相関を示唆するものであり、シェルシステムの立場は限定的ながらもこれらを同一人物、もしくはそれに準ずる関係にあると見なすべく提言──」

　手が震ふるえ、読み上げる声がわななく。

「次いで、同最重要情報ワーニングの部分開示がなされたグランツァ国の同型シェルシステム、及びその出力制御による生成機構『プラント』に復旧不能の深刻な問題が生じたという予測を──」

　聞き慣れない用語に息を吞のんだユアナに、エリコはさらなる先を促した。

「原因については？」

「──これら異常稼動と見られる操作において、直前までのグランツァ国内部での意見は統一されており、状況によってはクーデターの可能性を指摘するもので──クーデター!?」

　ユアナのうわずる声に眉まゆを持ち上げたエリコは手元のプリントアウトを放り出し、一つため息をもらした。何かに耐えるように目を閉じる。

「……なるほどね。グランツァは、やはりこの季節に耐えられなかったらしい」

「あ、あの──」

　問いかけたユアナの目の前で、エリコは執務卓を離れ、大きく開いた窓外を見やっていた。

　見渡せる宮廷に、台たい樹じゆに、そして大陸全土に降りそそぐ暫ざん定てい夏季の日差しは、今日も強い。

　ふと、数日前までエリコ自身によって繰くり返された講こう釈しやくが口をついた。

「緩かん慢まんな悪化──でしたか？」

「……よく覚えてたね」

　散々教え込んだ仮想敵国の条件を呟つぶやくユアナに、エリコが微笑ほほえみかける。

「そう、国家維持に必要な物資やエネルギーの比率は、どんな国もさほどの差はない。

　だけど、小国台たい樹じゆと大国グランツァではその総数の桁けたが違うし、その影えい響きようもしかりだ。こっちで一人が飢えているんだとしても、向こうでは十人が飢えているんだから。台樹ならばトロッコが整備されてるから全員が少しずつ飢えれば済むけれど、なまじっか巨大なグランツァではその格差は偏在したまま修正できやしない。魔導技術フイジカルプロセスじゃトロッコ以上の交通手段は望めないし、導素斥力フイジクスのある限り、蒸気も火気も煩はん雑ざつに過ぎて危なっかしいからね。結果、電力だってろくすっぽ生めやしない。

　グランツァを大国たらしめた導素──『小さな力フイジツク』が、その首を絞めてるんだ。

　ばらまかれたままの、ほんのちょっとの格差はそうやってじわじわと開いていく。大船の底に空いた、小さな穴みたいなもんさ。穴の空いた船はそのまま突っ切る他ほかに道はない。船はそのまま少しずつ沈み続けて、陸地がない以上はどうやったって沈没する。グランツァの場合、それは一年と保たないはずだった」

　先日とは違い、その講釈は簡単には終わらない。聴かねばならない続きがある。

　訥とつ々とつと続けるばかりのエリコに、ユアナは、湧わき上がる不安を禁じ得なかった。

「しかし現在、グランツァは八年前の大戦から多少疲労してはいるものの、大国としての権勢を誇ったまま、台樹に戦を仕掛ける余力さえ残してる。暫ざん定てい夏季の影響において最も深刻な格差をどうやってごまかしているのかと言えば、それが『プラント』の存在だ」

「プラント……」

　その響ひびきは不安であり不吉でもあり、不ふ穏おんだった。

　それは何か、とても良くないことのような──

「グランツァは八年前の暫定夏季恒常化以来、自国の生産力のほとんどをシェルに──その超処理プロセツシング能力を応用した『プラント』に頼っていたらしい。その原理が魔術ロジクスだか魔導フイジクスだかは、所しよ詮せん『龍りゆう』の遺い跡せきだから判然としないが、とにかくその実体は文字通り──」

　──そう、それは。

　聞いてはいけないことのような。

「生命の複製──栽培プラントだ」

　エリコのその言葉は、薄うす暗ぐらい王器の寝所をぬるりと満たした。

　それは眩暈めまいにも似て、ぐるぐると行き場なく巡り続けるような。

「もちろん、シェルの本義は大規模環かん境きよう維持だからね。負担が大きい過剰出力に、何年も耐えられるシェルなんてそう簡単にあるはずがない。機構はともかくとして、王器プロセツサが保ちやしない。つい先だって正式に代替わりをしたらしいけど、その発見にしたって確率としては低いもののはず。ましてや同期しなければ意味のない〈天剣〉までも用意したとなると──」

「核プロセツサの同期──」

「グランツァ天剣と王器の擁よう立りつがあっただろう？」

「は、はい……」

「あのグランツァの議会が、大戦を起こしてまで掌しよう握あくした権力を今さら放棄するはずがない。隠し果おおせなくなったのか、本当にクーデターでも起こされたのか、あるいはもっと単純に行き詰まったのか──グランツァ天剣擁立の際に内部で何があったかは知らないが、とにかくシェルが報告するほど酷似した人間が二人もいるなら、考えられることはあるさ。

　いいかい。

　大戦後の状況からすれば、グランツァの資源は極限まで使い減っていたはずだ。本来環かん境きようを維持するためのシェルは、一極化したその存在自体が環境の変動要因なんだから自国の環境を制御しようがない。一度崩ほう壊かいした作付けは一年の間得られない。相打ちのサルバーンは論外として、隣りん国ごくから借りようにもグランツァは巨大に過ぎる──

　そして、グランツァはその一年を耐える術すべを持たなかった。手元にあるのはたった一つの役立たずな導素制御装置シエルと連続使用できない『プラント』だ。偶然次々核プロセツサが見つかるなんていうのを無視すれば、考えられる可能性は限られてこないかい？　他ほかに方法のないそんな状況なら、私だってまずそれを考えるだろうけどね」

「どう……いう」

「グランツァは『プラント』の連続稼か動どうをさせたんだろう」

「でも、それは核プロセツサ──〈王器〉が！」

「だからこそ」

　思考が追いつかずに狼ろう狽ばいするユアナの手から、腰掛けていた窓辺から身を起こしたエリコは硬い表情のまま、書類を抜き取った。




「〈王器プロセツサ〉を、『プラント』から幾つも生み出したのさ」




「〈王器プロセツサ〉を──生み出す？」

　ユアナの脳裏に浮かぶのは、一人の少女。

　寂しそうに、しかし笑ってシェルへと統合された、黄金の輝かがやきを持つ真なる王器プロセツサ──彼女がいなくなれば、シェルは再度停止する。

　しかし、同じ人間が何人もいれば──たとえ、無茶をしても、その代替が利くのなら。

「まさか──そんなこと」

　見上げたエリコの表情からは、普段の厳きびしくはあれど優しい面影は消えていた。

　それは、国を背負った王器の顔。

「自国のシェルが壊こわれた今、グランツァが狙ねらうのはシェルしかない。天剣王器の複製を、天剣王器に送ってきたのも何か思惑があっての事だろう。おそらく同期による情報漏洩リークがされていると見ていいね」

　天剣王器史上最高の成績を残した少年の蒼あおい瞳ひとみが、プリントアウトから見つめてくる。

　その二組の眼まな差ざしには、一部の違いもない。

　そして連れん鎖さするように思考のどこかがつながり、警けい告こくを発し始めた。

　視界が狭まるほどの緊張に、カタカタと手が震ふるえた。

　くしゃりと、その手の中の柔らかい蒼そう眸ぼうが握り潰つぶされる。

「ラス──派遣先をわざわざ希望したって、それ──」

　叫ぶ。

「アユミちゃん！」

　タイトな王器の略装が悲鳴をあげたが、ユアナは構うことなく寝所を飛び出していった。

　そしてエリコもまた、そのあとを全力で追っている。

「まったく情けない話だ──お互いに」

　もちろん彼女とて、落ち着いていられたわけではない。

　ただ、〈王器シエル〉はグランツァと台たい樹じゆの双方にとって極めて重要であり、人の手によって危険にさらされることはないはずだった。いずれの国が滅びようとも、〈王器シエル〉は、そしてプロセッサとしての少女は人柱として残されるだろう。

　ただ一つの場合を除けば、の話ではあるが。




　王宮脇の見向きもされない温室──その地下では、シェルが静かに稼か動どうを続けている。
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「私は、君の望むとおりにしよう──」




　ファナガン＝ウェスポールという名は、実のところ彼の持って生まれた名前ではない。

　それは、彼がこの世界に意味付けられた際の契約ロジクスだ。狂える聖職者の魔ま術じゆつによって、この世ならざる存在が肉体に縛しばりつけられた忌まわしい名でしかない。結局、彼は肉体という束そく縛ばくには適応できたものの、その名を縛られることにはいつまでたっても慣れることはなかった。

　魔術ロジクスの司る物理事象フイジクスそのものは、〈完全〉なる世界の一側面でしかないが、魔術の生み出す言葉──不完全な『完全言語ロジツク』はそうではない。

　名テクストとは言語ロジクスの精髄であり、たとえ不完全であろうとも〈完全ロジツク〉の一端には違いなかった。そして肉体を持った人として過ごすにつれ、その名は彼という存在を顕あらわす戒めとして徐々に力を増した。意思と肉体とが一つの単位として、そのファナガンという名で認められるにつれ、彼は苦痛に耐えなければならなかった。多元構成された閾いき下か領域における彼の存在は一定の意味そのものだったが、力の根本は、魔術ロジツクによる現出を許した時点で失われてしまった。

　魔法デイグレイズという精神単位により彼を召還した人間は、そのことを理解できないという矛盾した存在であった。要求を突きつけるためだけに、遙はるか低次の肉体などに縛しばるしかできない哀れな存在であった。何よりも、その人間へと堕デイグレイズしてしまった己が哀れであり、惨めだった。

　そもそもそのような感情を抱くことこそが肉体の限界であり、人としてのファナガン＝ウェスポールの苦悩であった。苦悩から脱却するための方策を求め、結果の知れた望まぬ実験にも手を貸した。その度に新たな知識が、科学とも魔導とも呼ばれる知識が積み重なり、彼はそれがこの肉体において通用するいくばくかの真理ロジツクのかけらであることを理解した──それが魔術ロジクスにすら及ばぬ、〈完全ロジツク〉からはほど遠いものに過ぎなかったとしても。

　そして、彼を生みだした聖職者が実のところ何を望んでいたのかを理解した。

　理想も国家もない、何のこともない、それは感動的なまでに素朴な発想であった。

『前文化の遺い産さんという不可知に対し、同じく不可知の存在でもって応じれば、それは人間というありふれた存在を使用するより良いのではないか』

　──素晴らしい。

　同じく不可知の存在ツオウを王器プロセツサとしたシェルを奪い取り、大戦の最中にもかかわらず、自らを〈天剣〉として発動させたのはそのような経過の末であった。素朴な発想を習ってみたのだ。

『不可知の王器によって不可知の〈天剣〉が発動すれば、この肉体フイジクスを消し飛ばせば、ファナガンという呪縛ロジクスから逃れられ、還かえることすらできるのではないか』

　結果は、うまくいったようでもあり、失敗したようでもあった。

〈天剣〉によって肉は消し飛んだが、骨は残った。力は錫しやく杖じようとして、知識は燐りん光こうとして。

　何より、ファナガンという枷かせが残っていた。彼という存在フイジツクは、すでにその枷ロジクスなしでは成り立たなくなっていた。認めなくては消えるしかないと、〈天剣〉の光は彼に悟らせた。

　そのことに気付いた時、ファナガン＝ウェスポールは人として生きることを選んだ。たとえ骨の実体となろうとも、彼はすでに人の枷から離れることはできなくなっていた。







　その空間は昏くらく、そして静かだった。

　導素と電子が乱れぬよう細心の注意を払われ、剝むき出しのケーブルと基盤メモリが寄せ集められたメタルシェルフが林立する。黒くそびえるシェルフを彩る小さな灯あかりが、ぐるりの壁へき面めんと小箱の上で、光の円陣を成していた──そして。

　氷のように冷たい闇やみの湖に浮かぶようにして、王宮の地下には青の光柱がそびえている。

「やはり、聞こえはしないか──」

　その中にたゆたう黄金色の少女は、かつての彼が知るシェル──サルバーンでその役割にあったような異界の存在などではない。

　大規模環境の維持を果たすため、あらゆる地上の情報を含む光の粒の中に、昔から変わらぬ黄金色の髪を泳がせる、彼の愛まな弟で子しだ。

　問いかけてはみたが、やはり返事はない。

　しばし考え込んだ彼は至極人間らしい思考フイジクスの末、アユミを助け出すことに決めた。

　躊ちゆう躇ちよなく錫しやく杖じようを叩たたきつけようと振りかぶる。

「おっと困ります、ファナガン講こう師し──」

　ざばり……

　シェルを取り囲む冷却湖に膝ひざまで浸かったまま、ファナガンが見上げた先には、地下空くう洞どうの薄うす暗い空間にあって、なおも白く揺れる銀髪。水際の蒼そう眸ぼうに、青く輝かがやいたシェルが映りこみ、薄く閃ひらめいていた。

　冷たさを感じぬ骨ロジクスの身に、寒気が走る。

「その杖つえを下ろしてもらえないと、本当に困ったことになりますが」

「……ふむ」

　シェルへ叩きつけようと再度振りかぶるファナガンは、目に見えぬ力によって動くことを封じられた。緑の燐りん光こうが、異常なまでに圧搾された導素斥力フイジクスとその流れに悲鳴をあげている。大気擦さつ過かなどとは比べものにならぬほどの圧力と熱量に、錫杖が赤熱し始めた。人の身ならば骨ごと蒸発するほどの、その密度。

「この国やかの国の行く末などに、興きよう味みはないのだがね」

「〈天剣〉発動というのが、一番すっきりした結末には違いないんです」

　ぎしぎしと空気までもが軋きしみをあげる中、ファナガンは時間をかけこそすれ、さほど苦しむ風もなく顔を上げた。見上げた少年の表情には、少なくとも、異様な骨と化している彼に怯おびえた様子は微み塵じんもない。

「全部フッ飛べば後腐れがない」

「〈天剣〉は、シェルの基幹機能──エネルギー集約処理の応用に過ぎん。わざわざ〈王器プロセツサ〉を消耗してまで起こす価値があるとは、到底思えんね」

「かき集めた膨ぼう大だいなエネルギーを収束させ、その処理を外部処理核プロセツサに預託し放出、全すべてを無に帰す強制排除システム〈天剣〉──その後には再建と維持がこの上なく楽になる。大規模環境維持サーブシステムとしては、最善の解決法では？」

「ふむ」

　顎あごに手をやろうとして、魔ま導どうに縛しばられていることを思い出したしたファナガンに、少年が小さく微笑ほほえみかける。

「彼女のシェル統合応おう諾だくには、その事態が起こることも含められているはずですが」

「起こさせはせんよ──」

　ファナガンはそれ以上答えず、ただじっと、青い円筒の中で水草のように揺れ続ける少女を見つめていた。両手を広げたほどの青の円筒の中で、幾筋もの黄金が広がった。シェルの水流はその時々によって微妙に変化しているのか、黄金はうねるように彼女の身体からだを覆おおい隠し、また広がる。

「しかし〈天剣〉でも使わなければ、グランツァの全軍侵攻など止められないでしょう？」

「──えらくなめられたもんだね」

　ゆらり、と基盤メモリシェルフの影が揺らぐ。

　現れた王器エリコの声は、老いてなお減じないその覇は気きを、湖に震ふるわせていた。

「台たい樹じゆは小国だが、精せい鋭えい揃ぞろいで有名なんだ。手負いのグランツァ程度なら、わざわざ〈王器〉を潰つぶしてまで対抗せにゃならんなんてことはない」

「それはシステムが──ひいては彼女が判断することです」

「ラス、あなた、やっぱり──」

　息を乱したエリコを脇わきで支え、シェルフの陰からユアナの声が上がる。

　地下洞どうを占めるシェルに圧倒されながらも、彼女とて黙だまってなどいられなかった。

「たとえあなたがグランツァの天剣でも、私は構わない！　『プラント』っていうのが本当だって──だけど、どうして!?」

　その叫びに小さく一いち瞥べつを振るい、しかし少年──ラス＝フラクティスは動じない。

「グランツァを台樹にぶつけて何があるの？　あなただって、天剣王器の一員だったのに！」

[image: ]

　悲痛な問いかけに、その蒼あおの半眼が少しだけ震ふるえ、思い出に浸るように閉じた。

「天剣王器──うん、あれはなかなか楽しかった。なかなか原始的な方法ではあったけど、シェル適合の要素が抽出選定されて。みんな無邪気だったね──うん、無邪気だった」

「……要素抽出？」

　不気味な響きに、ユアナは身を硬くした。

「シェルが高出力をもって受け入れる可能性は、その血が純種に近いほど跳ね上がるんだよ。例えば『龍りゆう』に交わることのなかった人間の流れがそう」

「『龍』って、あの大陸在来の……？」

　エリコの声は未いまだ苦しそうにあえぎ、その背をさするユアナに、受け継ぐようにラス＝フラクティスの声が向けられた。

「『龍』と『人間』、そして『神』。創世紀に登場する彼らは非常に似通った、亜種関係にあった。それらが互いに混じり合い、雑種を形成したものが今の人間──それは、秀才の君ならもちろん知っているはずだ」

　軽く放たれるその言には、淀よどみがない。

「だけど、その過程においては綿密な計算がなされたはずだ。雑種が形成される理由なんて、より高い生存の可能性を模索する──その一つしかないからね。

『人間』の魔ま導どう、『神』の魔術、そして『龍』の何か。その昔、この大陸で生き残るためにはそれらを兼ね備えなければならない時期があったんだよ。全すべての生命種属が潰ついえてしまうような危機と共に。

　だから、その可能性を突き詰めるための〈王器シエルシステム〉には、純種により近い媒体が選ばれる。彼女の場合は強制排除システム〈天剣〉の発動に、その対象たる彼の『龍』の血が適合するかどうかがちょっとした問題だったみたいだけれども」

　ちらり、光柱を見上げてラス＝フラクティスが浮かべたその笑みは、ユアナに激しい既視感と焦しよう燥そうを覚えさせた。

　それは全てを受け入れた──王器の微笑ほほえみ。

「要素抽出は、そのための前準備だよ。例えば僕ぼくは、『人間』と『神』の属性の中から、さらに王器として受け入れられる要素だけを抜き出した、『プラント』による純粋な培ばい養よう種なんだ。天剣王器はそれを出自で選り分けていただけのこと──どちらにしても、台たい樹じゆはこれで田舎いなか国家卒業だ」

「わ、私には、そんなのわからない──」

　ただ啞あ然ぜんとして、ユアナは口にした。

「私はただ、天剣王器で皆と勉強してて、それで喜んだり、辛つらかったり……」

　言われている事のほとんどが、理解できなかった。いや、理解を拒んでいるという方が正しいのか。光すら映さぬ蒼の半眼を細めて語られるその話は、突飛というよりは狂気に近い。

　せめて魔ま法ほうとでもいうならともかく──

「そう、それが魔法デイグレイズ」

　見透かされた。

「そしてこれが、『神』の真理ロジツクのひとかけら」

　わからない。

「無邪気だったろう？」

　ユアナには、わからない。

　青と黄金が光の粒の中できらめく円筒を、ラスは見上げている。過ぎ去った日に思いをはせる銀髪の少年が狂っているようにはどうしても思えず、ユアナは混乱した。向けられる静かな笑みは、何一つあの頃ころと変わらぬラス＝フラクティス──それは、グランツァ天剣でもある。

　シェルを見やるその半眼が、ふと寂しげに微笑ほほえんだ。

　彼は、狂ってなどいない。

「やめて……」

　事実なのだ。

「いくら『龍りゆう』の遺い跡せきでも、シェルでも、魔術でも、たとえそれが魔法だとしたって、同じ人間を何人も創つくりだすなんて──」

「できるさ。だからこそ、僕ぼくがここにいる」

「許されないわ！」

　耳をふさいで座り込み、ユアナはただ、湧わき上がる嫌悪感と嗚お咽えつに身を任せていた。熱い固まりのように、涙と吐き気がこみ上げて、止まらない。その震ふるえる肩をいたわるようにして抱き、エリコが少年を睨にらみ上げた。

　そして、地に低い声が響ひびき渡った。

「……魔術の根底には、再構成ロジカライズという概念がある」

　緑の燐りん光こうが、その強さを増し、ばつん、と束ねた鋼こう線せんを引きちぎるような音。

　澄すみやかな湖面に緑の燐光を這はわせ、古く灰色を帯びた骨が強固な魔ま導どうを引き剝はがし、鳩はとと蛇へびの絡まった豪ごう奢しやな錫しやく杖じようをぴたり、岸辺のラス＝フラクティスに据すえていた。

「言葉を理解する、というのが一番わかりやすい例だが──つまり広義の魔術とは、媒介を通して伝わった意味が、それ自体の複製を再構成ロジカライズされるプロセスそのものを指す。

　媒介を言語とするならば、声によって聴き伝わったその意味を、脳がその内部で再構成すれば『理解』となるだろうし、魔術士が適切な意味充塡を施して空間に再構成させれば、それは物理的現象──すなわち存在フイジツクになる。古いにしえの『大回帰グランドリバージヨン』により人間は言語という『神』の魔術を手にしたが、交雑によってより『神』の属性に近くなった魔術士ロジクスは、これら世界に満ちるあらゆる現象を生に近い存在として──あるいは意味ロジツクそのものの感覚として捉とらえることができる。そしてそれ故に、己の言葉ロジクスから任意存在の構成を作り出し、空間なり相手なりに再構成して伝えることができるわけだ」

　目の前に佇たたずむ──それは今さらながら異質な存在である──骨の低い声に、ユアナは聴き覚えがあった。

「ファナガン……先生？」

　かつて教えを受けた巌いわおの如ごとき講こう師しとその骨を結びつける事ができず、混乱は深まるばかりだ。

　しかし、そんな彼女の様子にさほどの気をかけることもなく、ざばり、水をかき分けてファナガンはその水際、半眼のまま佇むラス＝フラクティスの方へと向かう。

　共に、恐れるような様子はなかった。

「ところで、この空間に作用する魔術ロジカライズを突き詰めると、夢のような話が浮かび上がってくる。

　言葉ロジクスに宿る意味ロジツクを己の望むとおりに組み上げれば存在フイジツクが生まれる──その存在が物理現象フイジツクだけにとどまる必要はないはずだ。その段階まで辿たどり着いた魔術ロジツクは、この世に存在しうるあらゆる物質を事実上の無から生み出す、あたかも現出装置マテリアライザーと呼ばれるものにさえなるだろう。理論上は、この世界全すべてとさえ互換する『完全言語ワールズロジツク』すらが存在すると言われている」

　一歩ずつ、生身ならば数秒で痺しびれるような冷たい水だったが、骨の身には関係ない。湖面を滑る燐りん光こうだけが、その緑を明滅させている。

　湖の縁ふちに足を止めたファナガンは、蒼あおい半眼を見下ろすように、その眼前に立ちはだかった。

「さて──ここで一つ仮定を立ててみよう」

　低い声をさらに潜め、さらに続ける。

「血統的に優れるサルバーンですら、その魔術は物理干渉の次元に留まっているわけだが──

　今ここで、無から存在を生み出せるほどの優秀な魔術師がいたとしよう。その魔術による存在の複雑さは、処理をゆだねられた解析能力に比するだろう。人間程度の構造解析能力では『完全言語ワールズロジツク』などいうに及ばず、現出装置も望めはしない。生物のような比較的高度な存在を再構成することさえ、導どう素そ機器の処理能力を借りたとしても難しい──だが、それは現在我らが開発できる導素機器での話だ」

「シェル──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたユアナの回答に、ファナガンはかくかくと、満足げに顎あごを撫なでた。

「その通り。シェルとして──『神』の直系に近い、原初の血の濃こさを持った〈王器プロセツサ〉を完全に喰くいものにして初めて、『プラント』は成立する。それはグランツァほどの大国さえもが食いつなぎ、永らえられるほどの恩おん寵ちようを生み出すことだろう。無論、その〈王器〉は常に魔術の行使と導素処理の疲ひ弊へいによって消耗され続けるわけだが」

「そう、許されないんだよ──本来なら」

　ぎりり、と歯さえ食いしばるユアナの様子に、エリコは、一人ごちるようにシェルを仰ぐ。

「グランツァの最高議会は、そうは思わなかったらしいけど」

　ぽう、とまた一つ、シェルの足元から光の粒が生まれ、そして散った。

　青の光柱の中では、ごぼり、黄金色の少女がその泡の流れのままに、身を任せていた。













　　Chapter　05　　ペンドラゴン







　悲鳴と怒号と血と煙。

　敵も味方もない兵士と、踏みにじられた死体以外に戦場にあるのは、ただそれだけだった。

「うおぉおお！」

　全力で振るったグラードの剣は軽装の兵士をかすめ、避よけたために体勢を崩したその頭へと、そのまま叩たたきこむ契機となった。血と脂でもはや棒と化した剣から、ごきりと骨の砕ける手ごたえが腕に伝わる。その硬さに剣が、そしてグラードの骨が軋きしみをあげる。握力はその手てごたえに痺しびれきり、縛しばりつけたバンデージが辛かろうじて剣の重みを支えていた。

　そこで息つく暇もなく、陣という概念のないグランツァ兵に横から組み付かれたグラードは足一本でかろうじてこらえる。そのまま、振り上げた剣の柄をむきだしの首に叩きつけると先ほどの兵士の血やら脳のう漿しようやらが降りかかり、視界を朱に染めた。

「くそっ！」

　戦場で倒れれば、全すべてが終わりだ。それは、最初の数分で実感として身に染みていた。戦とはつまるところが殺し合いであり、反応の遅さが即、死を招く。

　無理な力がかかるのを承知で、そのままガンガンと殴り続ける。ほんの少し力の抜けた隙すきをつき、振り回して離れると同時に剣を叩たたきつけた。

　十度目の嫌な手ごたえで、ずるずると、組み付いたままの姿勢で中年の兵士が崩れ落ちた。

　恨めしげに裏返ったその目に舌打ちし、グラードはようやく息をついて見回した。

　とりあえず遊ゆう撃げき陣──小隊よりも小さい五人ほどの集まり──には、大きな負傷者はいない。こちらの三陣に対し、相手は一小隊。それも、半分近くに減っている。

　ならば、方針は決まっている。

「離脱するぞ！」

　肩口を押さえた兵士をかばいながら、グラードは己の所属する陣に指示を飛ばす。本来なら三陣で取り囲むのが理想的だったが、今の状況はあまりにも本陣が手て薄うすになりすぎていた。

　歴史上、常に少数で渡り合ってきた台たい樹じゆ軍の遊撃陣は兵が散開しやすい代わりに、一点を突かれると突破される傾向にある。ただ、いかにその本陣が突破されそうになったとしても、そこには必ず天剣がいた。研ぎ澄すまされた局所攻撃を単隊食い止めるその圧倒的な力があってこそ、遊撃陣が主体であるにもかかわらず台樹軍は強固と呼ばれている。

　グラードの位置からは、その本陣へ鋭えい角かくに切り込む敵集団がしつこく食らい付いているのがわかった。何層かに分かれた布陣が中央の一線を軸として、絶え間なくスライドを繰くり返し、何とか食い止めてはいたがいつまで保つかはわからない。東を固める天剣は絶対の信頼を置かれるドライオンではなく、このほどその地位に就ついたばかりの経験浅い若わか葉ばなのだ。

「何とか保ってくれよ、天剣！」

　そう叫んで先を急ぐグラードの姿に苦笑しながら、他陣の兵士達も必死で本陣へと向かう。

　多勢に無勢なのは、誰だれしもが理解していた。




　グランツァ軍の第一波は、予想通り林を目指して山から一体となって駆け下りてきた。遊撃主体の陣に対し中央突破で盆地を目指す、その読み自体は外れてはいない。

　台樹軍は盆地の東西を包むように展開することを選んだが、小さいとはいえ川が横切っているため、どうしても軍を二つに分けざるを得なかった。そこで、敵にとって比較的越えやすいと思われる西側をドライオンが、東側を若葉が固める方針をとった。グランツァが緩ゆるい峠とうげの連なる西側に全軍展開した場面も想定に入れ、ドライオンの西本陣は当初の予定よりもその兵力をやや厚くしていた。

　そして現在、その布陣は完全に裏目に出た。

　東のやや切り立った、守るにも陣を分けねばならないほどの険しい山峰から、グランツァの全軍に近いと思われる兵力が一いつ斉せいになだれ込んできたのだ。それはあまりに予想より多く、多少余裕を持って構成された程度の東天剣陣は、終始押され続けていた。

　ようやく西側の兵力がその事態を知った頃ころ、さらにもう一波がまたも東から攻め込み、すでに本陣まで到達されていた東の戦場は完全な乱戦となっていた。グラードも所属上は本陣だったが、戦地が徐々に後退を始めるにつれ引き離されつつあった。

　開戦からわずかに一刻あまり、台たい樹じゆ軍にはすでに敗戦の匂においが漂い始めていた。
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「オリジナル＝ラス＝フラクティスは、僕ぼくが知る限り最高の魔術士ロジクスだったよ。ほぼ独力で、魔法にも等しい力を練り上げるほどの、ね。繰くり返される再構成ロジカライズに劣化してしまったけれど、僕もその力の断片ぐらいは受け継いでいるらしい」

『カン』の告げる同胞たちの奮戦ぶりに、ラス＝フラクティスは夢でも見るように呟つぶやく。

「それまで最高議会コングレスの飾りでしかなかったグランツァ天剣は、その希有な魔術士としての能力をあの大戦の『双極発動』によって見いだされ──あとはファナガン講こう師しの仰おつしやるとおりだ。彼は〈王器シエル〉に統合され、生の全すべてを費やし、機械のように魔術を紡ぎ続けた。ラス＝フラクティスの魔術と〈王器〉を組み合わせた魔法マテリアライザー──『プラント』が生んだラス＝フラクティスの複製は、さらに要素抽出され、再度自国を支える『プラント』の〈王器〉となり、同期した表向きの天剣となり、傀かい儡らいとなった。グランツァという国を救うために──そう、彼女と同じように」

　す、と指さした先では、シェルの御す光の波が、静かにその流れをくねらしている。

「……あの子は、そんな風にさせやしない」

「畏おそれを知るあなたを尊敬しています、王器エリコ──だけど、彼女もやはり同じです」

「いいや……違うね」

　エリコは歯を食いしばった。その決断を下した、自らの責務だと知っていたからだろうか。湧わきあがる嫌悪と癇かん癪しやくにも、自分でも意外なほど耐えられる。だからだろうか？

『胸を張れ』

『俺は、お前についていく』

　頑固極まりないあの男なら、たとえ彼女が地獄に堕ちようと黙だまってついてきてくれる──そう信じていた。だからだろうか。

　そしてエリコは、ここにいたって初めて、普段と変わらぬ不敵な笑みを浮かべた。

「あの子にはまだ、生き残る目がある。ラス＝フラクティス、あんたの情報がグランツァから漏れたって事はつまり、そういう事じゃないのかい？」

「本当ですか……？」

　嗚お咽えつを飲み込んで問うユアナの口調にも、すがるような響ひびきがこもる。

「無茶ってのは、そうそう利くもんじゃない。言っただろう？　この開戦は、グランツァ最高議会にとっては新たなシェルを得る戦いでもあるんだ。『プラント』や過か動どうを続けたグランツァのシェルは、その機構自体が限界を迎えたのさ」

「そう、暫ざん定てい夏季はもう終わる。サルバーンにシェルはなく、全すべての環境バランスは正常な状態に戻るでしょうね」

　吐き捨てるように漏らしたエリコを見つめ、ラス＝フラクティスはもう一度、その見えぬ瞳ひとみを、黄金と光の戯れるシェルへと向けた。

「彼女が解放されるためには、あとはただ、台たい樹じゆがこの戦に勝てばいい──それだけのこと」

「まるで勝ってほしいとでも言いたげだね……」

　一番難しい事をあっさりと言われ、しかし同時に湧わいた疑問にエリコが問う。

「グランツァとしてはシェルが欲しいんだとして、ラス＝フラクティス──グランツァ天剣殿の狙ねらいは、一体何だい？」

「ケリをつけたいんです」

　ラス＝フラクティスの口調に熱はなく、むしろ苦しげに、それでもどこか、醒さめたものだった。

　まるで何かに苛さいなまれてでもいるかのように。

「そろそろ、はっきりとさせたほうがいい。全てのラス＝フラクティス、『プラント』出自の複製達、そして数多の人間達のために。生きるために──全ての僕ぼくたちが生きていくために、あとは何が必要なのか」

「なるほど、よくわかった」

　少年の間近にまで歩み寄った骨が囁ささやき、水辺から、鳩はとと蛇へびの錫しやく杖じようが振り下ろされた。

　繰くり返された劣化の疼うずきが、苦痛の波が、ラス＝フラクティスの判断を一いつ瞬しゆんだけ遅らせた。躊ちゆう躇ちよない魔ま導どうと怪力がその脳天に叩たたき込まれ、薄うすい血と脳のう漿しよう、そして数本の銀髪が飛び散る。笑みを残して無に帰した。

　息をすることも忘れ、エリコとユアナは、ただ目を見開くばかりだ。

「とりあえず君は邪魔だ」

　陶器の床を朱に染めて動かなくなった少年を、ファナガンは何の感慨もなく見下ろしていた。

　炯けい々けいと、導どう素そではない光がぬめる。

「自らの価値は自ら見いだすべきものだ。そんなものと、若わか葉ば君やアユミ君の命を引き換えにされてはたまらんのでな」

「……なんてことをするんだい」

「同情もしよう──だが、多かれ少なかれ、この地に生きる誰だれもが自らのために戦っている」

　絶句したエリコをつまらなそうに見やって、自らを諭さとすように、ファナガンは顎あごを撫なでた。

「ぶつかるしかないとなれば、躊躇などするものか」

「で……でも、こ、殺すことはないと──」

　がたがたと震ふるえながらラスの死体を見つめるユアナへ、こともなげに骨は言い放つ。

「彼は、何らかの決着を望んでいたのだろう？　それに、いざ何かの際に邪じや魔まをされるとなるとあの魔力は面倒だったのでね。それは君もよく知っているはずだが」

『そう、それほど気にしてくれなくてもいいよ』

「ひ──」

　平然としたファナガンに怒りの声をあげて立ち上がったまま、ユアナは立ちすくむ。

『そこのファナガン先生とやらが言うように、彼はそれで満足しているだろうから』

　もはや動かなくなったラスの隣となりには、なぜかもう一人──

　ラス＝フラクティス。

　自らをいとも簡単に撲ぼく殺さつした骨を見上げ、半眼は、変わらぬ蒼あおを投げかけていた。

『僕ぼくが──僕達が望んでいるのはまさにそれでね。死ぬなら死ぬ、滅びるなら滅びるで、はっきりとさせたかったんだ。僕が天剣としてここにいるのも、その副産物に過ぎない』

　足元の少年と寸分違たがわぬ姿で立っていたが、その姿はおぼろにかすんでいる。

　疑うように眉まゆをひそめたエリコがふと口にした。

「グランツァの幻影ホロビジヨンか──」

「ふむ、ちょうどいい」

　あいもかわらず顎あごをさすりながら、ファナガンは幸いとばかりに、じゃらりと杖つえを掲げる。

「アユミ君を何とか取り出したいのだが、操作法がわからん。教えてはもらえんかね？」

　円筒脇わきの制御コンソールを示すファナガンを、ビジョンのラスは愉快そうに見つめた。

『壊されようとしていたはずでは？』

「君そちらの思惑がはっきりするまで、手数は残しておいたほうがよかろう」

『そして、それを僕に訊きくと？』

「他ほかにはおらんようなのでね」

『さすがはサルバーンの誇る異界の天剣、ファナガン＝ウェスポール。肝が太い』

　天剣ラス＝フラクティスの指示どおりにコンソールを操作し始めた骨──ファナガン元講こう師しを、ユアナはぽかんと見上げていた。

「サルバーンの──天剣？」

「昔のことだ」

　骨の指先がコンソールを滑り、ディスプレイに『不可』を引き出していく。どこかで導どう素そが、『小さな力フイジツク』の流れが滞とどこおり始め、そして消えていく。そこここからグリーンの輝かがやきがひとつ、またひとつと減り、そして最後にはディスプレイの赤い明滅だけが残った。

「……いいんでしょうか？」

「……殺されそうだからね」

　ファナガンを止めることは、エリコにはできなかった。ユアナは、自分がどうしたいのか、それすら決めかねて戸惑っていた。

　そんな二人を見やった骨は、かくんと顎あごを震ふるわせた。どこか、失笑しているようにも見える。

「私とて、弟子の面倒で精一杯なのでね」

　ぴ、と最後に一つ電子音が鳴り、円筒の中に満ちていた光の粒が消えていく。

　気泡もなく、輝かがやくことすらなくなった闇やみの中で、黄金色の髪筋だけが、いまだ漂っているようだった。しかしそれも、じきに沈むことだろう。

『さて、これでそちらの切り札はなくなった』

　そのさまを眺めていたラス＝天剣フラクティスが、感慨深げに肩をすくめる。

『どうやら、こちらは制圧だけを考えたほうがよさそうだ』

「甘く見るなといったはずだがね。こっちは数こそ多くないが、フラフラのそっちと違って兵は練れてるんだ」

「──ドライオン様と、若わか葉ばだって！」

『〈天剣〉を用いずして僕ぼくらを壊かい滅めつできるというんなら、こちらはそれでも構わないんだ』

　向けられた蒼そう眸ぼうには、優しさすら満ちている。

　その物憂げな瞳ひとみにまたも狂気に近いものを見たような気がして、ユアナは立ちすくんだ。

『ただ、そこに転がっている僕がいたことを忘れないでもらいたいね』

「どういう──こと？」

『魔法プラントの域に達した魔術ロジクスの再構成させるものが僕達だけとは限らない──それも、そこのファナガン講師センセイが仰おつしやった事だけど』

「……シェルの過稼か動どうは、それが原因かい？」

　ユアナとエリコの声に、ラス＝フラクティスは停止したシェルをちらりと見やる。

『『プラント』に関しては、これでも国家機密だからね。最大稼動させればどれぐらいの兵力が投入できるかなんて、さすがに把は握あくできてはいな──』

　そしてその姿は、唐突にかき消えた。

　後に残されたのは、息を吹き返すことのない少年と光を失ったシェル、そして漂う黄金。

　エリコとユアナは、不意にかき消えた幻に怪け訝げんな顔をしつつ、それぞれにため息をついた。

「どうやらあちらさんは、兵力ごと魔ま法ほうに補わせたようだね……」

「そんなこと本当に……？」

「ふむ、これが噂うわさの『ほろびじょん』か。存外つまらんものだ」

　緊張に疲れ果てた彼女らとは対照的に、指先でつまみ上げた正方形の切片チツプを眺め、ファナガンは気楽にひとりごちていた。その指に挟まれた切片は、あっけなく潰つぶされている。

　ユアナは半眼で、切片をいじくりまわすそんな骨を見やった。

「……天剣王器にいた頃ころ、私、ツォウ先生ってすごく短気な人だって思ってたんですけど」

「そうではないと？」

「先生にも、それなりの素そ養ようがあったんですね」

「……ふむ？」

　興きよう味みを失ったのか、骨の放り投げた切片が飛んでいく先を見やって、エリコが再度ため息をついた。

「さてどうしようか、ね……」

　もはや光を失った昏くらい円筒を見上げたまま、その眉まゆ根ねが皺しわを刻んでいる。

　黄金色の少女は、いまだ静かに目を閉じ、円筒の中に浮かんでいた。先ほどまで台たい樹じゆ中のあらゆる情報を魔ま導どうによって制御していた彼女なら、現在の戦況を知っているのだろうが──

「正直なところ、にっちもさっちもいかなくなっているような気がするんだがね」

「ふむ──」

　もしかすると、それは彼のため息なのかも知れない──そんなユアナの考えに同意するように。

　未いまだ静かに目を閉じたままの少女が、その昏い水の中でぴくりと身じろいだ。
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「大きな怪け我が人はこの際、完全に離脱させろ！　隣となりの陣と協調して構成を組み直せ！　でないと、このまま一気に崩れるぞ！」

　若わか葉ばはただ一人、陣をも越えて留とどまることなく動き回る事によって、前線を支えていた。

　それは、苦肉の策以外のなにものでもない。

　中央突破を単独で食い止める台たい樹じゆの天剣本陣としては、若葉の東本陣は構成を失敗していたのかもしれなかった。その本陣をこそ、最も攻こう撃げき的な構成にするべきであるのは若葉とて承知していたが、後方待機的な東本陣にあっては兵士の数自体が足りなかったこともあり、次善策として現在の布陣で臨んだのだ。しかし、劣勢が明らかになるにつれ、無理にでも本陣を固めておくべきだったかと後悔した頃ころには、もうそれどころではなくなっていた。

　右にも左にも、グランツァ軍の姿が目立つ。

　一度構成された陣のどこかが大崩れするという事はなかったが、やはり敵が多すぎた。ようやく一小隊が減ったかと思えば、同じようにどこかの陣が丸々怪我を負わされる。その陣を後方にスライドさせていくにつれ、徐々に軍全体の耐久力が落ちていった。グランツァ軍はと言えばそれに数倍する戦力を失っているにもかかわらず、まだこちらよりは遙はるかに多い。戦せん闘とう不能の怪我人が出るにつれ、あちこちで陣形が崩れ始めた。

「もうすぐドライオン様が、西陣が来る！　だからそれまで、何とか持ちこたえるんだ！」

　そう叫びながら、若葉は先頭で戦っていた。

　技や駆け引きはほとんど反射的なもので、それは命の賭かかった泥どろ仕合でしかなかった。

　ほとんど斬きれない剣を、手を傷めるよりはマシというだけの理由で振るい続ける。柄は重要な武器の一つだった。斬れないとわかっている装備の上からでも、折れる可能性がないならば斬りつける。とにかく隙すきを見せるわけにはいかず、グラードやツォウ、ドライオンとの手合わせで培ったカンだけが、唯一役に立っていた。

　それでも致命傷にだけはならないよう、いくらかでも敵の兵力が怪け我が人の救援に割かれるよう──何よりも死んでくれるなと祈りながら、気分が悪くなる暇もなく若わか葉ばは剣を振るった。

「天剣！　生きてるか!?」

　ひっきりなしに続いたグランツァの寄せが少し和らぎ、前線の援えん護ごから東本陣に戻った若葉が陣形を整えようとしたところに、合流したグラードから声がかけられた。その姿には疲労の色こそあれど頼もしくもあり、若葉は心の底からありがたいと思った。

　自身と同じく天剣王器から吸収された仲間の中でも、既に戦死者が出ている。

「僕ぼくは大丈夫だけど、怪我人が増えてきた」

　ちらりと見回しただけで、いくつかの陣が再編成をしていた。特に陣構こう築ちくの基となる専業兵士の不足が目立ち、慣れない剣をもてあました姿が散見される。

「奴やつら、すぐに編成しなおしてくるだろうな」

「もう少し持ちこたえられるかと思ったけど、甘かったね。そろそろ引き時かも知れない」

　疲れ果てた顔で若葉が剣を拭ぬぐった時、大きな歓声と悲鳴が同時に起こった。

『ドライオン様だ！　天剣が来たぞ！』

『敵もだ！』

　その声を聞くが早いが、若葉は本陣を飛び出していた。グラードもその後に続く。

　目にしたのは、数刻前までの若葉たちとほぼ同じ光景だった。緩ゆるやかな形を保ちつつ前線の陣が戦ってはスライドする、それは間違いなく台たい樹じゆの闘たたかい方だ。中央に翻ひるがえるのは何にも代えることのできない、天を衝つく鋼こう龍りゆうの旗。

「……囲まれてやがる」

「東天剣本陣、行くぞ！」

　そしてまた、尽きせぬ戦いが始まる。

　ドライオンの部隊に近づくべく直進するものの、グランツァ軍のそこかしこからやたらと降りそそぐ矢を払い、グラードが舌打ちする。

「こちとら防備主体だからいいものの……」

「ドライオン様！　ご無事ですか！」

　グラードに後ろを任せ、敵味方の入り乱れる前線にひときわ若葉の声が響ひびいた。

　ここでも、本陣に近づくほど乱戦に近い状態になっていた。幸い陣を組んだ台樹の軍は敵味方共に一目でわかるが、早く軍をまとめなければ台樹軍の遊ゆう撃げき性は刻一刻と削られてしまう。

　その再編をこの乱戦下で成し遂げられるのは、あの老天剣しかいない。

　援えん護ごに走りながら、若わか葉ばは叫び続けた。

「ドライオン様！　ご無事なら……」

「……若葉ちんかぁぃ……」

　一いつ瞬しゆんわずかに聞こえた声を、若葉は聞き逃さなかった。この戦場においてもまだどこかに余裕を残し、そしてなにより、仮にも天剣である自分の事をそう呼ぶのはただ一人。

「先生！　ツォウ先生、どこですか！」

「こっちだよ！」

　不意に声を掛けられた若葉が振り向くと、朱の疾しつ風ぷうが髪を揺らし、敵を薙なぎ倒していた。

　若葉の全身に、喜びが奔ほとばしる。

「先生、先生！」

「なにさ、あたしゃ忙しいんだ、わかるだろ！」

　普段は素手が主体のツォウも、さすがに戦場では武器を使っていた。両腕を広げたほどもない槍やりが彼女の得物で、その束ねた髪と同じ赤い房飾りが目を惹ひく。

　誰だれ申し合わせることもなく、グラードを加えた三人で、三方の敵に対する陣を組んだ。

「だって、体調は？」

「ンなこと言ってられる場合じゃないだろ！　なんなんだい、こりゃ。向うからこっちに移ったら、そこから先は右も左も敵ばっかしでさ……」

　そう言って、ツォウは一瞬顔をしかめる。

　それが苦言でなく、先の傷がまだ治りきっていないのは一目で知れた。その体で、あまりに不利な状況で、陣も組まずに一人この戦場で生き残っているのは奇跡に近い。

「ドライオン様は、どうされたんですか？」

「見りゃわかるだろ？」

　顎あごをしゃくった先で、グランツァの軍装が数倍にもなって群れていた。天剣の旗は、その中心にあってなお倒れていない。

「あのじいさん、やっぱり一人だけ伝説の中で生きてるよ。冗談じゃないったら」

「行きましょう！」

　あまりに露ろ骨こつな兵力の集中ぶりに、若葉はいてもたってもいられず飛び出した。




　──その時、グラードの目に若葉の背中が映る。




　それは、隙すきだった。

　確かに陣ごと縦じゆう横おうを巡る限りは背後を気にすることはないが、走り出した直後、三方陣が崩れた今この瞬間は、隙でしかありえなかった。

　何度払われようと向けられ続けていた多数の矢羽が、ざぁ、と背後で唸うなりを上げた。

　ツォウも即座に気付くが、気を取られた瞬しゆん間かんに隣となりの兵士から摑つかみかかられ、離れられない。槍で打ち払い、とどめを刺して振り返るまでにはまだ、いくらかの時間がかかるだろう。

「若わか葉ばぁ！」

　ツォウの叫びは戦場にかき消され、届かない。

　天剣王器で共に学び、ドライオンの力と技を受け継ごうとした若き天剣は、ツォウの声にようやく怪け訝げんそうな顔を上げた。

　唸うなりが迫る。

　ただ一人、東本陣を支え続けてきた彼がいなくなれば、この戦いの行方ゆくえは一気に傾いてしまうだろう。一人陣を離れて戦い続けた自身の存在が、ドライオンのいない台たい樹じゆ軍を持ちこたえさせたことにも気付いていないのではないか──

　もしかするとその瞬間、そんなことを考えたのかも知れなかった。




　グラードは、迷うことなく飛び出していた。
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　側そばで二人の王器が見守る中、シェルは解放されようとしていた。がんがんと中から響ひびく音に急せかされながら、ファナガンはきゅるきゅると一抱えもあるバルブを捻ひねり続ける。緑の燐りん光こうが小さく瞬またたくたびに、数十人がかりで閉じられたシェルが徐々に開き始める。

　ついに、ばしゅん、と蒸気が噴ふきだし、蓋ふたのように円筒の上部が跳ね上がった。

　そして、突き出した白い腕。

「ぶはぁーっ！」

　青の液体をあたり一面に飛び散らせ、黄金の髪を振り乱して、少女は──アユミはシェルから這はい出した。げほげほと酸素を貪むさぼって顔を紅こう潮ちようさせ、とにかく怒鳴る。

「死ぬかと思ったぁーっ！」

　その全裸のまま跳ね起きて、手近なユアナの胸倉をつかみ、がくがくと揺する。

「気がついたら、なんか暗いし寒いし息できないしどろどろだし狭いし、死んだかもっていうかなんていうかこれって拷ごう問もんっていうかサギっていうかさぁ、さぁさぁ!?」

　なんくせにも等しい怒りをぶつけるアユミに揺すられるまま、ユアナはしばらく呆ほうけていた。

　そして、こみ上げるものに耐えられなくなる。

「そりゃ確かに、ボケっとしてる間は快適だったけど──ってなに泣いてんの、ユアナ？」

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

「や、やーね次から気をつけて欲しいかなーっていうかその……ぶへぇえっくしょいっっ！」

　ずびび、と鼻を鳴らす全裸のアユミへ上着を掛けようとして、エリコはしばし躊躇ためらった。

　その手が、そっと握られる。

「ありがとうございます、エリコ様」

　シェルという王器がこの台たい樹じゆで知らぬ事など、何一つありはしない。自分がどのような立場にあったか、どのような扱いをされたのか──エリコのやり切れぬ心中すらも、全すべて。

　に、と歯をのぞかせて笑いかけてくれたアユミの表情に、エリコは自らが間違っていなかったことを確信する。アユミはしばらく、嗚お咽えつしながら抱きついたユアナに苦笑しながらも、その背を優しくさすっていた。

「……やはり、苦戦は必至かね？」

　ややあってかけられたファナガンの問いに、頷うなずいたアユミはやはり苦笑いのままだ。

「天剣の本陣もかね？」

　同じく頷くアユミに、小さくエリコが呟つぶやいた。

「十倍近い兵力差は──さすがにあの戦バカでも、どうにもならなかったか……」

「どうするのかね？　私は君の意思に従うが」

　ファナガンの訊きくその意味を、アユミは光の粒の中で理解していた。

　そして、その意志は最初から決まっている。

　青の滴を滴らせながら、彼女は言った。

「先生は前線に行って、若わか葉ばの手助けを」

「……承知しよう」

　一いつ瞬しゆんだけ間をおいて、わずかに震ふるえる音を残してファナガンの姿がかき消えた。彼の扱うサルバーンの魔ま術じゆつは、『意味ロジツク』として捉とらえた彼自身を一瞬にして、空間を越えた戦場へと再構成することだろう。たとえ圧倒的に不利であろうとも、彼が一度そうすると決めれば迷うことはあり得ない。兵力差も何もなく、ただ、弟子のため自らが納得したというだけの理由で、その圧倒的な力を振るうに違いない。

「エリコ様は、ユアナと一緒に後方処理をお願いします」

「アユミちゃんは、どうするの？」

「決まってるじゃん」

　涙を拭ふきながら聞くユアナに、アユミは黄金の瞳ひとみを細め、にぃと笑って答えた。

「……離れてたって、あのバカを助けてやるぐらいはできるんだから」

　その小さな笑みに呼応して、洞どう内ないのあちこちで再チェックがひとりでに始まった。導どう素そに導みちびかれたあらゆる『小さな力フイジツク』が、その意志に制御され、あらゆる情報階かい梯ていの確認と調整を執り行っていく。どれほど腕利きの魔導士フイジクスの使い手とても制御し切れぬほどの情報量を悠々ととりまとめ、彼女の意志はシェルのバルブすらをもこじ開けた。憧あこがれていた魔導士の領域をいつの間にか越えていた自分に苦笑しながら、彼女は振り返る。

　アユミは二人に、地下洞からの退出を願った。

〈天剣〉が発動すれば、洞内は台たい樹じゆ中からかき集められたエネルギーの奔ほん流りゆうに晒さらされる。

　二人は黙だまって従った──エリコは唇を嚙かんで、ユアナは涙を止められないまま。

　自らにまだできることがあり、彼女にしかできないことがあった。万一、本当に危機にさらされた台樹を救うことは、そのシェルの中ですら黄金の輝かがやきを失わない彼女にしかできない。

　だからこそ、真なる王器に従った。




　そしてシェルは再稼か動どうし、彼女を受け入れる。

　──全すべてを、最期の一いつ瞬しゆんまで護まもるために。
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「グラー……ド……？」

　ずるずると、呆ぼう然ぜんと投げかけられるその声に応こたえることなく、赤銅色の肌を持った少年が若わか葉ばに寄りかかった。

「若葉！」

　そう怒鳴っておいて、矢にかすめられた腕を押さえながらツォウは振り返る。第二射が来る前に、少なくとも陣形だけは整えておかなければ、すぐそこまで迫ったグランツァ主力の寄せに持ちこたえることなど、とうていできない。

　だが、若葉は動かない。

　冗談のように、背中の皮防具の隙すき間まに突き立った矢を見つめている。倒れこんだままのグラードが大地をどす黒い朱に染めるのを、笑みをすら浮かべたその顔を。その穏おだやかな表情に苦痛の色はなく、すでに意識は失われようとしている。

　そしてその命も、また。

「……急ぎな！」

　しこたま殴られてようやく気付いたのか、若葉はようやく顔を上げた。ツォウの拳こぶしに容赦はなかったが、眩くらみもしていないその瞳ひとみがじっと、ツォウを見つめている──まるで、何かの同意を求めるかのように。

「このままじゃ、じいさんと合流する前にやられちまう！」

　黒の瞳が、据すえられたまま動かない。

「若葉!!」

　もう一度、殴る。さすがに焦点が定まらないらしい頭をがくがくと胸倉ごと揺さぶった。矢傷を負った腕がひどく痛んだが、この際そんなことに構っている余裕はない。

「あんたがここで気張らなきゃ、みんな死んじまうじゃないか！」

「……みんな？」

「そうだよ、グラードだけじゃない、あんたも、あたしも……アユミちんだってそうさ！」

　そこまで怒鳴ってから、ツォウは気付いた。

　なにか、得体の知れない恐怖を感じる。それは数日前感じたものと同じ種類の、およそ引き止められるとは思えない力だ。

　天剣の司るという『死』が、摑つかんでいる手を通してさえ伝わってくる。潤うるみがちの瞳ひとみには強い光があり、ほっとすると同時に、ツォウは全身に大量の汗をかいていることに気付いた。

「……行くよ！」

「……はい！」

　ツォウと若わか葉ばは、互いに背中を守りながら鋼はがねの龍りゆうを目指した。片方が時折飛んでくる矢を払い、片方が常に四人を相手にし、一歩進めば一人敵がこちらに気付く中を強引に突き進む。

　若葉の腕は斬きりつける衝しよう撃げきにたえまなく痺しびれ、ツォウの槍やりから赤い房がちぎれ飛ぶ。剣も、槍も、すでにただの棒でしかないが、八年もの間互いに鍛きたえ、鍛えられた二人にとっては腕の延長でさえあれば充分だった。一時として同じ場所にはとどまらず、常に身体からだを入れ替えながら、時には自らの身を引きずるようにして──たった一振りずつの剣と槍は、痛みに悶もだえる手負いの獣けもののように立ちふさがる者全すべてに牙きばを剝むき、畏おそれすら与えた。

　そして、天剣への道筋を切り開く。

『どけえぇえ!!』

　同時に、二つの咆ほう哮こう。

　そこにたどり着けばこの戦いに勝機が見えると言わんばかりに、あらゆる全てを薙なぎ倒し、深紅と漆黒の師弟は老天剣の元を目指した。疲労にあえぎ、増すばかりの手勢に辟へき易えきしながらも、信じ、頼ることで互いを守る。

　槍を引いた隙すきに、剣がツォウの肩口を掠かすめた。

「くっ……」

「先生！」

　その剣を、若葉の分厚い剣が叩たたき折る。半ばで寸断された剣を驚おどろきの目で見つめる同い年ほどの兵士を、剣の腹で叩きのめす。開戦前に老天剣から譲ゆずり受けたその剣は、切れ味こそ失ってはいるものの、いまだ一つの刃こぼれもなく意のままに閃ひらめき続け、さらに速さを増していく。

「いやぁ成長したねぇ、若葉ちん！」

「なに言ってんですか！」

　ツォウの軽口に応じながらも、若葉は新たな敵を殴り倒し、斬り伏せる。死なない程度にだけ斬る欺ぎ瞞まんは、もう気にもかけていない。でなければ、自分の大切な誰だれかが斬られ、死ぬだけだ。息すら整えられず、痛みと痺しびれに耐えながらも、若葉は願いを糧かてに剣を振るう。

　敵よりも、ツォウよりも、ドライオンよりも、誰よりも速く、速く、速く。

　自分が守ることのできる、誰かのために。

「死にたくないなら──俺おれの前に立つなぁあっ！」

　翻ひるがえる天剣旗を見み据すえ、若はか葉ばは叫んだ。




　　　　　　　　　　[image: ]　　　　[image: ]




　ビリビリと震ふるえ、熱と共に背中から伝わる若葉の咆ほう哮こうに、ツォウは苦しさを覚える。グラードが倒れた後、その叫びを聞くたび、その剣が激しさを増すたびに、胸が苦しい。

　その昔、自らの元を訪れた鈍な少年は、もはや生身の彼女をかばうほどに成長していた。

　その、望み通りに。




『──ほんの少しでいいんです』




　老天剣に打ちのめされた傷が、脇わき腹ばらで、背中で、うずくように痛みと熱を放ち続けている。

　全身を苛さいなむその傷は、ツォウにその再生能力ロジクスの発揮を数日にわたって躊躇ためらわせるような代物だった。完全に治そうとするならば、一度はあの姿にならなくてはならない。部分単位ならともかくも、本能欲求ロジツクには余程のことがない限り身を任せたくはなかった。三日も寝ていれば治ると見込んで、ツォウはそちらを選んだ。

　だが、天剣はそれほど甘い存在ではなかったことを、ツォウは忘れていた。

　傷は治りきらなかった。

　それはツォウの動きを鈍らせ、集中力を散漫にさせ、隙すきを生む。乱戦の中での隙は致命的だ。本来なら何度、名もなき剣に刺し貫かれていることか。

　敵が多くなるたび、ツォウが隙を見せるたび、若葉の剣は速さを、破は壊かい力を増す。

　そしてその剣を振るう前に『どけ』と叫ぶ。




『僕ぼくでも、強くなれますか──？』




「ぉぉおおおおおっっ！」

　悪鬼の形相で砂を蹴けり上げる若葉の横顔を、視界の端が捉とらえた。剣に掠かすめられた右腕は、さらに動きが悪くなっている。砂は、その方向を牽けん制せいするためのものだ。

　そうしなければ、ツォウが殺される。叫ぶのは、殺したくないという祈りだ。

　ふと、ツォウの脳裏を自らの言葉が駆け巡る。

『あの子は、守るものが自分じゃ駄目なんだ。たとえ死にかけたって、怒りも恐れもしやしない──』

　ファナガンに、あのいけ好かない骨野郎に数週間前、柄にもなく教師として若葉を鍛きたえていた彼女は、確かにそう言った。

　笑みがこぼれた。どうしようもなく、脱力感さえ伴ってこみあげてくる。成長した若わか葉ばにかばわれながらそれを悲しむなど、そうなることを望んですらいたというのに──

「……ふがいない」

「──い？」

　ぎょっとした彼女の目の前で、今まさに剣を振りかぶろうとした兵士が宙を舞った。地中から半ば突き出された錫しやく杖じように跳ねあげられ、その体は他ほかの兵士の頭上をくりくりと、紙細工のように飛んでいった。

「何を、お姫様気取りでひたっているのかね」

　ぬぅ、と緑の燐りん光こうに包まれた頭ず蓋がい骨こつが生え、肋ろつ骨こつが現れ、腰や足が姿を見せる。鳩はとと蛇へびの錫杖を手にし、常に笑っているように見える古い人骨は、戦場の中にあってひときわ異様であった。取り囲んでいるはずのグランツァ兵は、誰だれもがその表情を引きつらせるばかりだ。

「それとも、それも若葉君のためかね？」

「ファナガン、あんた……」

　息を吞のむツォウの背後から、悲鳴があがる。

「え、ファナガン先……うわ！」

　先ほどまでの鬼のような形相をどこかに忘れ、若葉は呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

「ほ、ホントにファナガン先生ですか？」

「見苦しい姿ですまんね」

「──間違いないよ」

　ファナガンを恐れてか、ようやく思い出したように打ちかかってきた兵士を石突で突き飛ばしながら、ツォウが言う。

「肉体を吹き飛ばされても、骨だけは契約に縛しばられてこの世に残らざるを得ない──それがサルバーン天剣、ファナガン＝ウェスポールさね」

「サルバーン天剣──ファナガン先生が？」

　恐怖もあってか、グランツァ兵はなおも激しく襲おそいかかる。それを契機として、ファナガンが戦せん闘とうに参加した。錫杖の一振りは見えざる長さをもって幾人かを一気に吹き飛ばし、指を鳴らすごとに魔ま導どうの紫し電でんが周囲を薙なぐ。

　手数を減らし、若葉が息をついた。骨であっても、その戦い方──本質的とも言える部分は、間違いなく彼の師でもあるファナガンのものだ。

「そこのお姫様も、人のことなど言えんがね」

「そうさ、あたしゃお姫様なんかじゃない……けど、これでもサルバーンの元王器だよ」

「二人して、国はぶち壊こわしてしまったがね」

「〈天剣〉を暴走させたのはあんただろ？」

「それを可としたのはお前だろう」

「〈天剣〉──」

　その響ひびきを確かめるような若わか葉ばの呟つぶやきは、剣けん戟げきに紛れていった。そんな若葉の姿をどこか遠くに見ながら、ぜいぜいと、ツォウは脇わき腹ばらから這はい上がる痛みをせせら笑ってやりすごす。

　耳元で、ファナガンが小さく囁ささやいた。

「何故なぜ、戻らない？」

　ツォウは、少しだけ戸惑ってから答えた。

「いざとなったら……そうするさ」

「それまでは、そのままの姿かね？」

　眼がん窩かの光が、小さく揺れる。バカにしているな、とは思ったが、ツォウは躊躇ためらわない。

「あたしだって女なんだ。ギリギリまでは、若くて綺き麗れいなツォウ先生でいたい」

「……ふむ」

　普段のように挑発するでもなく、ただそう洩もらして、ファナガンは周囲を見やる。

　いつしか、全すべてを蹴け散ちらす三人の行く手を阻む者こそ少なくなっていた。が、戦力が欠けて散開することができなくなった台たい樹じゆの陣はそこここで寄せ集まり、自らの身を守るので手いっぱいのようだ。わずか先に迫り、掲げられた鋼こう鉄てつの龍りゆうは未いまだ倒れていないが、そこにはなおもグランツァ兵が押しかけ、その数を増やしている。

「……もっとも、いざという時が来たとしたら、アユミ君がそうはさせんだろうがな」

「アユミ……？」

　ツォウにすら届くかどうかの声を、若葉は聞いたらしかった。振り向いたその瞳ひとみが、激しく動揺していた。

「……〈天剣〉を発動させるっての？」

「……それが彼女の意思なら仕方あるまい。彼女が可とせねばシェルは動かんし、またそれを為なすのがその役目──お前も知るとおりだ」

「あのコ、死ぬ気かい……」

「まだだ!!」

　常にない怒号に、ツォウは驚おどろいて見やる。

　天剣は、軍と戦を統べなくてはならない。

〈天剣〉について、知らぬはずがない。

「まだ、負けちゃいない！　ドライオン様もいる！　台樹はまだ戦える！」

　足を止め、剣を引きずり、子供のように──若葉が叫んでいた。

　その場にいない少女に、請こうように。

「戦を統べる天剣だって、まだ、ここにいるんだ!!」




『──強くなれば──』

『──そうすれば、僕ぼくでもいつか、誰だれかを守ることができますか──？』




　ツォウの脳裏に、疾はしるものがあった。

　ようやく、全すべてが理解できた。

　若わか葉ばがこれほど、戦の趨すう勢せいをドライオンに代わって引き受けるほどに成長した、その意味。

　強くならねば守れない。

　足りない〈天剣〉では守れない。

　でなければ、シェルを統べる黄金色の少女は、自ら〈天剣〉を補ってしまい──

　──そして。

「……残念だけど、役不足なのさね」

　ツォウの言葉は、静かに投げかけられた。

「若葉ちんじゃ──いや、人間如ごときじゃ〈天剣〉の働きはできないんだよ」

　戦況が、不思議な小康状態にあった。緊張が横たわり、それは戦場全体に広がっていた。

　吹き抜ける風に気付くほど、戦は凪ないでいた。

　それは、これから起こる何かの前触れのように。

「シェルは、人柱なんだ。何にも代え難いその命をもって国という領域を、民人を守るのさ。自然の脅威であろうと戦であろうと隔てなく、シェルはシステムの一部として全てを処理する。自らの命だって、そのための手て駒ごまでしかありえない。あの子が危ないと判断したら、その時点で迷わずに発動させるだろうね──〈天剣〉を」

「……でも、またこの戦はドライオン様と、僕ぼくが！」

　本来触れることすら許さぬ緑の燐りん光こうは、半ば狂乱に近い叫びをあげて詰め寄った若葉の手の中で柔らかに押しとどめる。そのわずかな力の優しさが、ファナガンの無力を物語っていた。

「〈天剣〉はシェルの純粋な防ぼう衛えい機能、その手順プロセスの一つに過ぎない──わかるかね？　彼女がそう決めたのなら誰だれが止められるはずもないし、そもそもそれ以外に事態が良い方向に進む手立てがないということだ」

　ファナガンに示されるまでもなく、着実に台樹は敗戦に向かっていた。陣は寸断され、蹴け散ちらされ、転がる死体がその数を増している。

　今更、天剣一人があがいたところでどうなるものでもないのは、明らかだ。

　攻め疲れ、守り疲れた双方の間に生まれた奇妙な凪なぎも、徐々に失われつつあった。

「それを拒否する権利など、誰にもありはしない。否も応もない。そもそも君やこの台たい樹じゆという国は、彼女の命なくしては生き延びることさえままならなかったはずなのだから──」

「そんな……」

　その時、凪を完全にうち破る歓声が駆け巡った。どこからともなく、誰ともなく、グランツァ側に伝でん播ぱされる勝利の声が聞こえてくる。

　漏れ伝わるその内容は、端的なものだ。

　しかし、信じられる話ではない。

　いまだ群がるグランツァ軍の中心で翻ひるがえっていた、天を衝つく鋼こう鉄てつの龍りゆうの旗。それは引きずり下ろされ、代わって突き上げられる槍やりや剣。

　黒煙だけが、いつの間にか黄昏たそがれに染まりつつある空に向かって、小さくたなびいていた。
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『マテルモア──』

　男の脳裏を最初に巡ったのは、事あるごとにクソまずい薬湯を飲ませようとする男だった。

　太っているくせに、やたらと素早いヒゲだった。

　千回ほど悶もん絶ぜつした。

『Ｋクライン・Ｃクラン──』

　次に巡ったのは、ひょろ長い男だった。風ふ呂ろ場のぞきに呆あきれるほどの魔ま導どう技術を使う男だ。

　助平なくせに、やたらと賢かしこいハゲだった。

　千回ほど騙だまされた。

『エリコ──』

　最後に巡ったのは、なぜか薄うす汚ぎたない小娘だった。人の貴重な食しよく糧りようをかすめていくガキだ。

　わがまま放題のくせに、誰だれよりも強い小娘だった。

　一万回ほど負かされた。

　小娘は、王器になるのだとぬかしていた。この台たい樹じゆ国はあたしが支えてやるのさ、と。

　傲ごう然ぜんとうそぶきながら、薄汚いまま、小娘はその階段を一足飛びに駆け上がっていった。

　ふとあることに気付いたのは手が届かなくなってしまう、本当にその直前だった。

　美しくなった小娘は、それでも一人のままだった。たった一人、台樹のために暴れていた。

　直属部隊の三陣長ドライオンズでしかなかった凡ぼん庸ような男は、だから、ひとり誓った。

『俺おれは、お前についていく──』

　そしていつかは。




『この台樹を、お前を護まもる──』

『天剣に──』




　ひときわ深く、背までまっすぐに貫かれていた。

　力など、とうの昔に尽きていた。

　次代の天剣と王器、少年と少女のことだけが心に残ったが、やがてそれも消えていった。




　数十年も抱え続けた、小さな想おもいと共に。
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『台たい樹じゆ国天剣ドライオン、ついに陥落──！』




「まさか……」

　やるせなさが、疲労の塊となって全身を襲おそう。

　膝ひざから力が抜けたように若わか葉ばはその場に座り込み、うなだれた。

「……いっそ、帰るかねぇ」

「…………」

「逃げるんだよ、アユミちんも連れてさ。ファナガンの魔ま術じゆつならそんなに時間はかからない」

「……駄目ですよ」

　ドライオン陥落の報と同時に、それまでかろうじて形をとどめていた遊ゆう撃げき部隊は急速にその数を減らしつつあった。もともとが少数構成の陣を寄せ集めているだけの部隊に組織力はほとんどなく、単純な波状戦であっさり怪け我が人を出し、戦力を削られている。勢いづいた敵の足を止めるほど台樹の残兵は力を残しておらず、剣を振るうのはわずかに威い嚇かくのみにとどまり、後退を余よ儀ぎなくされていた。

「そうすればここは、本当に総崩れになります……」

　すでに後退を始め、食い止めるための専せん衛えい部隊をやむなく結成しているところもあった。彼らは、後方の仲間が安全な場所に逃げるまで退ひくことはない。死さえ覚悟しているのは、そうしなければ全滅になるからだ。

「……一人でも、逃がさなくちゃ」

「だろうと思ったよ……って言っても、それも難しい状態だけどね、こりゃ」

　呆あきれたツォウの言う通り、戦場の見回す限りがグランツァ軍に侵しん蝕しよくされつつあった。

　それでも専衛部隊に混じり、その手数を引き受け何人かを離脱させる事を繰くり返しているうちに、べしっ、と乾いた音を立て、敵に叩たたきつけたツォウの槍やりが折れた。握りの樫かし材が折れるほどにそれは酷使されつづけてきたのだが、それでも敵はまだまだ果てしない。

　そして人の身には、限界というものがある。

「あっ……」

　やむなく振るう動きにキレはなく、もんどりうった敵兵の腕にツォウは吹っ飛ばされた。

　若葉とファナガンがすぐさま三方陣を構成するが、どうしてもツォウの動きが悪かった。

「……大丈夫ですか？」

　ツォウを気にしながら声をかけた若わか葉ばは、あえぐツォウの顔色に驚おどろいた。

　青さを通り越して、すでに白くなっている。汗はだらだらと流れ落ち、唇も紫になり、ただ立っている状態だった。

「先生……」

　若葉にとってそれまでのツォウは、常に強気で、事実そのとおりの実力を誇る存在だった。しかしツォウは数日前、ドライオンによって打ちのめされ、そのドライオンも既に亡く──

　脳裏をよぎる不吉な結論に、若葉は頭を振った。

「そろそろかね？」

　それまで黙もく々もくと錫しやく杖じようと魔ま導どうを振るっていたファナガンが、ツォウに目配せる。

「仕方ないやね、あたしとしちゃこのまま逃げちまいたい気分なんだが」

「アユミ君を見捨てるのならそうするがいい」

　ファナガンの声に、怒りはない。

　彼は、ツォウがどれほど真の王器となった少女のことを気にかけているか、知っている。

「それができてりゃあね……」

　そして。

　くすり、と笑ったツォウの背中が、激しく波打ったように若葉には見えた。

「先生……？」

「若葉ちんさ、覚えてるかい？　昔さ、あたしと初めて会ったときになんて言ったか」

「な、何言ってるんですか、先生……」

「駅で二人して、アユミのじいちゃん待っててさ。あたしとファナガンが連れていって──」

　濃こい橙オレンジ色の斜陽の中、ツォウは笑っていた。

　ビチャビチャ、グズグズとなにかが蠢うごめいていた。軍装のあちらこちらが、別の生き物でも放り込んだかのように飛び出しては形を変えている。その様を眺めるのは、錫杖を掲げる骨だ。

　そのおよそ尋常ではない光景にも、やはり若葉は怖いなどとは思えなかった。

「もうこれでヤっただろうって思ったら、こいつはまだ生きてるしさ。いい加減面倒になっちゃって、半分諦あきらめかけてたんだ。じいちゃんなんて喰くっちゃっても腹の足しになんないし」

「……あれは幸運だったな」

「そう、幸運だったね──なんたって、邪魔だからじいちゃん放り出そうって決めたのだって、ホントに気まぐれみたいなもんだったから。あそこで喰っちゃってたら、若葉ちんやアユミちんも喰わなきゃならなかったわけだし」

　遠い目をしながらも、ツォウの異常な身み震ぶるいは止まらない。周りを取り巻いた兵士すらが、彼女への手出しを躊躇ためらっていた。

　ツォウの言うこと為なすことは、骨となって佇たたずむファナガン同様の異様さを醸かもし出していた。何も、怖くなどない──それはツォウとファナガンなのだから。

　ただ大きな太陽が、西の空に赤い。

「な、何を言ってるんですか──？」

「そうだ、あの時若わか葉ばちん、あたしに『龍りゆうの眼め』っての見せて話してくれたろ？　昔々の天剣すらもいない頃ころから、神様みたいな力を持って全部治めちまう、そういう龍がいるんだって」

　ツォウの白い表情が、楽しそうに歪ゆがんだ。




『じゃあ、どうすんのさ。あんたその『龍』みたいな奴やつがいたとしてだよ？　どうすんのさ。友達にでもなろうっての？』

『……うん』

『だはははははははははは！』

『何笑ってんのよ！　龍と友達になるのが、なんでそんなにおかしいのよ！』

『それじゃ、何とだってお友達だぁね。あたしとだったら結婚できちまうさ』




「そこで若葉ちん、頷うなずいてさぁ……」

「ふむ、懐なつかしい」

　無論、若葉は覚えている。
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　その女の人は、恐そうだったが綺き麗れいで、よく笑って、何より優しそうだったから──それはアユミですら心底馬ば鹿かにする、小さな頃ころの恥ずかしい、しかし大切な思い出だ。

「あたしさ、なんてぇかね。その、嬉うれしかったんだよね。何がって聞かれてもアレなんだけどさ、とにかく全部だね、全部。もうその瞬しゆん間かん、あたしはこの若わか葉ばちんが可愛かわいくって可愛くってもう、仕方なくなっちまった」

　だが、今はそんな話をするときではないはずで、彼女自身の身体からだは、もう限界に──

　──そして、ツォウの腕がぼとりと落ちた。

　いや、落ちたのではない。腕が、その肩から先が伸びている。それはありえない方向にぐにゃぐにゃと形を変え、なにやら得体の知れないモノへと形を変える。

「……嬉しかったんだよ、あたしは。本当に嬉しかった。この姿に騙だまされたってのなら、それでもいい。あたしをそんな風に扱ってくれたのは、若葉ちんとアユミちん──あんた達が初めてだったんだから」

　そう言いながらも、ツォウの身体が融とけていく。動きやすいだけの服も、痣あざだらけの腹も、先ほど掠かすめられ血を流した肩も、何もかも。

　その全すべてが乳白色をした、脈動を続ける『何かフイジツク』へと変わる。

　目の前で起こる異様な光景に耐え切れなくなったのか、取り囲み沈ちん黙もくしていた一人のグランツァ兵がツォウに切りかかった。

　若葉とファナガンが叩たたき伏せようとしたときにはもう、兵士の体は肉の触手に貫かれていた。

　解放された本能ロジツクが凄すさまじい勢いで、いかなる組織にも変化し、大気圏突入の温度と衝しよう撃げきにも耐えることのできるタンパク質の塊を爆ばく発はつ的に増殖させていた。人の形を取っていた意志の枷かせを取り払われ、それらは周囲に満ちる異常の気配に反応して蠢うごめき始めた。

　ただ、唯一肩から上は胸像のように崩れない。

「ずーっと、長い間一人だったからね。寂しいなんて感じたことはなかった。サルバーンの魔ま法ほうとやらに引っかかって、この身体を強制された時だってそうだ。寂しくはなかったけど、あたしはただ怒り狂ってて、結果、いいように使われた──例えば、そこの骨」

「いいように使ったなどと、人聞きの悪い。互いのためだと思ってそうしたまでのこと」

「いいさ。あたしは今、満足してるから」

　みるみるうちに乳白色の塊フイジツクは、数人の大人おとなですら抱えきれない大きさに成長した。おぞましくうねる襞ひだを蠢かし、四方に伸ばした触手が兵士を刺し貫く姿は、まさしく悪夢のようだ。

　そしてその塊の上には、あいもかわらず上半身だけのツォウ＝レイシン。

　やはり、怖くはない。

　しかし。

「──若葉ちん」

「は、はい……」

　若わか葉ばは、夕ゆう闇やみに見下ろしてくるいつも通りのツォウの笑みを、どこかで見たような気がしてならない。確かあの時も、こんな優しい目で、そしてどこか恥ずかしそうな──

　初めて村に着いた日に会った、ツォウ。

「あたしは、あんたのためだったらなんだってするんだ。たとえこの場の全員を喰くっちまったとしても、あたしの心は揺るぎやしない」

　身じろぎ進むたび、何本もの触手がうねり、伸びていくたびに包囲の輪が広がっていく。その本体を斬きりつけた者は甲か斐いなくその身に取り込まれ、悲鳴と恐怖が満ちた。

　触手が避さける唯一の例外は若葉であり、触れることすらしなかった。

　まるで、畏おそれてでもいるかのように。

「ふむ、いい覚悟だ──」

「ファナガン先生！」

　日暮れ近くの赤い太陽の下でなお、緑の燐りん光こうとして目に映る骨はその身をひょいと躍おどらせ、塊の頂点、ツォウの肩のそばに陣取る。

「初めてお前と意見が一致したようだ」

「安心しな、若葉ちん。あたしと、癪しやくだけどこのファナガンがケリをつけてやる。この戦いが勝利に終われば、若葉ちんの命さえ助かるんなら、アユミちんだって〈天剣〉なんか発動して死ぬことはない。簡単なこったろ？」

　悲鳴と怒号、血と煙。

　戦場に満ちるその全すべてを、塊と骨は黙もく々もくと生みつづける。もはや、それがかつて人間であったなどとは誰だれも信じないだろう。その身を捨てただけだとしても、それはすでに人ではない。

「──だけど」

　そこかしこのグランツァ兵を蹴け散ちらして、戦いやすい平地へと蠢うごめき移動しながらツォウは振り返った。緋ひの混じり始めた濃こい陽ひを背にして、下から見上げなければならない若葉からは、その表情はよく見えない。

　だが、その時。

「だけど──」

　佇たたずむツォウの、影の中。

　塊フイジツクへと還かえろうとする本能ロジツクから、彼女が必死で守り抜いたその頰ほおを、伝う──

「この姿だけは、見られたくなかったねぇ──」

　それは。

「せ……んせ……い」

　確かめる間もなくツォウは向き直り、戦場に向かっていった。

「さあ、来な！　あたしゃ暴れるよ！」

　緑色の燐光と乳白色の触手が、その異形の力を全開にして戦いを、破は壊かいと殺さつ戮りくを始める。迸ほとばしる魔ま導どうが、蠢うごめく触手が、振るわれる錫しやく杖じようが、喰くらいつく塊が、躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよもかけらすらなく人間共を屠ほふり去る。

　彼らは共に人ならざる身に宿り、まさしく、自らのためだけに生きる化け物に違いない──

「そんな……」

　その場に膝ひざを落としたまま、若わか葉ばは先ほどまでの戦で散々踏み固められた大地を殴りつける。拳こぶしの皮が破れて、血がにじんだ。

「どうして……」

　もう、詳しいことなど思い出せない。忘れようとしたのかも知れない。

　それは、赤と黒。炎と煙。悲鳴と怒号があったかも知れない。

　なすすべなく燃えさかる我が家と、父と母。

　ただ、何もできなかったことだけが焼きついている。

　何も。

「どうして……」

　だが、今は違う。

　今の自分は、〈天剣〉でさえあったはずなのに──

　なのに──また。

「どうして……」

　これほど、無力なのか。

　全力を尽くしてさえなお、守りたいものすら守れないのか。

「どうして、ツォウ先生が泣かなくちゃならないんだ……」

　誰だれもがその巨大な塊に注目し、周囲のグランツァ兵のほとんどがそちらへ向かっていた。

　乳白色のツォウは遠目にも分かるほどの敵に囲まれ、それでもなおそれらを威圧していた。近寄るものをはね飛ばし、刺し貫き、人外の戦いを繰くり広げるその横で、時折光る閃せん光こうがあった。緑の骨は、その容赦のない錫しやく杖じようと魔ま導どう、時には魔術すらを惜しみなく振るっていた。

　二つの異形が暴れる隙すきに、壊かい滅めつに近かった台たい樹じゆの兵が警けい戒かいしながらも退ひいていくが、それはあくまで余よ禄ろくに過ぎない。

　肉塊と骨は、ただ、己のために戦う異形だ。

　若葉とアユミ──自ら生きる喜びを見いだした、弟子の命のために戦っていた。

「どうしてだ──！」

　シェルの中で、アユミは台樹を支えている。

　ならば自分はなんなのか。

「どうして僕ぼくは、何もできないで、こんな──！」

　若葉は、また、大地を殴りつけた。
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「時は満ちた」

　厳おごそかな口調で、彼はそう呟つぶやいた。

「力を振るおう、ペンドラゴン」

　夕焼けの空の下、その抜けるような肌は何よりも白く、美しささえ伴ってその少年を浮き立たせていた。山頂を吹き抜ける風に音を立てないのが不思議なほどの細かな銀髪を任せ、ラス＝フラクティスは若わか葉ばを見つめていた。

　暫ざん定てい夏季の、陽ひが落ちる。

「嘆くことはない。〈天剣〉は天剣の力に他ほかならない。古来、天剣は戦を制し、か弱き人々に勝利をもたらさなくてはならない──それが、たとえどんな力であろうとも」

　本来、後方近い彼の場所から若葉のうずくまる姿を見ることなど不可能である。

　しかし空気も澄すみ、一度の進軍によって東山頂は既に開かれている。

　彼が魔ま術じゆつを使う事を躊躇ためらう理由は、何一つない。

　オリジナルには及ばない腕前であったとしても、グランツァ本国から増強した数万の兵員を、そして自身を戦場へと送り込むぐらいのことはできた。

　ほんの少し空気を歪ゆがめることなど、それに比べればどうということはない。曲率を弾はじき出すための魔ま導どうには、誰だれよりも長たけている。

　魔導と魔術、物理フイジクスと論理ロジクスを扱う能力──それはオリジナル＝ラス＝フラクティスの遺い産さん。

「僕ぼくも、そして君も──力を振るわなければ、誰一人として救えない。たかが人の身の為なせることには、やはり限界があるんだ。だからこそ、〈天剣〉はあるんじゃないのかな？」

　すぐ側そばに若葉がいるように、彼の半身がかつてそうしたように、語りかける。

「この思いを共有した、ラス＝フラクティスはもうこの世にはいない。あくまで僕たちはオリジナルの複製、記き憶おくまでは共有していないんでね。今の僕にあるのは、自らと複製プラント出自の全すべての存在にその証あかしを──その願いだけだ」

　ラス＝フラクティス自身だけが目にできる光景は、他に理解できる者のない独白を生む。

　それは、その後ろに控える『プラント』出自の兵士達に何らの戸惑いも与えない。

　彼らと自身さえをも創つくり上げた魔導シエルと魔術プラントは天剣ラス＝フラクティスを媒介として、故なくしては存在しえない生命を再構成させる。それは不格好な、しかしサルバーンですら及ばぬ魔法の一端。

　天剣ラス＝フラクティスは、まさしく、彼らにとっての神であった。

「証を得よう──」

　台たい樹じゆ国を三回は落とせる兵力が、天剣フラクティスの背後から身を躍おどらせ、東の山を今、雪崩なだれとなって駆け下りようとしていた。

「故なく生まれた僕ぼくら、そしてオリジナル＝ラス＝フラクティスが人であった──その証あかしを」

　彼は軽く手の平をかざす。

　沈みゆく太陽に透かすように掲げ、そして、小さく宣言した。

「侵攻！」
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　ドン、ドン、と続けざまに魔ま導どうが大気を凝ぎよう縮しゆくさせ、摩ま擦さつによって生まれた極大の紫し電でんが周囲を一気に灼やき払う。数十人ほどが一いつ瞬しゆんで弾はじけ飛び、尽きることのないように見えたグランツァ兵にも、ようやく終わりが見え始めていた。

「ふむぅ……」

　しかしそれは、己の魔導制御にしても同じことだ。緑の燐りん光こうが所々薄うすれ始めた骨のファナガンに、燃え立つ髪さえも乳白色に染めたツォウの胸像が声をかける。

「おやおや、もう息切れかい？」

「そちらと違って無尽蔵の体力などないのでな」

「しっつれいな。こっちだってそれなりに苦しいんだ。しっかり気張りな」

　ツォウは相変わらず不動の巨塊としてその猛威を振るっていたが、ここにきてその再生スピードに翳かげりが見え始めていた。群がる兵士達に斬きり払われた触手は、最初のうちこそ自らうねって本体に吸収されていたが、今はただ無為に散らばるばかりだ。

　二体の異形が打ち倒したグランツァ兵は、優に数千人を超えていた。

「とにかく、もうちっとで終わり──」

　ぞんっ！

　ツォウは、ただ、衝しよう撃げきを感じただけだった。

　そして、その意識は混こん濁だくする。

「ツォウ！」

　眉み間けんに矢を突き立てられたツォウの姿にファナガンが思わず叫んだが、女の顔は力尽きたように塊に引き込まれていく。もぞり、と一つ身を振るわせたかと思うと、乳白色の塊はその全面を硬化させ、半透明にその色を、そして形状を変化させ始めた。

　最低限の攻撃対象を見きわめる理性だけを残し、その能力の全すべてが貪どん食しよく欲求の塊と化す。そうなった彼女は、少なくともツォウ＝レイシンではない。しばらくして塊に余裕が生まれれば、また復活することだろう。

　その様子に安あん堵どしたファナガンは、改めて矢が放たれた方向を見やり──

　一瞬、山が動いたのかと疑った。

「……なんだあれは」

　それは、信じ難い光景だった。

　東の山に現れた軍勢が、後から後からとめどなく、それこそ尽きることのない波のように押し寄せていた。万か、もしかするともう一つほど桁けたが多いかも知れない。そんな大軍など、ファナガンは久しぶりに見た。それもただ一度、グランツァとサルバーンが直接対決したとき以来で、普通ならこれほどの軍勢を一局面に投入するなどありえない。

　台たい樹じゆの軍はその大半が退ひき、ここで戦っているのは二体の異形と、自軍の兵士のみのはずではないか。

「ふむ……」

　ファナガンは、かくりと顎あごに手をやった。

『ケリをつけたいんですよ……』

　自らが殴り殺した少年の幻影が、どこかでそう言ったような気がした。

　数万の軍勢の鬨ときの声、そして降り注ぐ矢をまったく気にせず、骨は軍勢の最奥を見つめる──あの少年が、全すべてを自らの意のままに動かしているというのなら、その目的はただ一つ。

〈天剣〉。

　蠢うごめき、半ば自動的に敵を屠ほふり続ける乳白色塊を傍らに、緑の骨は軽く息をついた。

　彼には諦あきらめや、落胆といった感情はない。

　ただ状況を認めただけだ。

「ここまでか……？」

　それは、間違いのないことのように思われた。
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『強制排除システムを解凍します。要求棄却の場合、シェルシステムは復旧不能となるおそれがあります。強制排除システムを──』

　室内に響ひびくアラートに対し、シェルに浮かんだ金の波は身じろぎ一つしない。

　しかし、その内容は確実に伝わっている。

『要求の受理を確認。ただいまを持って〈天剣〉発動の権利はシェルが統括します。当該区域において、エネルギー外部処理の臨りん時じ核プロセツサ選定を行います。指定することもできます。その場合は登とう録ろくされている姓名、所属を──』

　指定を処理するため、人口合成された声がしばし止やむ。シェルではぼこりと、青の中に生まれた泡が光の粒を散らせた。絶え間なく彼女に吸い込まれ、吐き出されている。

　それがもう一度繰くり返され、さらにもう一つ泡が生まれようとした時だった。

『指定の人物は登録されていません。正しい情報を確認の上、再度入力を──』

　ぼこりとひときわ大きな泡が、光を、彼女に受け渡される情報の粒を散らす。

『再エラー。若わか葉ば＝Ｙ＝Ｐのいずれの条項に当てはまる人物も、当該区域には存在しません。イメージマップから選定しますか？』

　金の波の処理する情報量が、格段に増える。足元から浮かび上がり、そして脳から出て行く粒の数が膨ぼう大だいになり、シェルはクリアブルーの光柱となる。

　光が、満ちる。

『選定を受理。この対象は実在しますが、指定の登とう録ろく情報ではありません。この対象を、若葉＝Ｙ＝Ｐとして登録しますか？』

　少し、タイムラグがあった。戦場全すべてのイメージマップを処理することに比べれば、その程度の情報などコンマ以下の処理でしかない。タイムラグは、シェルのコアたる黄金によるものであり、それは迷いではない──そのはずだ。

『当該対象の既存登録状況は、特約条項４において定められています。変更不能。対象の現登録名『ペンドラゴン』は規定固有詞オーバードです。変更不能──』

　彼女の、動かせるはずのない睫まつ毛げが震ふるえた。

『当該対象『ペンドラゴン』を核として指定します。よろしいですか？』

　アラートも消え、ただ、冷たい人工合成の声だけが、室内に響ひびく。

　今度のタイムラグは、少しだけ短かった。

『指定を確認。以後、変更はできません。引き続きエネルギー集約機構のチェック──』

　クリアブルーの光が伝わるかのように、室内のほぼ全ての機器系統に、グリーンの、レッドの、オレンジの、そしてまたブルーの光が明滅を始める。

　そして、全てが動き始めた。
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　それは、光だった。

　泥どろの大地から、踏みしだかれた下草から、行き交う風から、あるいは倒れた兵士から──

　台たい樹じゆの国の、あらゆる空間へ満ちていく光。




　東の山をそっくり埋め尽くす軍勢を目にし、若葉はその主戦場へと駆けだしていた。いかにファナガンやツォウが異形の力を誇っていたとしても、波のように押し寄せるあの数が相手では分が悪い。もちろん、彼一人ぐらいがそこに加わったからといって状況が好転するわけではないだろうが、それでもあの二人を置いていくことなど考えられなかった。未いまだ多数を相手に戦いつづけるその動きも、遠目からはどこか緩かん慢まんに見える。

　そして、敵の包囲網にもう少しまで迫ったところで、それは起こった。

　立ち尽くす若わか葉ばが目にしたのは大地から無数に昇り、天から舞い降りる、光の粒だ。

　まばゆいばかりの純白の光点がそこかしこから生まれていた。それは戸惑うようにふらふらと漂い、空を目指し始めた。いつしか無数の光点は互いに交わり、流れをなし、光の柱として縒より重ねられていく。うねるように空を目指す、それはどこまでも純白に満ちた光の柱。

　台たい樹じゆという国のあらゆる存在から生まれた光の柱は、何かを探すようにふらふらと揺れ──




　次の瞬しゆん間かん、若葉は光に飲み込まれていた。
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「発動したか……」

　寝所の窓辺に腰掛け、今では渦となった光の柱を見つめたエリコは自じ嘲ちように頰ほおを歪ゆがめた。

「東山さん麓ろくから現れた敵兵力は五から八万、率いるのはグランツァ天剣ラス＝フラクティス。『プラント』は臨りん界かいを越え現在稼か動どうを停止、今回の作戦にその全軍を費やしているようです」

　シェルから次々と送られてくる報告を、ユアナは無表情に読み上げていた。

「我が軍の戦線は第一次攻防によりすでに崩ほう壊かい、天剣若葉と正体不明の化け物が戦場に残っているそうです」

[image: ]

「数万の相手に対し、〈天剣〉によるこちらの犠ぎ牲せいは王器一人と化け物二体だけ、か。〈天剣〉の核プロセツサは残るわけだし、確かに負けになるよりはよほどマシだろうね。シェルというのは、なかなかものの分かった判断をするもんだよ、まったく……」

　エリコは、己の迸ほとばしるべき方向を定めようと身をよじらせる光の渦を見やっていた。その中では今いま頃ごろ、少年が〈天剣〉の双核デユアルプロセツサとして〈王器〉と同調シンクロしているはずだった。

「あたしたちが若わか葉ばにどんな顔をすりゃいいのかも、考えてくれりゃいいんだがね……」

「……なお、確定情報として」

　眉まゆ一つひそめずに、淡々とユアナは続けた。

「西側に展開していた旧天剣ドライオンは、急ぎ東側の援えん護ごに回ったのち──」

　ちらり、とエリコの伏せられた目を窺うかがって、ユアナははっきりと口にする。

「多数の兵に取り囲まれ、討ち取られた模様」

「そうかい……」

　それは、彼女にとって最も重要なことだ。台たい樹じゆの命運も、若葉やアユミへのやるせなささえも、あるいは今のエリコにとってはそれほどの意味を持たないのかもしれなかった。不確定であったその情報を聞いたときから、元王器は窓辺から戦場を見つめ、動こうとはしなかった。

「旧天剣の訃ふ報ほうを受けた我が軍が総崩れになろうとしたところに化け物が現れ、かろうじて撤てつ退たいすることができたというのが主な戦況のようです。次に撤退状況ですが──」

　ユアナの目に、エリコがまた一つ年を取ったように映った。

　夕ゆう闇やみ迫る暫ざん定てい夏季の風になぶられ、ユアナの前髪とお下げ髪が揺れる。エリコは、すでに報告を聞いてはいない。ユアナも、自らの声など聞いてはいなかった。

　すべての台樹から、ユアナやエリコからもわずかずつ舞い上がった光の粒。シェルシステムがエネルギーの全すべてを振り絞るということは、つまりそういうことだ。




　自身すらをも全て費やし、ただ、台樹という領域を守るために、命の光は渦となる。

　若葉を核としてそれは収しゆう縮しゆくし、やがて戦場の全てを薙なぎ払う。次の王器がより効率的な再建をなしえるように、その命の奔ほん流りゆうは次代へと繫つなぐためには不ふ可か避ひなコストだ。

　台樹は、この危機を乗り越えるだろう。〈天剣〉が発動した以上それは間違いない。シェルは過分なコストなど払わないし、その後の目め処どが立たないならばコストすら払おうとはしないだろう。それが払われるという事は、即ちその後がある程度安定すると踏んでいるからだ。

　そして、台樹という国が残る──幼なじみと二人の師を、同時に失った若葉と共に。




「報告は、以上です……」

　ユアナは表情を崩さない。己の悲しみの多た寡かを、彼女は知っている。

　それに耐えることが、彼女の責務だった。

「雨が降るな……」

「……はい」

　二人の王器は、徐々に暗くなり始めた空を見上げ、共に小さく呟つぶやいた。
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　しばらくさまようように身をくねらせていた光の渦は、やがて一直線に空へと伸びた。光の粒が大気を割り、摩ま擦さつによって発生した磁場がイオンを呼び、高圧によってそれはプラズマとなる。プラズマはその場にとどまるためにさらなるイオンを、水蒸気を呼び、自らの生成する水蒸気と共に雷雲となる。

　光の渦は、さながら昔語の龍りゆうのように雷を呼び、雨をもたらした。

　人々はその様を、畏い怖ふをもって見つめていた。

　王宮で、雨宿りの軒先で、道すがら──

　そして、田舎いなか町の駅舎でも。
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「龍、か……？」

　ぽつり、と大柄な老人が一人ごちた。

「龍などではない……チェック」

　ことり、とより大柄な老人が、駒こまを進めた。

「あれが龍でないならば、そも、龍とはこの世にあらざるものなのだろうな」

　ことり、と、駒を動かす。

「龍はかつて、唯一全き存在として世にあった。あらざるように思えるほど、唯一つであるからこそ、全すべてを為なし遂ぐ力となる……チェック」

「……あの光の柱は、確かに我らの全てを一息に散らせてしまいそうだが」

　ふう、とため息をついて、駒を動かす。

「しかし、見てきたようなことを言う」

　ことり。

「……参った」

　そう言ってずず、と茶をすすった老人は、それがまだ冷えていないことに顔をしかめる。

　その複雑な表情に気付いているのかいないのか、より大柄な老人がぬう、と立ち上がった。

「龍りゆうを見たことはない」

「ならば、どうしてそのように言い切れる？」

「観ぜるのだ。我らが何かを為なそうとするとき、成れぬと悟るとき、あらゆる人の関知せしむる局面、その岐き路ろに立たされているとき──内に潜む龍を、観ぜずにはおれぬ」

「おぬしならばさもあろうが」

「おぬしとて観ぜておるはずだ」

「……ワシには感ぜぬよ」

「さて、どうであるかな……」

　駅舎の脇わきには、小窓がある。枠によって切り取られた風景の中、霧きり雨さめが降っている。

　そして、彼らからも一粒の光が抜け出した。

　より大柄な老人はそれ以上饒じよう舌ぜつにはならず、窓外でうねる光の渦を見守っている。落ち着かなくなったのか、大柄な老人は駅舎をうろうろとうろつき始めた。

　雨が、少し勢いを増した。
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　若わか葉ばの意識は、光の中ではっきりとしていた。

　それも、今までにないほど。

「だいたいね、あんたが悪いのよ」

　べしべしと頭を叩たたかれる。

　そんなことはありえるはずないのだが、そのように扱われているような気がする。

　台たい樹じゆのあらゆる存在とシェルの全すべてが込められたエネルギーの奔ほん流りゆうは、若葉の頭を殴るためだけに発生させられているのですと言わんばかりに、アユミの意のままに動いた。

　ぱかぱか叩かれながら、若葉は反論を試みる。

「そんなこといったって……」

「なんで全軍固めて、林の後ろで守らなかったのよ！」

　また、殴られた。しかもなんだか重い感じなので、これは頭突きなのかも知れない。

「仕方ないよ、僕ぼくが口を出せる状況じゃ──」

「ちぇすとぉ！」

「ぁだっ！」

　今度は眉み間けんだ。しかも鼻っ柱までをカバーする、完かん璧ぺきなまでの頭突き。鼻の奥につんとくる痛みに、若わか葉ばは顔を歪ゆがめた……いや、歪めたような気分になった。

　光の渦に飲み込まれて以来、若葉の身体からだからは感覚は失うせていた。しばらく気を失っていたのかも知れない。気付けば呼びかけられていて、それがアユミだった。物理的な隔たりにもかかわらず続けられるやりとりの原因は、シェルのほぼ全すべてのエネルギーが強制排除システムに費やされているためだ。外部処理核プロセツサである若葉に送られたエネルギーに、アユミ自身もその一部として転送されていたらしい。

　エネルギーが満ちていること、そしてそれがまばゆいばかりの白であること。

　寄り添うように近しいアユミ以外に若葉が感じられるのは、それだけだ。

「そんなんで天剣とか引き受けてんじゃないわよ、バカ若葉！」

「……うん」

「昔っから要領悪いんだから、あんまりみんなに迷惑かけてんじゃないわよ」

「う、うん……って、どうして知ってるの？」

「わかるんだもん、仕方ないじゃない」

　呆あきれたような雰囲気と、どこか落ち着くような雰囲気を同時に感じて、若葉は戸惑った。そのアユミの感情を、どう理解すればいいのか全く分からなかった。

　ただ、彼女がそばにいるということだけは、よく分かる。

「……ツォウ先生に大切にされてんのね」

「え、あ……いや、その」

「女を泣かせるなんて生意気よ、あんた」

　冷たい視線というか、気配というか。とにかくそのようなものが、余すところなくぶつけられた。どことなしに、蹴けられているような気もする。

「あの……痛い」

「ユアナだって心配して泣いてたし」

　げっしげっしげっし。

　明らかに蹴られまくっている。しかもなんだかやけにキツい。

「ああああああ！」

「グラードとかいう奴やつなんてナニ？　命賭かけちゃってさー、死んだらどうすんのよ」

「生きてるの!?」

「……ま、危ないとこだけどね」




　ぱちん、と弾はじけるようにして、収しゆう縮しゆくが終わる。




　昏くらいグラデーションの空は薄うすい雲に覆おおわれ、どこかで自然の雷が落ちた。しとしとと降りしきる霧きり雨さめが、足元の草葉を濡ぬらしている。

「夢──？」

『誰だれが夢よ、誰が』

　さっきまでそばにいたはずの声に目をやると、空中にふわふわと、小さな光球が浮かんでいた。ちらちらと、今にも消え入りそうに明滅しながら、それは偉そうに言い放つ。

『やっと準備できたんだから、もうちょっとしゃきっとしてよね、もー』

「準備？」

　繰くり返す若わか葉ばの声を遮るようにして、ばちゃんと水の跳ねる音。

　水煙の向うでグランツァ兵が倒れていた。するすると退ひいていく触手が視界をよぎる。

　どうやら、ツォウは健在らしい。

「まだ、戦ってるのか──」

『もう終わるけどね』

　ふよふよと漂いながら、光球が言う。

『こっちはいつでもいいわよ』

「──へ？」

『へ、じゃないわよほんっとにもー。まだ寝ぼけてんの？　〈天剣〉よ〈天剣〉。ここまで収しゆう縮しゆくできれば、いつでも撃うてるわよ』

「〈天剣〉って──」

　思わず、目を見張る。

「こんなのが？」

『こんなのってあんたね、あたしの命全部だってのに贅ぜい沢たく言わないでよ』

　さらっと言い放つ光球に、若葉は慌てて身を引いた。

「ちょっと、ちょっと待って……」

『あ、違うか。台たい樹じゆ中の余剰エネルギーもかき集めてるから、実質この六十パーセントぐらいなのよねー、ホントは。あ、核のあんたはちゃんと助かるから心配しなくても──』

「ちょっと待ってよ！」

　若葉は、身の回りを飛び回る小さな光球に向かって怒鳴った。

「それ撃っちゃったら、アユミ──」

『うん、終わり』

「終わりじゃないよ！」

『終わらなかったら──？』

　言われて初めて、若葉の視線が周囲を泳ぐ。




　乳白色の塊は、もはや戦えない。

　その数抱えもある全身に、びっしりとグランツァの兵が取り付いて剣を振るっていた。本体を切り刻まれながらも何本かの触手が兵士を串くし刺ざしにするが、その腕もすぐに斬きり払われる。塊はびくびくと身を震ふるわせ再生しようともがいても、その端から斬り払われ、火であぶられる。そしてまたそのたびに狂ったように暴れようとするが、兵を薙なぐための腕は、もはや無い。




　骨は、その全すべてがばらばらにされている。

　貴重な魔ま術じゆつ士が一人かかりきりとなり、骨という意識はその契約とほぼ同等の力で現世から引き剝はがされようとしていた。緑の燐りん光こうはすでになく、眼がん窩かからも光は失うせ、そこにはただ古びた骨があるのみだ。捻ねじ曲がった鳩はとと蛇へびの錫しやく杖じようだけが、ただ、虚しく天を仰いでいる。




『いまさら、他ほかの誰だれが助けてくれるのよ……』

　その声は、染み入るように優しく。

　ぼたぼたと、若わか葉ばの頰ほおを涙が伝っていた。

　どうしようもない事実を、無力であることを認めたくなくて──なにより、そんな自分がどうしようもなく嫌で。

『──ね、泣かないでよ』

　雨と涙に濡ぬれた頰に、触れるものがあった。

『あたしはもう、若葉の涙を拭ふいてあげらんないんだから』

　ふわふわと遠えん慮りよがちに、アユミの命の輝かがやきがすり寄る。

『天剣なんでしょ？』

「違うよ……」

『じゃあ、ここでやめる？　全部捨てて、あたしもシェルから出ちゃって、二人で逃げる？』

　首を振る。縦たてだか横だか、それは若葉自身にもわからないがとにかく振りたくった。髪にかかった雨粒が周囲に飛び散って──

　彼女はその時、小さく笑ったようだった。

『行こうよ──ね、若葉』

　暖かなその声に、はっと顔を上げた途端、ほんの小さな光球が胸に吸い込まれ──




　──若葉の全身を、光が疾はしった。




　それは情報フイジクスであり、場ロジクスであり、エネルギーであり、台たい樹じゆであった。

　その全て。

　奔ほん流りゆうとなって渦を巻き、雲を呼び、雷すらをも呼んだ光の柱。

　激しい少女の、命の輝き。

　黄金色に輝かがやくそれは若わか葉ばの身体からだごときには収まらず、頭の先から爪つま先さきまでスパークを迸ほとばしらせ、降りしきる雨を蒸発させる。急激な構成変化シンクロに見開かれた若葉の瞳ひとみが、逆立つ髪がその色に、彼女の持つ黄金の輝きに染まる。その輝きは若葉を覆おおい尽くし、さらに外へ、全すべての領域へ──

　世界の全てが黄金に染まる。

　畏おそれを知らぬ全き黄金が、全てを覆い尽くそうと広がっていく。

　割れた大地も、濡ぬれた下草も、渦巻く風ですらが黄金の、アユミという属性に彩られる。

　天さえ覆う黄金が、降りそそがんと輝き光る。

　命の輝きが迸ほとばしり、台たい樹じゆの全てを黄金に変える！

　その主として、彼女は命じた。

『──やっちゃえ、天剣!!』

　言われるがままに、若葉はその力の宿った腕を振りあげ、その輝きの中で初めて──




　アユミの、




　涙を、




　見た。
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『その時──ドクン、と』




『〈眼め〉が』
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　──ドォン──!!

　爆ばく発はつと衝しよう撃げきが、宮殿全体を激しく揺さぶった。

「！」

　エリコとユアナは寝所の窓から身を乗り出して、その方向を見やった。煙を上げているのは王宮脇わきの納屋、誰だれもが近寄ることのない温室だ。

　納屋は、綺き麗れいさっぱり吹き飛んでいた。すりばちのように、ぽっかりと口を開けている。

「なんであそこが爆発なんかするんだい！」

「わかりません！」

　走り怒鳴るエリコに、ユアナも怒鳴り返す。

「〈天剣〉に何かあったのかも──」

「何かってなんだい！」

「だから、わかりません！」

　一足飛びに階段を駆け下りて、出口を曲がる。

「こ、こりゃあ……」

「……シェルが！」

　そこは、惨さん憺たんたるありさまだった。大きな匙さじでえぐり取られたような納屋の跡地に、あらゆるものが散らばっている。ガラスの破片やら、植木鉢ばちのかけらやら、何とも知れない機器にいたるまで、すべてが粉こな微み塵じんになっていた。

　そして、吹き飛んだすりばちの一角にばちばちと火花を散らしながら、暗く透き通った柱が転がっていた。ほんの少し前まで神々しいまでの光を放っていたその中で、金髪を振り乱した少女が激しく硬質ガラスの壁かべを叩たたいている。

　エリコが転がっていた鉄パイプを振り上げ、気合一いつ閃せんシェルを叩き割った。凄すさまじい音と共にガラスが砕け、液体が辺りにぶちまけられる。

「ぶはーっ、死ぬかと思ったーっ……って二回も言うとは思わなかったわよ！」

　またも食ってかかられたユアナは動じず、むしろその肩を摑つかみ返す。

「〈天剣〉は？　発動したんじゃなかったの!?」

「したはずなんだけど、でも……」

　そこでアユミは言葉に詰まる。

「……でも？」

「わかんな──ああ、ナニ！」

　今度は、ユアナがアユミをがくがくと揺さぶっていた。焦りの命じるままに、怒鳴る。

「わかんないじゃわかんないわよっ！」

「えと、逆流してきたエネルギーの処理がちょっと間に合わなくて、漏れちゃって……」

「処理が間に合わないって──シェルがかい？」

「〈天剣〉が、全部戻ってきちゃったから、だからあたしなんとか押さえ込もうとして──」

　アユミは、ふとその手を見つめた。

　一筋伝った雫しずくが、ぽたりと落ちた。

「あたし──生きてる、の？」

「それじゃあ……」

「──若わか葉ば！」

　戦場は、と訊きこうとしたエリコのその手を振りきって、アユミは駆けだした。吹き飛んでなだらかに開いた斜面を、転がる瓦が礫れきから足をかばうことも忘れて這はい上がる。ただ一目散に、戦場を見渡せる高さにまで──

　そして、自分の目を疑った。

「急に走り出してどうしたの、アユ──」

　細かく震ふるえながらアユミが指さした方向を、ついさっきまで光の柱がそびえていた場所を見上げ──そして、ユアナも凍りついた。

「なんだってんだい、ありゃあ……」

　エリコの声だけが、呆ぼう然ぜんと響ひびく。




　凝こごったように、漆黒の霧きりがそびえ立っていた。

　天を衝つくそれは、先ほどの光柱と同じようにうねり、姿を変え、遂には何かが羽を広げたような形を成す。闇やみすら飲み込む闇の翼つばさが外界を喜ぶかのように身を震わせ、そして大きく一度羽ばたいた。黒い突風が吹き荒れ、遠雷が鳴る。

　そして霧の切れ間からは、どこまでも昏くらいその姿が時折、わずかに垣かい間ま見える。

　──硬質に光る鱗うろこ、炎を宿した眼め、鋭するどく研ぎ澄すまされた爪つめ、小さな山ほどもある強きよう靱じんな肉体。

　その全すべてが暗黒色の、闇を伴う霧きり霞がすみに覆おおわれ、最強の生物であることを物語っていた。初代天剣と共に『神』にも抗したその姿は、以来天剣の象徴として顕あらわされる赤と黒の比類ない力。

　──昔語りにのみ生きるはずの、それは、名も無き原初の闇の『龍りゆう』。

　その額ひたいには、ぎらりと鈍い輝かがやきの──〈眼〉。




『クォォオオオオンン！』




　咆ほう哮こうと共に地じ響ひびきと突風が巻き起こり、そののちに轟ごう音おんが台たい樹じゆの全土に響き渡った。

　誰だれしもが、その激しさに身を震わせる。

「ひ……」

　見れば、西側の山が吹き飛ばされたようにその形を変えていた。

　そのままへたりこんだユアナに届くこともなく、状況を確かめるために王宮に駆け戻ったエリコに聞こえるでもなく。

「わか、ば──？」

　アユミの呟つぶやきはかき消された。
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　額ひたいに感じる脈動が、『若葉そいつ』の全すべてだった。

『若葉』が額から滑り込んでくると同時に、純白のアユミは押しだされるようにして出ていってしまった。シェルシステム程度の権限では、どうやら『若葉』を依代ホストとすることすら適かなわないらしい。

　ドクン、ドクンと脈打って、『若葉』はようやく囚とらわれを脱し、嬉うれしそうに身を震わせる。

存在が凝こごっただけの同胞達を一いち瞥べつし、『若葉』は深い歓喜を覚えている。

『ワ・レ・ハ──』

　この世のあらゆる存在フイジツクは、等しく『若葉そいつ』の護まもるべき同胞だった。『若葉』ならば、存在を再び虚無に帰すことができる──魔ま法ほうという技術によって存在させられた、人の身として凝っただけの、哀れな同胞達を。

　いかに天剣と呼ばれようと、それに相応ふさわしくあろうとも、人の身であった『若葉』の手が届くことはなかった。死を司らんとした天剣すらもまた、人の身でしかなかった。

『若葉』に近いものがあるとすれば、それが天剣ということになるのだろう。最重要の何かを守るために、他ほかのあらゆるものを抛なげうつ強制排除システムたる天剣ならば──人としてではなく、純粋な力として振るわれ、どれほど立派な天剣よりも確実に国を守ってみせる。

　人の身が、それを為なせるはずもない。

『ワ・レ・ハ──』

　人の身ごときでは、成せるはずもない。

　人であれば守れず、守るならば人ではあり得ず──相反するものは、それがいくら望ましくあろうとも成り立ちはしない。二律背反を満たす者だけが『若葉』であり、そうでないならばいかな異形とて無力な人と変わることはない。

『若葉』は足元に横たわる乳白色の塊と骨を、自らの影にそっと包み込んだ。

　異形でありながら人であることを求め、人でありながら異形の力をもてあます彼らを、龍りゆうはさらなる慈しみをもって護る。この世に存在する事象を捩ねじ曲げれば、その荒ぶる力に巻き込まれることはない──よほどそう望まぬ限り、『若葉』は汎はん多元世界にわたる行動をほとんどしないのだが。

　己の身のほどを、護れるものと護れぬものがあることを『若葉』はわきまえている。

　そして、『若葉』は自らに関かかわるあらゆるものを護ることができると信じている。

　そんな矛盾をも吞のみこむ存在は、ただ静かに、あらゆる人の中に因子として眠っている。

『ワ・レ・ハ──』

　天空よりの来訪者の血に、そして人間の血に囚とらわれたわけでも、ましてや隠れていたわけでもない。

　それは、異なる三種の源流から生じた人という流れ──その中に統合された闇やみに過ぎない。媒体が血であるか否かすらそれほど大きな問題ではない。

　人ではない可能性、人でしかない可能性、それらが人という種に統合された可能性。

　そして今また、それらを再び統合して顕あらわれうる『龍りゆう』という可能性が、あらゆる人の中に組み込まれているだけの話だ。

　それは人としての闇であり、矛盾でもあり、顕れることはほとんどありえない。

　──ただ。




『若葉』の他ほかに〈完全〉の名が冠されることこそ、ありえない。




　血の可能性と異形と、そして護まもるべき存在。

　何より、その願い。

『ワ・レ・ハ──』

　全すべてが揃そろい、全てを護るため、『若葉そいつ』は幾星せい霜そうの彼方かなたから顕けん在ざいの階かい梯ていを取り戻し──




『ワ・レ・ハ──ス・ベ・テ』
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　全き世界の顕現──〈龍りゆう〉となった。
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「そうだ、囚われの龍ペンドラゴン。──この世界は、君が人の身に収まっていられるほど理知的でもなければ、より良き方へと向かっているわけでもない」

　闇やみをはらんだ旋風が砂を舞い上げ、しかし避さけることもせず、ラス＝フラクティスは暗黒の『龍』を見つめていた。彼の本隊は遙はるか後方に位置していたはずだが、『龍』の巨大さはその事を忘れさせる。本能が囁ささやきかける恐ろしさに、グランツァの軍勢は散り散りに敗走を始めていたが、止とめることはしない。

「『プラント』が吐き出したこの身とはいえ、人と僕ぼくらは同じく無力だ。彼の前では全すべてが等しく、抗うことなどできはしない──」

　最初の咆ほう哮こうによって、数万の軍勢のほぼ三分の一が塵ちりに帰していた。

　龍の暗黒は、物語に伝わるブレスなどとは程遠い。それは、力を為なす域にまで高められた純粋な咆哮。閉じた空間に完結する波動がさらに限りなく圧あつ縮しゆくされ、重力崩ほう壊かいにも匹敵するエネルギーが破壊も音も光もなく生まれ落ち、黒こく霧むへと姿を変える。

　ただ圧倒的に存在するだけだというのに、大気も、大地も、天も、全てが震ふるえていた。

　台たい樹じゆもグランツァもなく、人の群れなどあっけなく散り散りに逃げ出すしかない。

　塊と骨も、いつの間にかその姿を消していた。

「──そうか」

　首をもたげた彼の前に、龍の口が、今一度開かれる。

「これは、証あかしじゃないか──」

　旋風が、今度は逆の方向に舞い上がる。全てを飲み込まんとするかのように大きく開けられた口こう腔こうに、大気が層ごと押し込められていく。それはおよそ地上の生物ではありえぬほどに、その内部で加えられた力によって高められ、最後の一いつ瞬しゆんに爆ばく発はつと化すまで溜ため込まれる。

　宮廷さえもひと吞のみにできそうなその口先は、ただ一人、蒼そう眸ぼうの少年へと向けられている。

「そうだよ、オリジナル＝ラス＝フラクティス。僕らはやはり、人の身に過ぎないんだ──」

　彼は、穏おだやかなその口調をわずかに震わせ、嘆息のように漏らす。

　生命を賭としてまで求めた、それは歓喜だった。

「この世に等しく、生きている──」

　そして、山をも[image: 穿]うがつ衝しよう撃げき波にかき消される寸前、もう一度だけ小さく呟つぶやいた。

　台樹国で、そして天剣王器で、短い間を共に過ごしたもう一人の彼の──それは代弁だったのかもしれない。




「ありがとう──」
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『クォォオオオオンン！』




　あらゆる想おもいを吞のみこむように、暗黒の龍りゆうは空へと吼ほえた。

　そうすることが彼の存在そのものであるかのように、大きく、長い衝しよう撃げきを放って──




　──全き〈龍〉は、再び人へと囚とらわれた。













　　Ending　　天剣と王器







　そもそも夏というのは、イナオ駅長にとって愉快な季節ではない。

　なんといっても暑いことが苦手な彼は、今日も駅舎でひっくり返っていた。足を突っ込んだバケツの水もぬるくなり、不快感はつのるばかりだ。夕暮れも近いというのに日差しの強さは一向におさまらず、暫ざん定ていではない夏の厳きびしさはこれからが本番だと教えてくれる。

　どこかで気の早い虫が「ぐげげ」鳴いた。這はい出す虫が尽きることは未いまだにないが、数ヶ月前よりは格段にその数は減っていた。

「そろそろか……」

　うずく腰を揉もみほぐしながら、イナオ駅長はむくりと起き上がる。意外に、その方が風当たりが良くて涼しいことに気付いたが、もう遅い。

「おじぃちゃん、いるー？」

「おうおう、今行くぞ」

　空は、茜あかね色へと徐々に移ろうとしていた。




　グランツァとの戦から半年が経たち、大陸の季節は八年前の定期的なものに戻りつつあった。

　これまでの気候の不安定は、遺い跡せきの過稼か動どうを続けたグランツァによることが、正式に発表されていた。対台たい樹じゆ会戦により遺跡のほとんどを失ったグランツァはその賠ばい償しよう責任の他ほかにも、最高議会コングレス上層部のほとんどが何者かによって殺害されていた事実が判明しており、再度擁よう立りつした天剣さえもが先の戦で失われている今、その復ふつ興こうは先の長い話になりそうだった。




　王都より帰ってきた孫娘に引き連れられ、イナオ駅長は丘の上の一軒家へと向かっていた。痛む腰を散々おちょくられながら、それでも彼はほんの少しだけ胸を張って歩く。

　暑さに緩ゆるみそうな頰ほおを必死で引き締しめて歩く彼に、ふと、孫娘が聞いてきた。

「そういえばさ──若わか葉ばじいちゃんが『龍りゆう』の血筋の人だって、おじぃちゃん知ってた？」

「……確かに、そういう出自という話だったが」

　王都から半年の就労を終えて帰ってきた孫娘は、以前と変わらないようだった。一度は天剣王器に入っただとか、現王器が知り合いだとか、眉まゆ唾つばな土産みやげ話をたくさん持ち帰ってきて、イナオ駅長を喜ばせてくれた。

　変わったところがあるとすれば、その振る舞いが落ち着き、幼なじみの少年ともそれなりの距離を置き始めているというぐらいだ。

　唯一の身寄りでもあるイナオ駅長は、そのことを何よりも喜ばしく思う。

「なんで、教えてくんなかったの？」

「それがワシらにとって、若葉君やお前にとって何の意味がある？　必要無いことまで話すほど、もうろくしてはおらんわ」

　ふうふうと息を切らせ、徐々に情けなくうなだれながらイナオ駅長は言った。

　かつて迫害すら生んだ『龍』の血筋に関して、彼は一切を気にしないと決めていた。

「ふーん……」

　そっけない様子で横を歩く孫についていけなくなり、彼は立ち止まる。もうろくこそしてはいないが、体力の低下は目立っていた。孫娘が大きくなっただけ自分が年を取っていることに、いまさらながら気付かされる。

　あえぎながら天を仰いだ彼は、孫娘にいきなり飛びつかれた。

「おじぃちゃん、手ぇつなごう」

「手？　何をいうかと思えば……」

　少し大人おとなびたかと思うと、などとこぼしながらも、その表情はだらしなく崩れたままだ。

　イナオ駅長は、やはり、夏以上に孫娘に弱い。

「いいじゃん、つなごう！　あたし今、すっごくそんな気分なのよ」

「急がなくとも、逃げはせんだろうに──」

　手を取られ、引かれながら、イナオ駅長は足をもつれさせて嬉うれしそうに喚わめく。

「いいじゃん、急ごうよ！」

　その笑みが、夕焼け色の黄金色に染まった。

　祖父と孫娘はぎゃあぎゃあと騒さわぎながら、丘の上のペンドラゴン邸へと向かっていた。
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「あ、はやーい」

「おー、来たきた」

　ようやくたどり着いたペンドラゴン邸では、すでにツォウとファナガンが待っていた。

　彼らへの挨あい拶さつも早々に、イナオ駅長はロアン老の待つ奥の部屋へと引っ込んでしまった。懲こりない戦術棋チエスが、今日も繰くり返されるのだろう。

「悪いけど腹へっててね、先に食べてるよ」

　こいこい、と薄うす切り肉か何かを頰ほおばりながら傍らの椅い子すを示すツォウに釈然としないものを感じながらも、アユミはそこに座る。

　パン籠かごには中身があったが、テーブル中央の大皿には何も載っていなかった。

　眉み間けんを揉もみながら、正面に陣取ったファナガンが、渋い顔と声の両方でたしなめる。

「……お前はただの居候だろうが」

「その分ちゃんと働いてるよ」

　もごもごと口を動かしながらパンに手を伸ばそうとして、いかつい眼めに睨にらまれたツォウは諦あきらめたようだった。




　ツォウとファナガンは半年間を王宮の警けい護ご局で勤め、アユミたちと共に戻ってきていた。

　ファナガンは以前と同じくアユミや若わか葉ばの教師もしているが、何かに目覚めたのか、隣となり町まちの教会で小さな子供達を教え始めていた。ぶらぶらしていたツォウもロアン老の山仕事を手伝うようになり、ペンドラゴン邸に住みついている。

　全すべては元の鞘さや、とまではいかないが、おおむねうまくいっているようだった。




　アユミはやはり、どこか釈然としない。

　ファナガンの注視にもかかわらず、パンに手を伸ばしてわしわしと毟むしりつつ。

「ツォウせんせ、なんで教師しないの？」

「いやー、やっぱり労働ってのは体使わないとだめだね。教師なんて疲れるばっかりで何も実感ないし、どっかのバカみたいに先生って呼ばれて快感覚える質でもないし」

　ぐぎり、と吊つり上がったファナガンの眦まなじりは気にもかけず、アユミはパンを口に放り込んだ。

「ふーん……」

「なんだい、えらく気にくわないって顔してさ？」

「ぶぇえつにいぃい」

「正直な子はあたしゃ好きだよ。ささ、食いねぇ食いねぇ」

「……食いねぇじゃないですよ。もうほとんどなくなっちゃってるじゃないですか」

　メインディッシュを運んできた若わか葉ばが、呆あきれ顔で呟つぶいた。炙あぶり肉を山と盛ったその皿を食い入るように見つめるツォウの姿にため息をつき、奥に向かって呼びかける。

「おじいさん、悪いけどもう二つぐらいブロック使っちゃうよ？」

「おお、いいねぇいいねぇ」

「だからいいねぇじゃ……って、聞いてます？」

　若葉は、餓が鬼きのごとく貪むさぼりつくツォウを放っておくことにしたのか台所へと向かった。返事はないが、出てこないのなら構わないのだろう。

　若葉はこの数ヶ月で、その身長をさらに伸ばしていた。癖くせのない黒髪はそれに合わせてアユミがカットしたはずなのだが、そんな若葉はどこか落ち着きすぎていて──それほどの時間が、あの日々から経たっているとは思えないのだが。

「……ふむ、旨うまい」

「あっ、あんた今それ二つ食べたろ！」

「知らん」

　どこかぼんやりと、アユミは減り続ける炙り肉を見つめていた。
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　ささやかな食事会が終わり、夜も更けた頃ころになって、若葉の自室を訪れた。

　ついぞ顔を出さなくなった室内を見やると、思いがけないその明るさに目をしばたたかせてしまった。窓枠の向こう側からは大きな満月が、痛いほどの銀の光を注いでいた。

　机に座った若葉が開いているのは、『大系』というごつい本だろう。ファナガンに譲ゆずってもらったその本の内容は、天剣王器において廉価版のものでマスターさせられたはずなのだが。

　まばゆい月光の中にあって、少し大人おとなびた若葉は変わらず、月と本とを眺めていた。

「……まだ、そんなことやってんの？」

「うん……」

　呆れた声に顔を上げた若葉の笑顔は、もう以前のように、あどけないだけのものとは少し違っていた。ツォウとファナガン、そしてグラードがその命の瀬戸際にあったときから、絶やされることのない若葉の笑みには、包む込むような『何か』が宿っているような気がする。それは、常に死を看取るような安らぎにも似て──

　そのことを考えるたびに、少し胸が痛くなる。

　置いていかれたような寂しさと、それを眩まぶしそうに見つめるツォウへの複雑な気持ち。

「……アユミは、どうしたの？」

　伸ばした柔らかい黒髪がそよぎ、その額ひたいを隠すように揺れていた。

　しばらくそんな若わか葉ばを見ているうちに、ここに来た用件を忘れていたらしい。

　ぽい、と一通の封筒を投げてよこす。

「ん？」

　それには、馴な染じみの小さな字で『若葉へ』としたためられている。深紅に白の入り混じった封ふう蠟ろうは、見間違えることはないだろう。

「これは？」

「若葉じいちゃんに送られてきたんだって。あんまりあたしたちがのんびりしてるんだったら、渡さないで欲しいってわざわざことづけてさ──ユアナもいろいろと苦労してるよねー」

　もう一つ同じ封筒をひらひらとさせると、若葉の視線が手元とこちらを行ったり来たりして、そのうち困ったような顔をする。

　少し、楽しくなった。

「戻ってきて欲しいんだって」

　台たい樹じゆ国王器の封を破り、若葉は中身の手紙を月光の下、がさがさと不器用に広げた。

　──その内容は、どちらかというとズルい部類に入るのではないかと思う。




　時節の言葉に続き、現在の王都の状況や、王宮の近況。台樹全体の情報。ドライオン様の死後、エリコ様がめっきり老け込んだこと。引きずられるようにして宮廷を包んだ気力の低下。そしてグランツァ衰退によって一大国化したサルバーンの不ふ穏おんな動き──それらが懐なつかしい彼女の言葉で述べられ、そして、最後に一言だけ添えられた、要よう請せいに見えなくもない儚はかない願い。




　手紙を読み終え、見上げてきた若葉は、どこかくすぐったげに瞳ひとみを細めた。

　くるくるり、と額ひたいに埋まった『眼め』──漆黒の珠が小さく回転している。

　もしかしたらこの状況を、面白がっているのかもしれない。
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「やっぱり、あたしたち抜きじゃ辛つらいんだってさ」

　細められた黄金色の瞳は、銀の月明りと自らの輝かがやきを試すように、にぃ、と微笑ほほえんだ。

「どーする、天剣？」

　天を仰いだ若葉の目にも、全すべてを見透かす額の黒珠にも、その輝きの比較は難しい。

　その天辺をわずかに見せるだけの漆黒の珠は額ひたいに埋まったまま、『龍りゆう』の全すべてとして若わか葉ばの中にしっかり根付いている。

　それはかつて、人の及ばぬものがこの世にいたという証あかし。

　全てを為なし遂ぐ力が、人の中にも眠っているという証。

　漆黒のみが彩るその黒珠は、白銀の真円を仰いだまま──

　ちらり、隣となりに向けた視線が黄金の瞳ひとみとぶつかって、若葉はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「どーしようか、王器？」

　クスクスと、どちらともなく笑い声が漏れる。




　　　　　　　　　　[image: ]　　　　[image: ]




　彼らの会話を、廊下で立ち聞きしていた者がいる。

「ふむん──」

　きびすを返し、顎あごを撫なでさすったごつい手を懐ふところへ滑らせた。

　懐の中には、彼宛の手紙が一通入っている。深紅に白の封ふう蠟ろうで、その造りもおそらく若葉たちと同じものだ。取り出したそれを確かめるようにして、満足げに眺める。

　そして、上機嫌で食堂へと戻った彼が目にしたのは──

　先ほどまで腹を出して寝コケていたはずの、真紅の髪を後ろで適当にくくった女が、同じような色の封蠟をバリバリと破いているところだった。

「あ……」

　彼の手元を見て、女の口がぽかんと開く。

「ぐぎょげ？」

　どこかで、虫が鳴いた。

「……ふむ」

　彼は、そのまま借り受けた寝室へと直行した。

　なにやら背後で「むきー」「うがー」どたんばたん「ぐぎょ、げぎぃ！」暴れている気配がするが、とにかく気にしない。

　こういうときは、寝て忘れるに限る。

　明日のトロッコは多分、早いのだから。








了　　　












　あとがき。




　この文章が目にとまるのが最後となるか最初となるかは、いろんな意味で脇わきに置き──

　初めまして。海み羽わ超ちよう史し郎ろうです。

　さて、いきなりですがこの『天剣王器』について、軽く現状を確認してみましょう。

　最初に読んでいらっしゃる方は、御身のためですからさあどうぞご一緒に。

『本作は第七回電でん撃げきゲーム小説大賞において、選考委員奨励賞をひっそりといただきました』

『選評には「話ことばの中身いみはよくわからんが」とどこかで聞いたような枕まくら詞ことばが付いてます』

『雑誌に掲載されたとか大反はん響きようにつき好評文庫化とか、そのような事実は一切ありません』

『どのような帰結として本作の出版が決まったのか、書いた本人からして怪しんでます』

　とまあ本作『天剣王器』は、かかるリスクをそりゃもうふんだんに背負っております。

　しかし出版されるにあたっては名作数多あまたある他の電撃文庫と同様、多方面の技術と資源を割き、それでもなおずりずりぐぎょぎょと虫のごとく這はって出た作品です。この作品が形になるために費やされたエネルギーだけは、決して、何にも劣ったものではありません。

　イラストのＲＡＭＩラミさんには切ないほどの可か憐れんさと繊せん細さいさを与えていただきました。選考委員の先生方には海のものとも山のものともつかぬ本作を見いだしていただき、過去受賞者である『雲の上』諸しよ先せん輩ぱい方からも暖かいお言葉をかけていただきました。同期受賞者の方々にもあーはいはい皆さんからそれはもう良くしてもらっておりますと書け、と目で脅されました大人おとなげもへったくれもなく。




　そういうわけですので、僕ぼくは『本作はとるに足らないものである』などとは口が裂けても言えません。一方で、『そんなことはない』と胸を張るための根拠もありません。

　ただ──




　僕と、本作の出版に関かかわった全すべての方々に──誰だれより、今このあとがきを目にされているあなたに読んでいただき、かつ面白いと言っていただけることだけを願います。

　尽きせぬ感かん謝しやと共に、心から。





海み羽わ超ちよう史し郎ろう　
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海み羽わ超ちよう史し郎ろう

１９７９年、メッカ大阪にて生。某大学に潜伏しつつ本作を書き、第七回電撃ゲーム小説大賞にて〈選考委員奨励賞〉をかすめとる。絵空事でしかないはずの、そんなものに心を奪われ墓穴（二人分）を掘ること十余年。今日もどこかで埋まっています。たぶん。
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イラスト／ＲＡＭＩラミ

７月24日誕生。横浜在住。鳩顔。林檎使い。電脳上で拾われ、気がついたら絵の道へ。
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